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1962 年 7 月 24 日サルトロカソリ(saltoro Kangri)

の登頂はなしとげられた思えぱ,サルトロ'カソリ

への道はながかった。この崇ヘ登頂しようという計画
は随分古くから AACKで温められていた。1935年の
ハソトσ.Hunt)の試登報告は,山岳雑誌ケルγだっ

たと思うが,鈴木信君がそのほん訳を載せている0 こ
.カソリが注目されたはじめであろうれがサノレトロ

アソナプルナ遠征隊が帰国して以後,いっの計画に
む,この崇が話題にのぼらなかったことはない0 アソ
ナプルナ再挙の計画のときにもこの山の話はでていた

ゴリサ行を論議したときにもこの山は有力なし,チ"

候補であった。

サルト戸ヘのアプローチとしては,ハソトの通った

リカ(Likha)氷河の道は問題外とするも, 5500米のビ
ラフ今ソド.ラ(BⅡafond La)を越えて,シアチェソ氷

河ヘ一度下るか,ビラブオソドゥオールを突破するか
であるどの登路をとってもフプ戸ーチがながく,ト
ラソス飛ートに相当の困姻肋ゞある。この山はもう少し
カラコラムでの経験を得てからにしよう,という考え

があった。チ,ゴリザ隊が帰ってからも,せめてサ
ルトロ川(saltoro River)あたりだけでも偵察してく
れぱよかったというような話もでていたこの次はサ
ルトロへということは,一致した考えであった0 この

閻,私達はウワーク々ソ(workman)の著書を度々読
み返してぃたし,あの本にっいていたシアチェソ流域
の地図は,重要なよりどころとして,会議の席上にも
度凌持ちだされていたものである

AACK の30周年遠征計画をたてるとき,サルトロ

.カソリへというのは論議を要しなかった 1959年6
月にパキスタソ政府に登山許可を申詰するとともに,
実行段階に入った。募金活動はそれ以前から活発に行

なわれた。9月が終っても許可はこない 10月中にはと
期待してテソト等装備等の発註を 10月迄おさえて待
つたが窒〒可は下りない。Ⅱ月に入って,たしか中旬頃
であったと思うが,許可の前提であると解釈できる文
書^隊員名その他を通知せよというような内容たっ
たと思、う^がパキスタソ倶仂、ら来た。しかし,その

後情勢は一転して 12月初旬には,不許可の通知を受
取った。当時K謡を計画していた英国イソピリフル

.カレ、,ヂσmperial c0Ⅱege)のミラー(KJ. Mi'

Ⅱer)からも正月に手紙が来て,彼等の計画にもハキス

し
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め に

サノレトロ . カソリ遠征隊長

四手井

タソ政府当局はウソともスソともいってこないわれ
われの計画はおさき真暗だといってきた。英国でもそ
うならわれわれのけ画不許可も止むを得ないと,いさ
さかなぐさめていたが,彼等はその後許可をとってツ

フチェソに入ってぃる。英国には一目おいているらし

その後 1960年も許可が得られず, 1961年の夏には
御承知のように,私と高村君とがハキスタソに渡航し
たこれは今度もむずかしそうだという日本大使館か
らの情報で,最後の現地交渉にでかけたわけである
遠征もカラコラム.クラプとの合同遠征という形式に
した。この時万一の場合を考えて,第2候補クソヤソ'

キ、,シュ(Kunyang Kish),第 3 にガ、,シーーⅢ(Ga、
Sherbrum nD をもっていった私達も必要なとき

は,ヒスパー氷河からクソヤソを見てこようと,その

準備もしてぃった。その後長期にわたる高村君のねぱ
りと折からの池田首相の訪パを機に事情は急、転直下解
決し,我々の積年の希望の許可が得られたことはすで

に御承知の通りである。一方日本大使館の援助もわす

れることはできない。特に牧内書記官には終始恊力指

導をいただいた。また,本隊のいったとき牧内さんは

往路はスカルドまで同行,帰路はピソディまで出迎え
てぃただき,御迷惑のかけっぱなしで,お礼の申しよ

うもなし、

シアチェソ氷河とピーク36氷河の合流点付近にべ

ースキーソプをおくとしたときに,ベースキーソプ入

りを何日に想定するかは,ーつの問題であった01961

年の夏カラコラム.クラプとの打合せのときも,この

期日は論争の的であった。ベグ(Beg)教授は7月 10日
以後15日頃を主張したが,結局6月25日から月末頃ま
でということにして帰ってきた。 AACK でも両論が

あった。 7月に入れぱ快晴の日が期待できることはー

致した見解である。問題は深い積雪の時期にビラフォ

ソド.ラを越えるか,雪が解けてから越えるかにある

おそらく行けぱ雪は解けるが,登頂ヘの行動日数が少
なくなる。私達は早いめの計画ででかけ, 7月 1日,

シアチェソ氷河との出合から少しピーク36氷河を上

つたアドノt ソスドベースキーソプ(Advanced Base

CamP 所謂 ABC)に集結した。ほぼ予定の通りであ
る。当時はまだ天候は充分よくならず, 7月に予見し

てぃた夏型の快晴っづきの日は,今年は少しおくれ
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て, 7月 2日以後にやって来た。登頂のあと毎日毎日

快晴で,帰路氷河は見違える程歩き易かった。天候に

関する限りはおそく行ってもよかったようであるし

かし,早いめにでかけたことはいろいろの点で好都合

であった。たしかにシフチェソに入ってから打;が深

<,先発隊は大分難行した。ビラフ,ソド越えの偵察

も少々悪天候の中を強行しなければならなかったこと

もある。一方,日数に余裕があったので,途中のキャ

ラバソをのんびりゃれたし,ビラフォソド越えのトラ

ソスポートも順調に進行した

今度の隊では,誰が登頂隊員になってもよいという

程,隊員一同調子がよかったこれは一度5500米の

峠をこえているので,高度順応がよかったこと,食料

係りの努力で栄養がよかったこと,ドクターの健康管

理が適切であったことが,好い結果を導いたのであろ

う。しかし,全行程を通じて余裕のある行動ができた

ことも見のがすことはできない要因である山ヘ入っ

てから体重のふえた隊員もあったし,私なども,でか

ける前にはなんとなく胃の調子がわるいように思った

が,山ですっかり元気になってしまった。

緒言を終るにあたって,この機会に遠征隊に対して

好意ある御援助御指導をいただりた多くの方たに,心

から御礼中し上げるとともに,隊員諸氏の労苦に感謝

の意をささげる
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私は日本の山や蒙古の草原を,他日のヒマラヤを期し

てうろついていた。

1953年,彼が工ベレストの登頂に成功したころ,私

はマナスルの第一次隊員として彼の成功をべースキー

ソプできいていたのである

大登山家である彼にはとうていかなわぬまでも,や

はり一登山家として彼に一矢をむくいたい気持は多分

にあるそれ以来この山は私とは離れがたいものとな

つてしまった。しかしその当時のわれわれの会の力で

はこの山は登るどころか近づくことさえむつかしかっ

た。しかし,その夜,1959年にむかえるわれわれの会

の三十周年事業として必ずこの山に登ろうと哲いあっ

たのだったその後 1955年にカラコラム,ヒソズーク

シ探検,56年にパソジープ・ヒマラヤ,57年にスワー

ト・ヒ々ラヤと調査隊を派遣し,58年にはチ,ゴリザ

登頂と,われわれの遠征はつづいた 59年いよいよ三

十周年の前年,この山の登山許可をハキスタソ政府に

提出したが,中国ならびにイソドとの国境問題の故を

以て許可を得ることはできなかった釦年, 61年と

許可申詰は続けられたが,一向に許可の見通しは得ら

れないしかしこの山に対するわれわれの執念は衰え

ず,60年にはアフガニスタソの最高案ノシー、,ク登頂

に成功し,件間の経験はさらにつまれていった。 61年

には今回の隊長四手井教授と高村隊員がパ国に渡航

し,必死に奔走したが,その見通しは更に暗かった

しかしわれわれの懸命の努力は遂に在パ日本大使館の

強力な援助を得られるに至り,時あたかも池田首相功

パの機会に急転直下この計画の許可が得られることに

なったのである。最初の誓いより八年目,計画決定よ

り四年目,遂にわれわれはこの久恋の山に近づくこと

を得たのである。

この問この山の唯一の登路である東北面の写真は,

私のデスクの上から一刻もはなれなかったまたこの

山の付近にたち入った各国隊の記録は常に私とともに

あったそしてこの山の真のむづかしさがどこにある

かは充分に理解していたし,昨年のくれ,会より副隊

長を命じられたときには,すでに私には私なりの作戦

が決っていたのであるすなわち550om の峠を越え,

50oom前後の無人の氷河を月余にわたる輸送の問題

と,60度をこえる常になだれの危険にさらされてぃる

比高230omの氷壁の登楽を如何に安全に行なうかの

問題であるこのカラコラムの名山が今日まで25年

間,各国隊によって試みられなかったのも,この二つ

の難かしい面をもっているからに他ならない隊員の

選定にはずい分仲間の中にも意見がわかれた有能な

気のきいた隊員を以て前者を解決しようとする意見,

若い元気な優秀なクライマーを以て後者をのりきろう

とする意見,ざまざまであった。しかし私はそのいず

れもとらなかった辺境に住む多くの異邦人を長期に

サルトロ・カンリ登頂を終えて

前記:この文は先に現地より内地向新開原稿として投稿され
ナこが,都合でけい祓されなかったものをここに再生したも
のである。内容【州こ,前文のはじめに」と重複する点も
あるが御勘弁願い九い 一編集者一

7月 24日正午,私は60oomのキーソプで登頂をし

らせる斉藤隊員のはずんだ声を無線機の奥に弛然とき

いていた。そしてよろこびにおどりまわる三人の飛一

夕達を眺めながら,長かったこのサルトロ・カソリ計

画をいつしか静かに思、いかえしていた。

1953年秋,京大アソナプルナ登山隊の帰国をむかえ

た夜だった。数人の件問とこの次の目標につぃて語り

あっているうちに,誰かの手にあったサルトロ・カソ

りの東北面の写真に皆の眼がすいよせられていた

1935年,エベレスト登頂に成功した英国隊の隊長サ

・ジ"γ・ハソト(sir John Hunt)が25歳のとき

この山にむかった記録である彼はこのとき,中途に

して空しく撃退されている考えてみると彼と私はお

ない年である彼がサルトロ・カソリに挑戦したころ,

副隊長加藤泰安

わたって駆使することが,気のきいた口先でできるこ

とであろうか。ヒマラヤ登山になれた有名な外国隊で
この故に反感をかい,ストライキを起こされ,隊が危
険にさらされた例を私はいくっか知っている0 またこ
の巨大な山が若さとー,二のクライぐーの技術によっ

て登りおおせるものだろうか幾多,外国の優秀なク
ライマーがその技術のゆえにゴリアテの犠牲となって

あたら若い生命をヒ々ラヤに散らした例も知ってい
る多少気はきかなくても,技術はやや劣るとも,誠
実でお五いの心をかはい合う仲問こそ,この戸大な山
に挑み得る最大の要件であると信じていたそしてこ
れが私の作戦の根本であった。この点,会が選定した

ヂい隊員にっいては完全に私は満足していたし,これ
が今回の成功の根本でもあったと信じている事実こ
の気のきかない凡々たる登山者達は見事に悪名高いバ
ルティスタソ人夫を駆使して困難な輸送をやりおお

せ,また危険な氷壁の登崇にも,悪天候にも,深い雪
にもお互いの心をかばいあって見事にその高さにうち
かったのである。如何なる困難も彼等の顔から笑いを
消すことはできなかった。私は,いまこの若い艸間を
心から尊敬すると共に誇りに思っている0

今回の登山はパ国のカラコラム・クラブとの合同登
山であって,こうした経験のないわれわれはかなりや
りにくぃ面もあった事実登楽に参加した二人のパ国
隊員は殆んど経験もなく,登山技術にっいては初心者
に近かった。彼等はこの二人をよくいたわり,教え,
遂にはそのひとりを口分たちの登頂を犠牲にして,頂
上にまで立たしめたのである。これはなみなみならぬ
芽力と言わねぱならない勿論登頂したパ国隊員バシ
ール(Bashir)君は,精神的にも体ブJ的にもすぱらし
い、年であった。この異国のこのすばらしい新進登山
老を友達に得たことは,われわれにとってこの上ない
よろこびである。

われわれのなしとげた行為はーつの山登りという取る

にたらないものであるかも知れない。しかし,若者が

困難な未知の世界に敢然として挑む心の多少には,や
はり民族の消長を思わざるを得ないのである0

夕日に美しいカラコラムの高峯は,今回は頂きをゆ
ずったがこの次にはきっと辛い目にあわせてやるぞと

いわんは'かりに空を圧して連なっている0 しかし私は

この崇々に次のように答えながら,たのしい帰路をた
どったのであった

それは君たち,カラコラムの山々は高いだろう

しかし決して人の心よりは高くはない

カラ4
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リ遠征概記サノレトロ・カン

前きil:ーこの文は,当時現地より内地新聞用に書かれ九もの
が,都合によりけい載されなかったものをここに再生した
ものである。話はのちの平井氏の「キ十ラバソ」とだぶる
ところ、かなり多いがこの両文をあわせ読まれて往路の行

一編集者一動の楓略を知うて戴けれぱ1いである0

1)カラチからラワルヒソディヘ

5月 11日夜,予定通りカラチ空港にっく大使館
の米田さん,先着の林以下の隊員,連絡将校のバシー

ル大尉(capt. Bashir)等にむかえられるバシール

大尉は28歳,早くからカラチに来て出発準備をよく
手伝ってくれた由。大使館の一方ならぬ援助と先着隊
員の活動とで殆んど準備が完了していろ0 船でもって
来た荷も 2 台のトラ、,クでラワルピソデ'(Rawal'
Pindi)に向い,上尾隊員の乗った車はもう先着してい
る平井隊員の車はニソジソ故障で立往生中,男さで
やられねばよいが。

昨年来,この遠征隊に献身的な援助をしていただい
た大使館の牧内書記官がホテルに現われる0 隊に同行
してぃただくことになっている感謝の外はない
翌日は士曜日である午前中は大いそぎであいさっ
まわり,夜は大使館に招かれて心づくしの御馳走にな
るみんな昨夏以来の旧知なので,おそくまでくっろ
ぐ平井隊員の乗った車も20時間おくれてピソデ'
着日本語,英語,ウルドゥ語まじりの電報がくる
これで安心

去年出した市荊書と隊員を変更したことが,外務省

四手井綱彦
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で一寸ひっかかっていた。これも14日には解決して

許可が出る。 15 日早朝ラホール(Lahore)に発つ。斉

藤,谷,岩坪の3隊員は,ピソディに直行する。

ラホールの空港からの路は何度通っても美しい広い

みどりの森と芝生の中を走る。日木にもこんな路がほ

しい。今日はお祭りの休日で夕方からにしてほしいと

ベグ田eg)教授は言う。教授はカラコラム・クラブの

副会長で,この遠征隊のパキスタソ側隊長であるラ

ホールへ来たのは教授と打合すためである。今日はイ

スラムの大きいお祭りであろことを承知で来たのだか

ら致し方ない。官庁も事務所も今明日は休みである。

カラコラム・クラプの準備はまだ充分できていない

ベグ教授等3人は6月15日に発つそれ以前には立

てないという。それではと日本隊のみ予定通り先行す

ることになる。去年から約束してあった軍の飛行機を

スカルド行きに借用する件も,20日以後でないと成否

はわからぬというとにかく18日に空軍司令官に接

触するよう約束する。ここで始めてパキスタソ側の若

手隊員ペルベーツ(perve2)に紹介されるパソジー
.

ブ(punjab)大学の学生で好青年である 5日に試験

がすみ次第,日木隊のあとを追いたいという咋秋か

ら留学している前小屋は病院に入っている彼も近く

退院してあとからくることになる 2日間の打合せを

終って,16日の夕方ピシディにとぶ 1ケ月半振りで

全隊員が集結した皆それぞれ大活動して少々疲れ気

味である。ピソディでの主な仕事は,カシミール省で

カツミール入りの許可をとりつけること,スカルドヘ

の空輸計画をたてること,現地調達の物資と食料の買

付である。 21日ピソデ'発が予定される。

まずカシミール省に出頭し,ケイ・ニ、,チ・カーソ

(K.H. Khan)課長に会う。外務省から連絡が来てい

るから許可を出すことは間違いないが,今日は局長が

いないから,明9時にもう一度来いという。翌日また

出頭して局長にあいさつして待っていると許可書をつ

くってくれたこれがあればあとは飛行便をとらえる

は'かりである力ーソ課長は玄関までおくって成功を

祈るというカラコラム・クラプからは,空軍司令官

には会えないといってくるこちらで輸送官に直接交

渉するより致し方ない

スカルドとギルギット(Gilgiり行の空路はパキスタ

航空がとんでいるが,軍が管理している。この指揮官

は, 4年前のチ,ゴリザ遠征隊のときと同じく,ナツ

ーム(Naseem)氏がやっている牧内さんとも旧知

の間である。約束通りの19日朝8時加藤副隊長と牧

内さんらが行く暑いせいで午後は昼寝しているが,

朝は7時から高官も出勤しているという。彼は非常に

好意的で, 21日中に全部はこんでやるから, 20日中

に全部荷物を役所までもって来いという 20日は日曜

日なので駄目かと思っていたが,これは都合力丸、い,
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トラ、,クも世話してやるという。ただし,飛行機の運

賃は負けられぬと言う。目方をごまかすと過重になっ

て危険だとのこと,もっともな話で致し方ない。

この日は忙しい日だった 10時からは文部次官のお

茶によばれてぃた。大統領に会うことは残念ながら伺

うに時間がなく帰路になる若手隊員は物資の買付,

地図の取得等,バザールから官庁ヘと走りまわる

ピソデ4 では,パキスタソ側の若手隊員第2号が現

われたバシール(R. Bashir)(24歳)というホテ

ルの中のハキスタソ航空の事務所につとめている力

レ、,ジを出て中学の先生をしは'らくしたこともある

今の勤めはアルバイトで秋には大学ヘ入りたいとっ

ている日本隊と同行することになる

同じホテルに,ナソガ.パルバヅト(Nanga parbat)

を試みるドイツ隊力W白っていた。ヘノレリヒコ・,ハー博

士(DR. Herrligkoffer)を隊長としている時々食堂

で見かけたが,遂に会談の機会を得なかった若い女

性隊員が一人いたので,若手の連中も残念がる

2)スカルド(skardu)ヘ

5月 21日,スカルドに飛ぶ日である昨夜は築山

さんのパーテーに一同招かれてよくねむってしまっ

た。加藤副隊長におこされる。時計を見るともう出発

の時間である 5時15分前に空港につくことになっ

てぃる。副隊長は少々あわてている。車もまだ来てい

ないし,牧内さんの室をノ、,クしても電話してもでて

こなし、。

幸いにも今朝は快晴である。これなら今日は飛ベ

るこの飛行は天候汰第である。雲があると欠航にな

るし,飛び出しても目的地直前から引き返すことが度

凌ある昨夏もギルギ、,ト行で2日間待たされたこ

の飛行はナソガ.パルパ、,トに続く50oom級の山脈を

とびこえ,ギルギ,ゞトやスカルドは,イソダス川のせ

まい谷間の飛行場に着陸しなければならない翼が

岩山に引っかからないかと思わずヒャリとさせられ

る

ナソガ.パルバットもはやくからひときわ高く見えて

くる。峠を越えると,イソダスの渓谷である。谷をか

こんで荒々しい岩山がそびえている飛行は快調であ

る。昨年のようにゆれることもないところどころに

緑のオフシスが見える。やがて右にナソガ .ノ、ノレノ、 ソ

トがま近に見える。ヘル々ソプールが一人で往復した

長い稜線,マソメリーはじめ多数の犠牲者をのんだ氷

の斜面が静かに却いている。だれかが写真の通りだと

叫ぶ。左の窓からははじめて見るあこがれのカラコラ

ムの秀峯が立ちならんでいる。

岩山の間をとふことしばし,翼から車輪がとび出し

た。もうスカルドに来たのである。砂けむりを立てて

機は広い河原の飛行場に着唾する。軒の低い建物が

ならんだ簡素な飛行場である。われわれ6人がおりる

と,荷物が次々とおろされた。私達は二つ立っている

ヒーチハラソルの下にひと休み。若手隊員は荷物の管

理に忙しいこれて暑い平原の都会からもわかれ,交

化圏からも遠く航れて,未開の地カラコラムに入った

のである

猪舎であるレストハウスに向う柳がところどころ

茂ってぃる砂道をトラ,クで走る道端に小さいあや

めが花をつけている。高い末プラが立っている。イソ

ダスの河原は白々と卸いているレストハウスに着く

と人だかりである。ブソザ帽をかふりうすよごれた布

をまとった人々がむれているチ"ゴリザ遠征隊の隊
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多少疲れの出た隊員に休養をとらせることである0 ま

ず翌日から,輸送計画の検討がはじまる。方法は三通
りある。ーつはクーリーをやとってここからキーラバ

ソを組織することである。この方法は従来からとられ

てぃる方法で,チ,ゴリザのときもここでキーラバソ

を組んで谷をさかのぼっていった第2の方法はロバ
や馬をやとって,荷物を輸送すること第3の方法は

ここから上流約60マイルのカハルーまでジープを利用

することであるクーリーをやとうことはさして困難
でない。毎日朝からクーリー志願老がレストハウスの

まわりに多数すわりこんでいる。しかし,クーリー賃
が上ってぃるので,なるだけ外貨を節約しなけれぱな

らないロバや馬は山におい上げてあるので,集める
のに 4~5日かかる。これは経済的には最も安上りで

あるが,いろいろ問題が多い最後に残るのはジープ
輸送であるが,約12~13回の往復を要することにな
るクーリーをやとって歩いてゆけば,4日でゆけるの
に,これでは一週間以上もかかるしかし,早く出てき
たので,日数には余ゆうがある経済第一の立場でジ

ープをとることにする。遠征隊がジープを使うのは,
ドこれ力迹台めてである。今後の先例にもなる0 スカル

には,タクッ.ジープ(TaxiJeep)は 2台しかない
ほかには,この地域を統轄する政務長官ともいうべき
P.A.(political Agent)と呼ばれているものの下にお

ラワルピソディから日本大使館名で遠征かれている

隊ヘの援助を依頼する電報を打ってもらってあったの
だが,あいにく P.A.も A.P.A.(Assistant p.A・)も
不在で,28~29日頃にならないとかえって来ないとい
P.A.がすべての権力をにぎっているので,彼がつ

不在では, P.A.のジープを借りる訳にはいかないし,
タクシー業者にも交渉がしにくい。足元を見て高いこ
と吹きかけてくる。牧内さんと連絡将校の努力でやっ
と一台だけ交渉がまとまり,23日から輸送することを
契約する

23日の朝,約束通りジープがやって来たが,荷物を

積むためにホロをはずせというと帰ってしまった0
回いくらの約束なので荷物を積みたがらない0 これ
がハキスタソだと見せられたような気がする連絡
将校の知人がタクシー業者の経営者をしっているとい
うので,再度の交渉する。今度は輸送重量によって支
払うことに約束が出来る。カサの高い荷物が多いので
この方が結局はこちらにとっては都合力丸'い

24日早朝から輸送をはじめる門前の柳の木からづ
るしたバネ秤りで一個一個計量してっんでゆく周り
には6時というのに見物人がっめかけているエキス

ヘディシ,ソには経験の多い岩坪とパキスタソ側隊員
のバシールが,一番乗りをする。今までこの辺境地帯
では,人の肩か,飛二一か,ラクグ位しか貨物輸送の方
法はなかった最近この地方てジープ道路が開発され

空港では,昨日はこんでおいた荷物の積込中であっ

た飛行機はフォ、,カーの双発フレソドシ、"プギル

ギ、,ト行の DC・3 と比ベて新鋭である。朝食代りに食

堂でお茶をのむ早くぉこされたせいか皆少々食欲が

ない予定より少しおくれて6時とびたつ昨日大統

領が出席して完成の式典が行なわれたという新しい首

都の水源地が水を満々とたたえているのが見えるハ

キスタソの軽井沢ともいうべき山上の街々リー(MU'

rree)を右に見て,機は山岳地帯に入る。雪の山が美

しい昨夏ジープで行ったカガソバレー(Kaghan

VaⅡey)の氷河湖のあたりも雪の中にあり初期のカラ

コラム探険隊がキ十ラバソを組んで越えていったバブ

サル1峠(Babusar pass)もまだ雪にとざされている。

5

員であった,加藤,平井,岩坪,高村の四人には当時
のクーリーやポーター態った人々が早速かけよって握

手してぃる。中にはだきっいて涙を流しているものも

ある。メラサープにも握手してくるものもある。桑原
バラサーブと間違えてぃるのかもしれない。スカルド

は今西隊も来てぃるので日本人を知っている連中も多

4

天候は午後くずれて雲が出て来たが,一便の貨物機

を含めて3便の飛行で全隊員と荷物は全部空輸でき

た。誠に幸運であった。

どこからききっけてくるのか,高所飛ーターの経験

をもった連中がうすよごれた証明書をもって,ぽっほ

つ志願してくる。チ,ゴリザへいったイス々イルは,

もう飛ーター顔で荷物の世話をしているレストハウ

スの芝生に荷物を集積し,テソトを張る荷物を飛行

場に運び残したので心配していると,普官が2人夜中

見張りをしてくれるという。レストハウスにも警官が

2人来て見張りをしてくれる。この警官はとうとう11

日間庭にべ、,ドをもち込んで24時間ぶっとうしで,

戒に立ってくれた。

0

3)スカルドからカハルー(Khapalu)ヘ

スカルドでの第1の仕事は,奧地ヘの装備の輪送計

画を立てることと,こく暑の中で走りまわったために



つっある。バプサル1峠を越えてギノレギ、"トまでジー フ

道路が通じてぃる。ギルギヅトからスカルドまでの路
も,現在建設中である。天候に左右されて,何日も
待たねばならない飛行機輸送にジープがとって代る日
もくるにちがいない。昨年も貨物を満載してぞくぞく
と1峠を越えてゆくジープを見て,ジープの文化的価値
を見直した。しかし,この道路は,車一台分の巾しか
ない。それが急峻な岩壁にきざまれている。しかも急
な登り下りがある。キモをっぶしたことも度々であっ
たカパルーへの路もどんなであろうか昨年高村が
一度通ってはいる無圃〒にっけばいいが

途中でもう一台の業者も2往復, P.A・の小型トラ
、クも借りることができた。結局10往復で,隊員 12
名と貨物6.5 トソは'かり輸送が完了したもう 5月も
終りである

スカルドのレストハウスは広大なイソグス川の段丘

の端にある雪をいただいた4000~50oom の山にかこ

まれてぃる気候も日中は日射しが強いが朝夕ははだ

寒い。午後になると圧Wξ出て,砂嵐が吹いてくるこ

れはどうにもならない。どこも砂まみれになり,山亀

"つて兄えた毎朝ジープを見送ってしまうと,朝食
になるユデ玉子とチーハテバどミルクのたっふり入

つた紅茶がでるⅡ時頃にまたお茶をのむハキスタ

ソの紅茶は世界一だと連絡将校は白慢するいや日本
のお茶が世界一だと誰かがまぜかえす日本からもっ

て来た玉露を彼はよくのまない。パキスタソ人は廿い
ものか,辛いものしか分らんのではないかと誰かがい

う味の素のよさもわからぬようである 2時頃にラ

ソチ,夜食は8時になる。ひると夜は,羊の骨付肉の

入ったカレー汁,チーパテd それにボソ求ソしたハキ

スタソ米の御飯,時たま二ワトリが出る野菜がない

ので皆閉口するもうトゥの立った道端の菜種の花を
つんで来て菜の花汝けをっくる。艸々おいしい大根
の塩潰をコ、,クにおしえたりする。

加藤副隊長は毎朝夜明け前にっりざおをかっいで,

河原に下りてゆく若手の隊員が一人二人っいてゆく
が皆素人である仲ん獲物がかからない遂に最後の
日に十数尾をあげて貫禄を示す隊長は毎日日本から

の海外放送を捕えようとして遂に成功した合わせて

老人の執念だと若手がいう

快晴の一日,はるばるもって来たゴム求ートを浮か
べる。仲々快適である。釣りをたのしむものもある

子供達が寄って来て,ボートにのせてもらう0 とこへ

いっても子供達は可愛いものである写真機を向ける

と逃げ出す子もいるのどかなスカルドの休日

貨物をジープで送ることがはじまると,クーリー志
願の門前の連中も日に日に減ってくるカパルーでや

とわれるっもりで行ったにち力丸、ない。高所末ーター

の志願者も内定した連中はあいさっをしてカパルー
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に向ってぃく。裸一貫であるから気楽なものである0
サーダー(求ーター頭)は,スカルドで決定した0

隊員と共にジープでカパルーへ先行する。パキスタソ

にはネパールのように,シェノレパはいない0 イソドか
ら連れてくることもできない。現地人で探検隊にクー
リーとして参加したものが経験を積んで高所末ーター
になる。彼等は参加した隊からのお墨付をもってい
サーダーになれる資格の持主は余りいない0 サーる。

ダーにしたグラム.ラスールは見たところ仲々紳士で
ある赤いチェ、,クのワイツーツ等着込んでいる0 靴
もちゃんとはいてぃるしズ末ソもあのだぶだぶのパキ
スタソ風ではない彼はラダ.,ク(Ladakh)の出で軍
隊にもいたという 57年以来5回のエキスヘディシ"
ソに参加してぃる 60年のアメリカ隊に参加して々',
ツ~ープノレム(Masherbrum)に登っているし,咋年

はオーストリフ隊とゲソト(Ghenりにいっている

28日に P.A.が帰ってきた。早速面会を申し込む

今日は白いワイシーツに背広という第一装でゆく0 お
茶を御馳走になり,歓談する。帰路の援助をたのむ
彼は全く紳上である

スカルドからカハルーまでのジープの旅は天気がよ

ければ快適である私の通った29日はあいにく天気
が悪く,時々冷雨に見舞われて困難した。広河原を行
く,広い砂原もあれば大きい岩石の乱立したところを

右に左にぬってゆくようなところもある奥に行くに
従って,岩壁をへつって行くところもあり,時には石
山の急な傾斜をジクザグで越えてゆく岩壁の中程に
巧みに水路を開いて,思いの外豊かなオアツスができ
てぃる。変化があって面白い。あの水は山上の万年委
から出てくるのか,雲がかかって見えない

人んの顔立ちも何んとなく東洋人的なものを感じ
る。女性もちらほら見える逃げかくれはしない0 み

な物めずらしそうに見送っている。手製の下駄をはい

てぃる男に2度ばかり出会った。日本の下駄と違って

左右がある。大多数はやはりはだしであるドライバ
ーの運転は極めて慎重である。とうとう6時問かかっ

て,カパルーの川岸にっくたちまち住民にとりかこ

まれる迎えの隊員は向う岸からザークで渡ってく
る水の流れは毎日増水しているというが,まだ1Ⅸ)
m足らずである。流れを渡って砂の川原を横断30分,
古いモレーソ(Moraine)のかげの芝生にあるテソト

に迎えられる。気持よいテソト地である。いよいよ工
キスペデ'シ,ソに来たという感が深い

翌31日には総員カパルーに集結 6月 2日出発と

きめる。昨日の雨は山上は雪だったのか,40oom以上

は新雪に美しい。サーダーのラスーノレの他6人のハイ
.ポーター(High Altitude porter)を採用する。イ

ス々イノレ,バクリー,石の地蔵さん(オラム),シワと

4人のチ,ゴリザ組が入っている。本名よりフダ名の

方が覚え易い。みんな服装を支給されて,見違えるよ
うになる。

午後は流しの芸人がやって来て,テソト地のそはて
おどりがはじまる。おどり手は群集の中からでる.
0やれというような声がかかる。伴奏はフ工とタイ

コケニ

コ,おどりも日本のおどりになんとなく似ている0
楽もお神楽みたいであるこのおどりは夜っびて行な
われたらしい。キ十ソプ地の後の林から暁をっげるこ
ろまでタイコの音がきこえていた。翌日は荷物はこび
のクーリーを200人程やとい入れて出発準備を完了す
る
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4 サノレトロの谷ヘ

5月 31 日,全隊員はカハルー(Khapalu)の対岸サ
リソ(saling)のテソト地に集結を終ったカパルー

には,このあたり一帯を支配するラジーーがいる先
羊の隊員はお上産をもって挨拶の訪問をしているが川
を波って行かねばならぬので,隊長の訪問は帰路にし
この地方のバルチスタソ語と日本語との単語の中た

に同じものがあると上気嫉だったそうである0
明日の出発を前にして, 6月 1日クーリーの雁入れ
をする毎日テソト地の西側にはクーリー志願者が
200人程終日すわり込んでいたが,今日は早朝から
400人以上もっめかけてくる。例のグプダブのズボソ

に毛布のような布をΠからかけている帽子はフソザ
帽がうんと減って,丸い羊毛でっくったオワソ帽を被
つてぃるものが多いこの帽孑は水飲みにも使える

この大群の中から約170人をえらぶのである連絡
将校とサーダーが主役で,警官が一人立合う

志願者達はこの流域の村々から集ったもので,中に
は4~5日かかる谷からもきている。まず地域別に代

表格のもの10人余りをえらぶ。つぎに各グループ毎
に一段と低い芝生に座らせる。これが一騒動である

鞭をっかって整列させて選定がはじまる経験者を中

心にえらんでゆく。以前に外国隊に雇われた証明書を

差し出すものもいるえらんだ者を上段に座らせる0

バッール隊員も言葉が通じるので活躍している0 一寸

油断してぃると下段から上段の列ヘ飛び込んでくるも

のがいる鞭で追い返されるもの,座り込んでっまみ

出されるもの,大さわぎである現金収入が得られる

またとない機会であるからみんな必死である。 5時間

ばかりかかって 172人を履入れる落選した人凌も去

りがたく,番号符をわたされる人々を見ている。

いよいよキーラバソカ畝台まる前夜というので,盛大

なキーソプフプイアをたく。紫がかった焔が上るア

ソズの木だという。歌声の絶え間にカジカの声がきこ

える。村には夕ベのお祈りが今日もこだましている

、空が美しい

6月 2日,山には少々雲がかかっていたが,新雪に

朝日がかがやいている。

6時, 6つのグループに分れて,ポーターの指揮の
下にクーリーの一群一群が,色とりどりの荷物をせお
てサリソの村に入ってゆく。隊員は先頭'中央'後
邦の三っに分れて隊列に入る。隊長,副隊長等一隊は
三頭の白馬にまたがって中央を行く村はずれのとあ
る家の窓が開く。女性の顔が見える。バラの花束が差
し出される。よい香りがする。胸にさしてゆく前途
を祝福してくれるのかこのあたり野生のバラは時に見
かけるが一重である。八重のバラはどこに咲いている

クーリーもポーターもバラをさしているのを見のか。

る上流になると柳の由い花をさしているオフシス

の緑の外は荒涼たる地域である色彩を愛しているの
かと思ったが香りであるらしいこのあたりはシ"ウ

(sa・ク(shyok)河に,フーツェ(Hushe)とサルトロ

Itoro)の二っの支流が合するところで,3~4哩もある
広い河原である真山い川砂がひかりかがやく0 忍達
の行先はサルトロの谷であるが,橋はかかっていない
し,川は雪解けで増水しているサルト戸川の合流点
を右に見ながら,北ヘフーシェの谷に入る0 雪の合閻

ープルム(Masherbrum)の秀宅が見える1こマッ C/ー

アメリカ隊が登っているよく登ったものだ

約5哩谷をさかのぽり橋を渡って左岸にとりっく
右岸には村々がっづいていたが,左岸には橋を波った
ところのバラゴソ(Bare旦on)以外には村がない,ガラ

ガラ石の台地や急傾斜をへツ、ゞて道がっいている今

日の泊りはサルトロ川の入口フルデー(Huldりの村で
ある。村はずれの丘陵地の芝生にテソトを張る

^^

(ー(ー

では谷がせまく谷の水は巨石の問を流れ,一寸旧本の

谷のようである水は白くにごっている0

第2日はまた広くなった川原を右に見ながら右岸を

行く。左岸にも道がある。午前中にチノ(chino)にっ

き河原に猪営林の後には巨大な岩察がっづき,林の

緑との対照が美しい。斉藤ドクターが村人の診療をは

じめる

第3日も再び河原の台地を行く明らかに氷河の削
3痕と思われる赤ちゃけた花樹岩がころがっている

時間足らずでコソダス川(Kondus)の出合にっくサ

ルトロ川はここでコソグスとダソサム(Dansam)と二

つの谷に分れるコソダスの谷は上流に大きい氷河を

もち,シフ.ラ(sia La)をへてシアチェソ氷河にっづ

いてぃるまたサルトロ・カソリの東南面を氷河では

い上る支流もある約30年前ハソトσ. Hunt)はこ

の谷奥のドソドソ(Dong Dong)氷河をへて,サルト

ロ.カソリの登頂を試みているこの登路は最短路で

はあるが荷物の輪送がより困難と判断して,われわれ

はビラブオソド峠(Bilafond La)を越えてツァチェソ

氷河ヘの道をとる

コソダスの出合では,昨日連絡してあったので,ダ

6



ソサムの村人達が橋をかけてくれている。私達乗馬組

はその下流を渡る。村人は乗馬はお手のもので,何回

か流れを横ぎって隊員を渡してくれる。この村を過ぎ

ると道はダソサム川の左岸にうつる。ここには橋があ

る。谷はこのあたりからせまく,両岸は絶壁つづき,

畑をつくる余地もなく,泊り場もない。今日は強行軍

である。夕方谷がひらけてマソディク(Mandik)の村

をすぎたところで泊り場を見つける。求ログラソドに

でも使うのか。川原沿いの広い芝生である。星が日本

の10倍もかがやいている

キーラバソ第4日は再び開けた広い河原と畑地の中

を行く。大快晴雲片も兄当らない昨日の入れ合せ

で今日は半日行程で最奧の村ゴマ(Goma)につく村

に入る前,右岸にはじめて氷河を真近に見るフイス

フすールが岩壁の間に青内くかがやいているゴマに

は二'日滞在して食糧の補充とクーリーの雁入れをす

る予定である

この四日間,多くの村々を通り過ぎたどの村も豊

かな水にめぐまれて畑に麦がのびはじめている石加

づみの段々畑である長い柄のつぃた小さなスコ.,プ

で,無造作に水を白分の畑に引いている水争いCな

さそうである。村には柳,アソズ,りソゴがしげって

その下に石積の二階家が密集しヤいる階下は家畜の

住家らしい。大きな家ては石加を広くめぐらしてい

る。石・石・石である。村中の通路はせまく,迷路の

ようであるやっと一人が通れるくらい村人はめず

らしそうに一行を見に集ってくる。中にはラシー(乳

製品)をすすめてくれる老人もいる容器がいつ洗っ

たか分らないので一寸肝易するが,なかなか美味し

い二ワトリ,玉子を売りにくる羊肉とともにこれ

らが毎日の食料になる。キーラバソ中は現地食であ

る野菜がないのが閉口である。畑に咲いている菜の

花をつまして花潰をつくる。ノビルのような野草の塩

潰をもってくるピリ.、として風味がある。日本人は

何んでも食ベると求ーター達は感心している。

谷をさかのぼるにしたがって女性が開放的になって

くる。村を通ると赤ん坊を抱いた婦人連が集まって見

ている。写真を撮っても町のように逃げかくれはしな

い。斉藤ドクターの診療にもマソディクやゴマでは母

親が子供をつれてくる。女性の一群がテソトの近くで

ながめてぃるこのあたり家畜の放牧は主として女性

の役目ときく女性が解放的なのは宗教的な相違から

かも知れないが,女性の労働力が大きい地位を占めて

いるからではなかろうか隊員の奥さんそっくりの女

性に会ったという報告もある東洋的な顔立ちが多

AACK NO. 2時報

るは'かり,畑の作物も麦がへってエソドゥがふえて

くる。ソバが芽を切ったは'かりである。カナガラが黄

色い花をつけている。高山植物らしいのがところどこ

ろに咲いてぃる。荒々しい風士が人の心にも影をおと

すのか,マソデ'クでもゴマでも,泊地では村人とト

ラブルが起った。ここは高度30oomを越えているの

だ。よくもこんなに住みついているものだ。

5)ビラフゞソド氷河ヘ

6月 5日に最終の村,ゴマについて,ここを出発す

るのは9日になうてしまった。村の代表逹はクーリー

200人を全部入れかえないとアタもキャソプ地の燃料

も供給しないといい出す。連絡将校が大奮闘する。彼

の権力と弁舌とでは什々解決しない。すぐ下流のガガ

ル(Gagalu)の村人が協力することになって,ゴマの

人々も急、に折れてくる出発予定を 1日延期して 1ト

ソのアタが調達されるカパルーから荷物をかついで

来た人々の中,35人が希望退職してかえってゆく。新

たに50人を雁い入れて,キーラバソは約220人とな

る。高所求ーターも二人を補充する

この円日間,テソト村ではニソジソがうなり出し,

高所医学のため隊員とポーターの心電図がとられる

日照計,気圧計,風速計が動き出す隊員は思い思い

に調査にでかける。谷の奥から午後4時を過ぎている

のに雪崩の音がきこえる夕方になると流れがにご

リ,水量が急、に増してくる。山の雪線も晴天続きで大

分上ったようだ。きのうまであった橋が一夜のうちに

流されてぃる。現地雇入れのクーリー達が流れた橋木

をどこからか拾ってきてかけ直す。手なれたものであ

る

も行けどもっきない。いたるところ氷壁に囲まれた池
がある。美しい青氷の柱が立っている池もあるが,美
しい池だとはいえないモレーソからとけ出すどろ水
をたたえてぃる。モレーソの山を越え,氷の池を廻り,
巨岩の間を行く。今日もアイベ、,クスが二頭間近く走
り去る。クタクタになって右岸の泊り場にっく0 クー
リー達は岩の下に石を積んで泊り場をっくる0 今日は
午後から大分雲が出た。 4日以来の大快晴もこれでく
ずれるのではないか。風が寒い0
6月Ⅱ日ビラブオソド氷河も上流らしい形態を現わ

してきた広い雪面上に五筋は'かりのモレーソの流れ
が走ってぃる。右岸寄りのモレーソを伝ってゆく0 今
はモレーソの山も小さく歩き易い。右からも左からも
アイスフォールをっくって氷河が合流している0 中々

壮観である。雪面の部分が多くなり,クーリーから雪
眼鏡の要求がでる。今日も行程は短く,午前中に本流
のアイスフ今ールの直下にっく。慎重にテソト地を選

定するモレーソの山をーつ越えた中央のモレーソ上
にキーソプ地も定める。かくれたクレバスが多いので

初めて口ープを出してクーリー達を渡す氷の面をピ
ケルで平にしてテソトを張る。賃金の支払いで一悶ソ

着あったけれども,ビラブオソド1峠越えの要員70人
を残してクーリー達も帰ってゆく。下流の方に悪い雲
がでている

6月 12日ベースキーソプ地の整理がはじまる0 荷
物を集積して快適の食堂ができ,その近くに調理場の
赤いテソトができ上るテソトをっなぐ道路をっくる0
480omのモレーソ上に基地ができ上る午後から小雪

が降るガスの中にハキスタソと日本の国旗 AACK
の会旗がはためいている。1垰は最って見えない0 明日
からビラフォソド1峠越えの作戰にかかる0

6)作戦開始

7月に入ればカラコラムでは快晴がっづく,という

のが私逹の予想だった。はたして7月の4日雲一片も

見られない大快晴の日が来た。しかしこの快晴も8日

までだった。その後は日は照っても山には雲がかかり

時には雪が降る。とくにサルトロ・カソリはいつもそ

の南側のりカ氷河から吹き上げてくる雲に中腹以上と

されている。

5日に前進キーソプへ出発した林隊, 7日に後をお

つた加藤隊は,幸いにもこの悪天候の中にも予定の計

画を進めることができた。 19 日, 20 日と降雪をとも

なう悪天候のあとをうけて待望の快晴がやってきた0

給日早朝第一登頂隊は,第五キーソプを出発する。午

後になって天候は依然快晴であるにもかかわらず,登

頂隊との連絡がとだえてしまった。

サイトゥ隊,感あれぱ応答せよーー・・アタ、ゞク隊感あ

れば応答せよーーー。 C'から, C。から, C.からのトラ

NO. 2AACK 時報

ダソサムから谷に入るとサルトロ川の流城に比ベて

風景が一変するここではフソズもりソゴも生えてい

ない段々畑のところどころに柳が淋しげに立ってい

今日はビラフォソド氷河の末端にあるギーリ(Ghya・

ri)までである。 6時に出発して10時にはキーソプ地に

着いてしまう。下の村から家畜を追い上げている牧場

である広いけれども乙しい草地に羊・山羊・牛・ヤ

ク等が放牧されている牧人の住居と家畜の囲いが石

積でつくってある氷河の末端付近までは由い広い河

原である。両岸には柳・バラ・ジュニパーの林が茂り,

その中を氷河の水が流れる。谷は典型的なU字谷で,

花樹岩の巨峯が両岸にそびえている。右岸の岩嵳の間

からも所々小さな氷河が押し出している。

フィベ、,クスだ。その声に双眼鏡を向けると,岩壁

の下に5頭のフィベ.ゞクスが見える。村人の眼の好い

のにおどろく。われわれも村人も,武器をもたない。

アイベ、,クス,スリーヒソグと飛一夕がいうこのあ

たりは狐や狼もいるらしい,獣や小鳥の楽園である

6月 10 日いよいよ今日は氷河にとりつく,左岸か

らチ.ミ.,ク(chumik)氷河が合流して広大な末端を

つくってぃろ左岸を登る。見たところ高さ 150m位

に見えたモレーソ(Moraine)のガラガラ石は行けど

ソシーバーの発信に何の応答もない夜になっても連

絡はとだえたままである。どこかに露営しているにち
がいない。アタ.,ク隊隊長の斉藤君は,はじめての遠

征とはいえ,多年の冬山の経験をもち,在学時代は山
岳部のりーダーであった。信頼できる岳人である0 こ

の遠征隊でも食糧係,医療係をっとめ,ビラフォソド

峠越えの困難な荷物輸送をよく計画通りゃってのけた

男である。つづく高村隊員は先年のチ"ゴリザ遠征隊
員であり,昨年は単身少数のポーターを連れて,り力

氷河よりサルト戸.カソリへの道をさがした男であ
るパキスタソ側のバシール隊員は経験も浅く,多少

の不安がないでもない。しかし2人がっいているから

心酉畄よない。しかしーまっの不安はのこる0

24日朝になっても連絡はない。 C'に上っていた林
隊が迎えに登高する。12時の交信時間になったこち

らはアタ、,ク隊,こちらはフタ、ゞク隊一・・ 10.45 登頂

しました,・・・・これから下山にかかります・'・・0 元気な

声が私の C.できいていたトラソシーバーに入ってく

る。いっも不安そうに遠くから私のトラソシーバーを

ながめてぃたポーター達も,いっの間にか私の周囲に

集ってぃる。登頂成功の報に彼等の顔も輝いている0

丁度 C.に上って来ていたカラコルム・クラブ副会長
のベク(Beg)教授も,バシール隊員の登頂にひとしお

のよろこび,これはわがクラブのみならず,全パキス

タソの喜びであると握手を求めてくる0

もうあとは下降のみである。天候もまだ崩れない
午後5時25分C.のある稜線上に豆っぶ程の3人の姿
が現われるこれで登頂は完成した0

こうして世界最大の山岳氷河シアチェソ,その流域
の主崟,サルトロ.カソリは 1962年7月 24 日われわ
れによって登られたのである

8

キャラバン

カラチ(Karachi)

カラチには5月6日の昼着いた。神戸を出てからち
ようど1ケ月。飛行機で先発した隊員の林,高村が船
まで迎えに来てくれた。着岸してもなかなかおろさな
いタラップに業をにやした林さんが下からどなる0

一何故タラ、ゞプをおろさないのだ。ー

一着岸したらすぐぉろしますよ。ー

ーナソグトオ,船長みたいなこと言うな。ー

カラチの土を踏まないうちに早速どなられた0

船に積んでぃた荷物をおろすのはまだ2, 3日かか
るひとまず夕ージ.ホテル(Taji HoteD におちっ

平 井 正
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く荷物の個数は全部で約 200,重量は約6トソであ

5月9日にこれらの荷物が船から運び出された0 荷

物が全部集ったのを見るのはこれが初めてであった

日本大使館は荷物の無税通関にっいて実によく世話を

してくれた。私たちはすべての荷物を,チーーターし

た 2台のトラックでラワルヒソディ(RawalpindD ま

で運ぶことにした。事実それがいちばん確実で早いの

である。しかし,かけがえのない遠征隊の荷物である

だけに,このトラ、,クには隊員が1人ずっ乗って行く

ことにした上昆と私が選ばれ5月 9日の午後9時,

クでカラチを出発した他の隊員はカラチ,ラ卜ラ ソ

ホール(工ahore)で用事をすませて,飛行機でラワル

ヒソディに飛ふ予定である。

トラック旅行

カラチからラワルピソデバまではおよそ下関から青

森ほどの距誹である。トラ、,クは 5 トソ積程度。 1台

にっいて正運転手の外に助手がっき,交代で車を運転

する。 9日の夜は雨でっぶれたというガタガタの砂漠

の道をっっぱしり, 3時間程道ばたでごろ寝する大
.

陸の夜は暗黒で得体の知れぬ恐怖に迫められる感じが

した。

暑い日だった 2日目の午後1時ごろ, 1台のトラ

ツクが故障してしまった。給油ポソプが折れているこ

とに気がつぃたのは2時間もしてからだったここで

は修理はできないクワイヤルプール(Khairpur)ま

で他の1台にひっぱってもらい,ここで別れた私が

故障の車に残った

ここはサ.,カル(sukkur),ローリ(Rhori)と並ん

でパキスタソで1番暑い所だそうである。事実トラ、,

クがつぃたのは夕方6時だったが,太陽は砂煙りのた

めか丁度霧を通して眺めるようにかすんでおり,熱気

はむんむんとしてぃた。たまらぬくらいの暑さであっ

、0

羊肉とチ十ハティのばんめしを食って,郵便局に事

の次第をカラチに知らせるべく電報をうちに行く。

トラ、ゞクの運転席に横になってウトゥトしようとする

が,修理屋がガソガソとやっていてとても寝られたも

のでない

時報 NO.2AACK

ミソナとバザール(市場)に行きパイプの熔接をたの

む。このバザールは大きく一応大がいのものはある

病院もあるしかし照りっける太陽の強烈さには参っ

た。すべてはかさかさに乾いている。半そでに米ロシ

ーツという私のスタイルはここでは通用しない巾の

広い長ズボソと袖の長いシーツで出来るだけ皮膚の露

出部分を少なくしなくてはならない。

余り水をのみすぎたためかひるめしの羊肉とチーハ

ティには食欲がなかった。ミソナが心配して何か好き

なものをいえという。ムルギ(ニワトリ)はないかとき

くとないという。りあしたは着くさ"と慰めてくれる

何度もめしを食いに来て顔なじみになっためし屋の番
頭マソズール.フセイソがこの界わいでの唯一の英語

使いだ 20歳のこの青二才は親切にしてくれるが,す

ぐ1帽子をくれだの万年筆をくれだのやかましい。そし

て私が30歳だというと目を丸くして,それからとい

うものはこのめし屋に立ちょるトラ、,ク運転手件間に

さかんに私の年を宣伝するまるでていのいい見世物

であるしかし運転手の中にはこのジーパニ.サーブ

に握手を求めにくるのもおり,戦争中のことにっいて

語ったのもいた。皆すごい体格で私の少なくとも3倍

はめしを平げる。々ソズーノレ・フセイソはいう。ミソナ

はグレート.マソだ。偉大な紳士である,とたしかに

彼はハキスタソには珍らしい人間だ。乞食にはおめぐ

みをする横でみている子供にめしをおごってやる

午後2時ごろ寒暖計は45C を尓す熱風にふかれ

ると気が狂いそうになる万年筆の金具,時計の金具

がさわれない程あっいめし屋にいると熱風にふかれ
クはてたまらないので,トラ,クの中に移る 卜ラ ソ

野天だが,しかし少しはましだ。アクバルがコ・,プに

水を入れてきてこれで手拭いをぬらせという。よく気

がっく奴だビシ,ビシ,にした手拭いがカラカラに

乾くのに15分とかからない。
t ス 1、リ

ミソナとアクバルは小さな小屋の中で職人あい手に

何かゴソゴソやっている前部を分解したトラ・,クを

みてぃると果して今日出発できるのかあやしくなる0

無数のハエだ。このまちを歩きまわってもっまらない

のでじっと時間がすぎるのを待ついろいろとやった

が結局この修理屋は自分の手におえないと悟った別

の修理屋から応援をよんできた。そしてどうやらメド

がっいたらしい。5,6人でばんめしも食わすにがんば

つてぃる。熱気がこもるまちを再び馬車で郵便局まて

電報をうちにいく。午後Ⅱ時半ごろやっと修理が完

成する調整に1時間程かかり出発したのは夜中の1

時近かった。このまちには30時間程滞在したわけだ

が,いろいろな人間としゃべってぽくは彼等の人とな

りを知り,暑さで苦しんだわりにはその印象はよかっ

た

5 月 12 日

ラソタソをっけてラクダの隊商が夜の街道を進んで

いく。トラ.ゞクは今までのおくれをとりもどそうと夜

中走りっづけた。やっと南の砂漠地帯をぬけて北のパ
ソジープ(punjab)沃野に入ったらしい0 道の両側に

木の緑が流れる。道はムゾ*フ*ガル(Muzohorgal)
で2つに別れる。右ヘ行けばラホール経由でピソディ
左ヘ行けばピソディに直行する。直行ルートは砂J^

莫の中のいやになる程真直な道だ。道標はフラビア文
字だけと変った。余り外人は通らないのだろう0 午後
3時砂漠の中で雷がなり,雨がふる。2時間降ったか0
雨あがりの砂漠はうそのように寒い。昨日の暑さが夢
のようだ。セータカ斗ましい程

毛をぬくかそるかの話からがぜん話は急転直下私
ドゥ語も大いに活躍。どうやらこういのつたないウル

う話は世界各国共通らしい。バースコソトロールの話
からサ、ゞクの説明(ウルドゥ語でこれをわからせるの
は実に大変手間がかかった)。その他Yさんがよろこ
びそうな話多数

5月H日

トラ、,クの運転手は40歳ぐらい,名前はミソナ,助

手はアクバルといい,26歳。彼等は実に親切にしてく

れる。ゆうべは郵便局ヘ馬車でつれていってくれるし

食事はすべてミソナがおごるそして今朝はめし屋の

うらへつれて行き,タライ 1杯の水を用意してくれて

これで体を洗えという。昨日から 40 C を越す砂漠の

中を走り続けてきたので皮膚はかさかさで砂まみれで

ある。これ程うれしかったことはない体を洗ったら

実に気分そうかいになった

つた
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体験したことである。でなければ私はまだ「すべての
パキスタソ人は金をめあてで・・・・・・の文句を頭から信

じていたであろうから

ラワルビンディからスカルド(skardu)

斉藤,岩坪,谷が5月 15日カラチから飛行機で到
着 16 日にはラホールでカラコラム.クラブとの接衝
をすませて,四手井,加藤,林,高村,連絡将校それ
に日本大使館の好意でスカルドまで色々の交渉のため
に同行して下さる牧内氏の6名が到着した0 やっと全
員が集結したのであるただ,前小屋は肝臓をわるく
して今ラホールの病院に入院中とのことこの日のた
めに留学してぃたのに残念なことだろうしかしまも
なく退院出来るそうで,退院次第われわれをおいかけ
ると約束。林ドクターもそれを許した

カラコラム.クラブ側が顔をそろえたのは5月1ヌ日

の夕方だった。ラホールからバスでやって来たベグ
(Beg)隊長,ハイヤ、,ト(Hyat),それに若手のバシー

ル(Bashir),ペルベ、ゞツ(pervez)。この二人は 24歳
と20歳。しかし結構ひねてみえる。彼等にとってわ
れわれの年は全くわからぬらしい。日くタイフソ30
歳,求コ 18歳。

カラコラム.クラブには若いアクティブメソバーが

いないので今度の隊員の選定にはかなり苦労したらし

い。新聞広告までしたが集らず,やっとこの2人をっ

かまえたという。我々がラホールに行ってはじめて2
人の名前,サイズが知らされた。彼等の装備ことに靴
はサイズが合わずそのやりくりに装備係は苦労した

19日の朝,日.パ.サルトロ遠征隊の全メソバーが文

部次官のお茶に招待をうける。どうしてもこういう席
になると英語の力のない日本側はパ側に比ベてひけ目

を感ずる。

パ側隊員は都合でバシール以外は約半月おくれると
いう。それはお互いに全く好都合だった。バ'ンールが
1番幸運だった。彼は1人だけ我々と行を共にしたお

かげで早く日本食になれ,後に頂上の栄をっかんだか
らである。

5月 21日午前6時,ラワルピソデ'を発ち,スカル

ドに飛ぶ。ナソガパノレバ.ゞト(Nanga parbat),ハラ
ム C/(Haramosh),ラカ寸(C/(Rakaposhi),そして遠
くに K.,やがてなっかしいスカルド飛行場に到着し
たまるで条件反射のように加藤さんは腹痛を訴え
る加藤さんの腹痛といい,飛行場の建物といい四年
前と全然変っていない。

レストハウスにっいたのは8時をまわっていた0 群衆

の中からイスマイルがとびだして来た。加藤さんにだ
きっき,高村に,そして私に抱きっく。黒い顔をクシ
ヤクシーにしてそして彼はうれし涙を流していた0

やがて第2陣が到着した。全隊員が一日でスカルド
に集結できたことは何と言っても非常な幸運といわね

5 月 13 日

気持のいい朝だったピソデーまでやっと2ケタの
々イル数になってきた道に無数のいなごが死んでい
る死がいを食ベに集まったいなごがひかれてその上
へその上ヘと重なって死んでいくのである

ラワルピソディには午前9時に到着した積んでい

た荷物は連絡将校の友人のカリ、、ド・カ々ル(Khalid
Khamal)少尉の家の倉庫にあずかってもらうように
手配してあった。上尾の車は一昨日到着したそうた0
荷物をチ.、ゞクし少尉に礼を幽つて,トラ、,クで永テ
ルまで送ってもらう。私は別れの最後の瞬間にミソナ

が.ボクシス。(チ.ゞプ)と言いはしないかと心配して

いた何も金が惜しいのぢゃない,私が彼に対しても
つイメージが破れるのをおそれたのであるしかし,

彼は何も'わなかった。私はむしょうにうれしかっ
たルピー札を出して彼に握らせた。しかし彼は手を
ふって言った

ーボクシスはいらない,サーブお元気で""

ーせめて道中の私のめし代でも払わせてくれ, ミソ

ナ一

私はあわてて求ケ、ゞトをさぐった。仁丹が2 ケとメ

ソソレが1ケ,それに私のサソグラスを与えた0

「すべてのパキスタソ人は金をめあてで人に親切に

するから気をっけた方力丸、い」とはよくきかされて,

そうぃうパキスタソ人のイメージを作ってしまったが

私はこの小柄な,色の浅黒いトラ、ゞクの運転手を思い

出すとそれを否定することにしている。どこの国でも

すばらしい人間はいるものである。残念なことは私の

パキスタソへの2回の遠征を通じて彼程の人間をみた

のはとれが最初で最後であったことだ。しかし幸福な

ととはそうぃう人閻もパキスタソにいるということを
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はならない。

続々とハイポータ(High Altitude porter)志願者

がっめかけてくる。その中にまじってなつかしい顔が

みえる。シワも,バクリも,オラムもそしてチ,ビヒ

ゲも。彼等のうちのあるものは荷物の整理をまめまめ

しく手伝ってぃる。チ,ゴリザのときウルドカスまで

一緒に行ったホリスが乾アソズをもって挨拶にくる0

午後になると相変らずのサソド・ストーム0 すべてが

なっかしく,私は帰ってきたという感じを強くした

スカルドからイソダス川沿い60マイル程上流にカハ

ルー(Kh且Palu)という部落がある。歩けは'3 日かかる

がジープだと5,6時間で行けるわれわれはすべての

荷物,隊員をジープでカパルーまで輸送することに決

定した。しかし使えるジープは 1台しかない。あとで

P.A.のジープカH昔りられたが,ジープに乗る荷物はせ

いぜいで 70okg 足らず,人間も2人しか運ベない0

運転手も毎日ぶっつづけでは1日の休息も必要とあっ

てスカルドを最後に出発した私とキープテソにとって

は実に10日の滞在となってしまった。

24日,岩坪とバシールがます荷物とともにジープで

出発。残りのものは荷物の整理と魚っり。大体徐口こ
うぃう日課である心配していた前小屋は28日元気な

姿をみせた。

連絡将校バシール大尉(capt. Bashir)は連日精力的

に外交交渉に当る'彼は28歳,独身。熱心な愛国者

でパキスタソの軍隊は日本の軍隊を除けば世界で最強

という。汰がドイツ軍だとがんばる。フメリカはど

うだときくと顔をしかめる日本軍を深く尊敬してお

リ,世界最強はともかくとして実によく研究していて

乃木,東郷から山下将軍,はては浅沼刺殺の山口乙矢

まで深く興味をもっている何故日本は軍備をもたぬ

かと所謂戸締り論を展開してわれわれを煙にまいた

彼は好んで議論をぶっつけるあるときは酒の害にっ
いて,またあるときは女性の美について。

"ぜったいお前の妹を高村に紹介するな。彼はへビ

ドラソカーだ。ヘビードラソカーという者はな'彼

は声をひそめて或日私にささやいた。、金は浪費する。

クレイジーになる。そしてもう 1つ悪いことはキスを

するとき口がくさくて嫌われる世界のどんな女性も

そのような男を好きになるはずがない"(ここで反論

して私はひどい目に会った。この話は別に斉藤が書く

だろう。)

カパノレーについた

対岸のサリソ(saling)

送していた

5月 31日,いろいろとお世話になった牧内さんは

カパルー行きを断念してピソディに発った。キープテ

ソと私はスカルドを引き払ってカパルへ谷とバシー

ルが出むかえてくれるサソドストームの中をザーク
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で河を渡ってサリソへ到着した。そしてこれではじめ

て登山隊の全員が揃ったのだ。ハイ求一夕も支給の服

にきかえて勢ぞろいしている。チ"ゴリザ以来のイス

々イルオラムシワ,バクリに加えてゴリラ,アブ

ドラヒーム,それに彼等の長たるサーダー,コ、,クの

夕キ

キャラ J丈ン

6月 1日は隊員全部にとって忙しい日だった人夫

の採用と,人夫がかっぐようにすべての荷を30キ戸に

分配する仕事だ今年は大きな遠征隊がこの地方を通
らない人夫志願者にとってここで人失になれるかな

れないかは1年分の生活費がかかっているので彼等も

必死だ採用者側グループに横からもぐりこもうとす

る奴,それを棒をふりあげて追い払うキープテソやハ

イポータ。ようやく採用が終ったのはひるに近かっ

たもぐり込みに成功したラ・ゞキーボーイもいる人

夫の数は 172人。

荷物の整理も順調にいった。一番重たい荷物は発電
機であった。約40キロあり,高処で心電図をとるた

めの設備なのだ。分解できないので1人分の荷とし,

求クシスをはずむことにするそれから巳介なのは2

米のスキー,標しき用の竹であった

夕食後,大きなかがり火を囲んでうたをうたうキ

ープテソもバッールも全然うたをうたわない。彼等に

エソヤラヤのうたを教える。エソヤラヤの大合唱0

6月 2日,サルト戸ヘの前進が始まった。時刻は午
前6時半人夫の統率はすべてサーダーにまかせられ

るのでサーブは大いに助かる。ハイ飛ーターもしっか

りしてきたものた

々チ.ル(Machilu)を過ぎる頃から正面に々・,シー

ープルム(Masherbrum)が見えてきたここらから

みると屏風をたてたような雪と岩の絶壁だフメリカ

隊はどこにルートをとったのであろうか大きなアソ

ズ,桑の木でかこまれたタリス部落をすぎる0 村の女
がむらがってわれわれが通るのをまるでこわいものを

みるようにおそるおそるみている。その中に斉藤夫人

にそっくりなのをみつけて皆よろこぶこと0

フルディ(Huldりにっいたのは2時半だった0 空は

どんよりとしてぃた先着の連中はすでに芝生の上に

テソトをはりはじめてぃる。コ.,クのタキは火をおこ

し始めてぃた。着いてから30分もしないうちに二ワ
トリのスープとチーハティができたこんなに早くで

きるとはチ,ゴリザのときに比ベるとゆめのようであ
る。私は概して彼の料理は良かったと思っている0 ハ

イポータの食料とサーブのそれとははっきりとけじめ
をっけたし,紅茶の欠乏という事態に当面してもなん
とかそれをうまくこなしてぃった。もさっとしており
丁度穴ぐらから出てきた狸という感じがする男だっ北
が,時にはタキギの値段のことから村人とケソカをは

じめる戦闘的なところもあった。彼はいっもキーソプ

地ヘ先行して紅茶の用意をして待っていた。彼のすぐ

れた才能はお菓子とアイスクリームが作れることで,

ベースキーソプでひまになってから好んでそのうでを

発揮した。岩坪のおふくろさんの名前と同じ名前なの

で彼はこのときとぱかり好んでタキ.ノとよんだ

ブルディからチノ(chino)へは 1日分としては距離

は短かったが,それ以上となると長すぎるので6月 3

日はチノまでであった。午前11時半にはわれわれはチ

ノの河原のテソトの中でくっろぐことができた暑い

日だった食事はフライツートとスペア飛ールで作っ

た日よけの下でした。ジ十厶の缶を前小屋がひとりで

主平げるこれは肝臓の病気のあとでは生理的に要求
してぃるとの林ドクターの言で以後彼には甘いものは

特別におお日にみてやることにした

わが隊には医者が林,斉藤と2人いるキープテソ

に言わせるとドクター斉藤は Practical doctor で林

さんは theoretica1 だというもっぱら現住民の診療

は斉藤ドクターが当った今日の午後も村人に囲まれ

て彼は仕事をはじめたドクターの英語をキープテソ

がウルドゥ語に,そのウルドゥ語をハイ飛ーターのひ

とりがバルティ語にするのでかなり時間がかかる夕

方寒い風が吹き,あかりがっくまで診療を続けたので
キープテソはすっかり感激してしまった。その前から

キープテソはドクター斉藤は great man であり,す

ばらしい genueman だといっていたが,今日はもう

すっかり頭にきて叫んだりおれはパ政府に正式に書

類を出して感謝状を出させるh。しかしそれはあとで

実現しなかったが・・・・。

今ばんはいつものチーパテ'と=ワトリのスープの

にたくさんごちそうがあった。ネギをさっとゆでて

リノールサラダ油とシ,ウ油につけたもの。なの花と

大根のつけもの。それにデザートとしてタキが腕をふ

るった卵と牛乳のお菓子

翌日は一番長い日だったそれもダソサム(Dansam)

をすぎてサルトロ川に入ってからは村1つない荒涼と

した道だガラガラ道をあがったり,さがったりして

いくと突然目の前がひらけて雪山が展開するそれは

疲れを忘れさせるのに充分だった。

キーソプ地には5時についた。マソディク(Mandik)

のはすれの芝地だ。高度310om。マソデ'クから

ゴマ(Goma)までは4時間足らずだった 1番短い日

であるビラフゞソド(Bilafond)谷の出合の河原に

テソトをはった。この部落が人の住む最後の部落であ

リ,越えの人夫の食料その他はここで調達しなけれ

ばならない。翌日はそのため1日滞在ときめて午後は

ゆっくりと洗たくやら求ーカーやら。はてはトイトイ

パクチまで。

ゴマと近接してガガル(Gagalu)という部落がある
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はどんどんと運はれる荷物を

にザークを使ってピストソ輪

が両村かとりきめてアタ(メリケソコの値段を 1セル

2ルピーとふっかけてきたタソサムでは 1セル 1ル

ピーだったきっと足もとをみているにち力丸、ない

それならこちらも持久戦,少し情勢待ちと行く。

ひるごろ発電機を働かせてサーブ,飛一夕の心電図

をとる。午後はうらの山,ビラフォソド谷とか思、い思

いに散歩にでかける

7日, 8日もゴマに滞在したその間荷物の整理,

人夫の再整理。フ夕も 1セル1ルピー 10フソナとな

つた。ハイ末一夕2人新たに届入れるジジイとタゴ

タゴールは30年前ハソトについてビラフォソーノレ

ド峠に行ったことがあるという経歴は立派だが山で

は要領よく立ちまわって我々の期待には応えなかっ

た

6月 9 日, 225人にふくれあがった人夫がビラフォ

ソド谷を登っていった谷の両側は氷で浸蝕された岩

肌がてらてらと輝いているこのうちのーつでも日本
工イ

にもってきたらたちまちハーケソの巣となろだろう針

峰がわれわれを見下してそびえていた柳の木の下を

きれいな水が流れる気持のいい所をすぎると今日の泊

場ギーリ(Ghyarりだった。午前10時半に到着は早

いようだが,自由な時間が多いのはたのしかった。午

後は柳の木の下に赤いグラソドシートをひいて野だて

する。それが終ったら高村と五郎は赤いグラソドシー

ツで闘牛ごっこをやっている高村のうしろからタイ

アソが頭からつっこむ谷が走る羊をおいかけてい

る
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翌日,われわれははじめて氷河をふんだ。氷河のツ

ソゲ(zunge)は柳,白楊,ジュニハの林で気持力丸、

い鳥も多い。この氷河はバルトロのようにふみあと

がしっかりしてぃなく,石がごろごろとして歩きづら

この日は大失敗をやってしまったハイ飛一夕に率

いられたクーリーと,サープ連が氷河の右と左のルー

トを別々にとって結局キーソプを別々に張らなくては

ならぬようになってしまったことだクーリー達は左

岸を通ってナラム(Naram)ヘ直行し,サーブ達は右

岸を通ってナラムの10om程下の気持のいいキーソプ

サイトでクーリーのくるのを待っていたのだタキが

こちらにいるので一晩ぐらいはなんとかなるしかし

タイフソの雷がおちた。"AACK ともあろうものが,

このザ々は何だ・・・・・・。お前達は隊行動を考えているの

か h 一同スミ々セソとあやまろ。

前小屋と五郎は風邪がこじれて熱があり,お説教が

すむとすぐ六人用テソトで横になった。このキーラバ

ソ中風邪がはやり,皆多かれ少なかれ風邪を引いた

ゴマでは私が熱を凪したし,バシールも水バナを出し

てぃる。一度も風邪を引かなかったのは,四手井,加

藤,斉藤,それにキープテソの4名だけだった

、
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ナラムをすぎるともう緑はない。氷河のまわりに立

ち並ぶ峰々は鋭くとがって,そのカミソリのような薄

い山稜はとうてぃ人をよせっけようとしない。事実こ

れらの山々を見てぃるともうそれだけでたくさんで登

ろうという気はなくなってしまうモレーソが右に曲

つてぃるあたりから私の心の中で次第に興奮が高まっ

てくるのが感じられた。そしてとうとうビラフォソド

峠が見えた。あの真白い高い峠を5トソ近くの荷が越
さねぱならないのだ。見ている限りでは困難な仕事で
ある。クーリー達はもう両めがねをくれと要求しだし
たまだモレーソの上じゃないかしかし一応全員に
配ってやる。真中のモレーソから右側のモレーソに渡

9 ミリるときに雪が深くて人夫が大混舌1'をしている0

の赤ザイル20omでフィ、ゞクスして人夫を渡す0 人夫
たちはじゅくじゅくの雪の中をはだしで渡った0 雪が
深くフりプラソザ(AliBrangsa)までは到底行けそう
にない。時間的にも無理である止むなくこのモレー

ソの上に B.C.を設けることにする。モレーソは狭く

平地はないがウナギの寝床みたいに1列に並んでテソ

トを張った。クーリー達は50人残して残りは解雁す

る。支払い金額が少なすぎたことからクーリー達は大
いに怒りυもう金はいらぬ,帰うてスカルドで P.A・に

訴えるまでだh と支払に当ったキープテソにかみっか

んぱかり。そして人夫一同帰りはじめ,結局キープテ

ソが折れた。 1日10ルピーという規定賃金で支払っ

て彼等を帰したのは6時をすぎていた。残ったのは50
人のクーリーとハイ飛ーター,サーブで約80人足らず

しかしせまいモレーソ上の人口密度から言えば世男一

だろう。クーリー達にはテソト,グラソシを貸し与え

る。こうしたゴタゴタのために夕食は8時すぎとなっ

た。しかし,ともかく峠越えのべースキーソプはでき

あがった。あとは如何にうまく 50人のクーリーと 10

人のハイ末ーターを使って荷をシフチェソ(siachen)

氷河に運ぶかにある。この荷物のトラソスボートは実

にこのサルトロ.カソリ登頂の大きなヤマ場であっ

た。気温はまだかなり低く,舜は深い人夫たちは寒

い寒いとふるえている。

NO. 2AACK 時報

幾度も討論が繰り返された。日本を出発するまでに出

てぃた結論は,できるだけ高くフタック・キーソプを

進める約720omの肩のあたりがよかろう。そのた

めには,650om付近にわれわれの第4キーソプができ

たとして,さらにもうひとっ70oom 近くに第5キー

ソプをたて,その上で720om にフタヅク.キ+ソプを

ということになる攻:字どおりオーソド、,クスに飛一

ラーメソ.,ドを採用するならぱこれが妥当な線だと考

えられたところが,さてサルトロの正面を眼の前に

してみるとこれをもう一度考え直す必要がでて来たの

だ 550omのとりっきから 60oomのプラトーに出る

ルートが思いがけず悪いその上の斜面は雪崩が牙を

むき出して獲物を待っているそういうところを幾度

も上下して,当初の計画どおり沢山のテソトをあげて

がっちり足場をかためっつ飛ーラーメソッドを展開す

ることが果して許されるかどうか第3キーソプをプ

ラトーに建設しても,高所人夫が辛うじて使えるのは

そこまでだ。荷上げ能力にも限度がある「第3キー

ソプから上のキ十ソプの数は極力少なくして,高所キ

ーソプでの滞在人員,口数を最低限におさえよう雪

崩の危険も大きい。こんなところであたり前の飛ーラ

メソ、,ドを採ったのでは生命力丸、くつぁっても足ら

ぬ。この山はラ.,ツ.で登る山だ。それで試みて駄目
ならぱこの山は放棄だラ.,シュ・タクティクスの気

持で突っ走らない限りこの山は登れないぞ.ノ加藤副

隊長がいろいろ考えた太,全員にこう話したたしか

にその通りだと思うしかし,若い隊員である私たち

の胸中には何だか割り切れぬものが少し残された私

たちは,今度のサルトロは,できるだけ余裕をもって

願わくぱ全員登頂をやりたいという風に考えていたの

だ。その上,突撃戦法をとって再びハソトσ. Hunt)

の二の慨をしたくはないという気もあったハソトが

サルトロに挑んだとき,かれらの最前進キーソプは,

高度670om 足らずの地点にあった。最初第フキ十ソ

プまでっくる予定だったが,頂上までの距離を誤算

し,頂上はそこ第6キーソプから討てると考えたの

だ。不幸にして高度計が狂っており,第6キーソプの

高度を実際よりも30om高く 70oom と誤解していえ

せいもある。悪化した天候のため登頂を断念し,ハソ

トがガスの中にみえかくれする頂上を無念のまなざし

でみっめながら引返した地点は実はようやくサルトロ

の肩をすぎた辺りだった頂上まであと高度差 20om

は'かりとかれらは報告しているが,実はもっと低いと

ころまで逹したにすぎなかったのではないか。たとえ

頂上攻撃がラ.,シュ戦法の気持で行なわれるにして

も,アタ、,ク.キーソプは70oom以上のところに欲し

い。そのためには,基本的にやはり飛ーラ・メソ、,

でがっちり荷上げしなくてはならぬのじゃないか0

うぃった疑問が湧く。ハソトの隊のプラソ.メーカ

ジェイムス・ウォラーσames wa11er)も,当初,

は全員登頂を考えて 70oom 以上にキーソプを進める

つもりではあったのだが,犬候惡化がすべてをふいに

してしまった。「充分な時間的余裕と好天候に恵まれ

れぱわれわれの次に来る者は必ず登頂に成功しよう。

ただし,この山で70oom 以下の地点から頂上攻撃す

るのは賢明でない。エベレストの経験が示したよう

に,問題は高度差だけでなく,頂上までのたいへん長

い水平距離だ。このことをよく考えておかねぱなら

ハソトの報告はこう結ぱれている
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ハソト隊がこの山に挑んでから27年後の7月 22日,

われわれはサルトロの,高度まさに 70wm の地点に

アタ、,ク・キーソプを設営した第5 キーソフ林登

栄隊長はじめ多くの強力な仲間によってつながれたフ

'クスド・ライソの終着点。そして頂上ヘの最後の出

発点。そこまで押し上げられた斉藤・高村・バシール

の胸の中はこれからはじまる大詰めの幕開きを前にし

て,責任とサ求ート隊に対する感謝の気持で一杯にな

る。 650om の第4キーソプから上の斜面はいぜんと

して雪が深かった。かたちはポーラー・メソ、,ドのよ

うではあるがとにかく第5キーソプを一日のうちに出

来るだけ高いところまで押し上げようと,重荷を負っ

てのサ飛ート隊の苦闘は午後4時までつづいた。すで

にラ、,シュ・タクティクスがくりひろげられていたと

いってもいいようにおもう。肩につづく広大な斜面の

一角,ほんとうに猫のひたいのような一寸した平たん

地が氷塔のかげにある。あたりは乳色のガスでおおわ

れ,視界は悪く,この広大な斜面の上部がはたしてど

んな具合にひらけているのかよくわからない。もう時

問も遅い。林登以隊長以下サ求ートのため頑張ってく

れた谷,上尾も疲れている。いっそのことここに全

R,少し無理してでも泊って,サ求ートをさらにつづ

けようかという意見がちょっぴりとび出した。しか

し,ツェルトの準備もあるとはいえ,テソトはもとも

と2人用だ。食糧も乏しい。もし悪天候にでもなった

ら共倒れは必定。われわれを心配してくれる好意はあ

りがたいが,やっは'り方針どおり3人だけでやってみ

よう。林さんが別れぎわにわれわれにとって貴重なは

なむけの言葉を残して呉れた。「大切なフタ、,クの日

に坊するなよ.ノ」。握手を交し,ひとりひとりと静

かにガスの中に沈んでゆく。重いサポートの荷を肩か

らおろしたとはいうものの,登嫌隊長としての気苦労

がその肩にどっかとのっかってぃるようにみえる林さ

ん0 谷,上尾は高度とともに食欲が増し 70oomのラ

,セルも日本の冬山のラ、,セルと同じ調子でやっての

けた連中だ。うす汚なく陽やけしたかれらの顔が笑っ
ている0 「まあ高村,できるだけやれよ。あかんかっ
たら僕らがすぐ応援に行ってやるからなあ。」

第5キャンプ

頂上攻撃のためのアタック・キーソプをどの高さま

で進めるか?アタ、,クの方法は?アドヴ,ソス・

ベースキ十ソプではサルトロの正面を遠くに眺めつつ

かれらがまだ完全に視界を去らぬうちにテソトは張

り終えた。その頃,私は突然,胸にむかつきを覚え,

雪の上に茶色っほい液体を少し吐き出してしまった

かくさずに言えば,サ求ート隊がすでに相当遠のいて

いたことを私はありがたいと思った。すぐにテソトに

入り,夕食の準備にゆっくり時間をかける。りプトソ

のトマトスープにサラダ油,肉,野菜を入れ,別に7

ルフ,米を煮る。ストーヴは,フラソス製のキーソヒ

ソグ・ガス(camping Gaz)その夜の日記には,

かんたんなオカユを作り,喰う食欲普通」とあ

るエアーマ、ゞトを2つ並ベて敷くとテソトは一杯に

なった。その上に羽毛服を着て羽毛ズボソをはき3

人並んで横になり,たった一枚のシュラーフザ、ゞクを

拡げてかけた。眼覚し時計は2時に合わせる。いよい

よ登頂前夜だ。 Yさんといろいろ話したい気もする

が,バツールの奴が飯を喰ったらもう用はないとは'か

り眠ってしまったので,少しでも暖かいうちに眠るこ

とにした。バシーノレは1収さえあれば眠っている。これ

はひとつには日本人は'かりのうちにかれパキスタソ人

が1人という環境のせいもあろう。しかし,だいたい

キ十ラバソ中からそうだった。われわれにとって,た

ださえ面倒くさい英語を高い山の上で頭を痛めながら

しゃべるのは決してありがたいことではない。かれに

したところで,われわれとまだるっこしい,舌足らず

の会話をするのは面白くないだろう飯を喰ったり道

を歩いているあいだに交わす言葉は単純でお互いに疲

れない。そういう際に意志の疎通がもし少凌欠けたと

しても,大したことでもあるまいたとえぱ,食事の

ときに味の素と塩とを間違って手渡してやるくらいの

ものだ。ところが食事のあとでゆっくりと交わす会話

はそうはゆかないわれわれ同志の何気ない会話にし

たところで,これをかれに伝えようとすると言葉を探

すのにひと苦労,それを待つかれもまたひと苦労する

にちがいない。平地でならともかく,ここ酸素の稀薄

な上空では,かれのとった策はまことに賢明であった

といえよう。ただし,かれがはっきり意識してそうし

ていたのかどうか疑わしい節もある。なぜなら,後日,

フタ、,クを終っての帰途,ともすれば雪面に尻をつけ

たくなるのを我慢して歩いている私に,かれはうしろ

からそっと声をかけたものだそれも英語とウルドウ

語のちゃんぽんで。「ワイズマソ,アラーム・カロ(賢

者は休養をとるもんだよノ)

いろいろ考え討議されていた第5キ十ソプも70wm

の地に根をおろしたあとはとにかくここから突っ走

ることだ。しかしどうもまだ頂上までの距離,立体的

に組み込まれた距籬がどうもピソと来ない。もうひと

つキーソプが要りはしないか?ここから上は技術的

困難よりも,むしろ単調で長い雪の道だろう。われわ

れ3人はとにかくまあやってみろと,ここにほうり出

村泰雄
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された前走者だ。平井・岩坪とい' 70oom 以上での

ギーラソテ'ーをもった男たちも控えている谷'上

尾はもとより林さんも上向きの意欲にうすうすしてい

る人たちだ。けれどもできれぱわれわれ3人で頂上ま

で突き上げたい頂上にでかけるときは単なる非常用
としてだけでなく,予想されるビバークのためツエル

トそのほかの装備.食糧を持っべきだろう0 しかし,

正直いって出発前にはビバークということをそれほど
切実に考えてぃたわけではなかった。いっもの日と同
じように第5キーソプの夜は静かにすぎわれわれは深
い眠りについた

第5キャンフをあとに

全く同じ傾斜でっづいているようにみえた第5キー

ソプから上の斜面も足を踏み入れてみると,わずかな

がら緩急があった。第5キーソプからかぞえてふたっ

めのやや緩い斜面にさしかかったとき,深かった雪が

消えて,シ.カプラとなった午前10時。テソトを

あとにしてから5時間半は歩いた。高度は20om もか
せいでぃたであろうか。眼覚し時計の世話にもならず

1時半頃起き出して,例によって雑炊で腹をっぐり,
ツェルトとキ々ソピソグ・ガスそれに極く僅かの非常

食をサブザ、,クにっめ,いちぞは4時前に出発した

しかし,雪が深いので,フィゼソの上にワカソをっ

け,快晴のあけがたの空を仰ぎっつ今度は本当にテソ
トをあとにしたのはすでに4時を少しすぎていた全
員コソディシ,ソは良好乾燥粉雪にずいぶん悩まさ

NO. 2AACK 時報

れ,ラッセルを交互にくりかえしながらただひとすじ

に登って来た。ワカソを脱ぎ捨てもう背負ってゆく気

がしないので雪面におく。フィゼソだけで再び登嫌を

はじめたところ,またしても突然胸にむかっきを覚え

た前をゆくバシールに合図を送ると同時に私は雪面

に手をっいて吐いていた。あわててザ、"クを外そうと

したら,運悪く,これがするりと手から離れて雪の上

を転がり落ちて行ってしまった。さいわい,ここは斜

面の下がスリバチの底のようにゆるく,カール米ーデ
ソのようになっていたので,ザックはとまったへぱ

つてぃるっもりはなかったけれども,また立上ってザ

、,クを追う勇気もなかった。 Yさんが私の様子をみて

黙ってひとりザイルをはなれ,ゆっくりもと来たルー

トをザ.ゞクの方ヘ下ってゆく。高度差は 50m くらい

かもしれぬが距籬は長い Yさんには済まない気持で

いっぱいだ。ビバークに必要なものも入っている帰

りに拾うというわけにもゆくまい。平地に近いところ

ならばなんでもない筈の自分とザ、,クのあいだの距離

が実に遠く思われた Yさんは全く元気だしかしこ

んなところでっまらぬ消耗をするのは決して愉快では

あるまい。私としたところでここで, Yさんの好意に

甘えてぃるのは何とも情ない気持であったこれでは

まるでスキー場でスキーの片方を流し,ボーイブレソ

ドに拾って来てもらうのを待っている女の子みたいな

ものだしかし,私の気持は女の子のようにしあわせ

ではなかった私はチ,ゴリザのときも60oom の第

4キーソプでひっくりかえっ口いる。あのときは腹具

合がおかしくて,その上いささか生ガスを吸って,意

識モーローとしてしまったものだ。あれ以来,私は自

分の高度に対する適応性に疑問を抱くようになった。

他人が何と慰めてくれようと,私は高度に負かされた

という印象はぬぐぇなかった。と同時に,若し許され

るならぱ,もういちど高度に挑んでみたいという大そ

れた気持も,もちつづけて来た。ところが今,私はこ

こで完全に負かされているのではないか。サルト戸に

やって来てからは 60oom 近くで一度頭痛を覚えた

650om の第4キーソプでは,食欲が必らずしも充分

ではなかった無理をして飯のお代りをし,それを食

ベ切ることができなかった上,隣のテソトにとんで帰

リ,ふうっと吐息をついたのを誰かは気付いていたに

ちがいない私はフタ、,ク隊に入ることを辞退すべき

だったろうか?自分の力を知って,いさぎよく能力

の範囲内にとどまるべきだったろうか?強カメソバ

ーがうんとこさ控えているこの隊ではへは'りながら頂

上にむかう奴が許されるはずはない。だが,私は頂上

に行って来ますと出かけて来た。日本を離れる前の精

密検査でも別段どこにも異常はないとの診断をえてい

る。昨日,今日と1幅吐はしているが,他に自分で気の

つくような故障はでていない。現に今とうして吐いて

しまうと,あとはもうさっぱりしている。吐くときの

苦しさでうっすらとにじみ出た涙をとうしてみるシフ

チェソの山々はいつもと変らぬ感動を私に呼びさます

し,眼の前の斜面を登り切れぱサルトロの頂上が見え

るのではないかという期待に心臓もちゃんと高鳴る

そうだ,これはひとつの保障作用だ。吐かなけれは'も

つと悪い状態になったかもしれないが吐いたためにち

中んと気分もよくなったではないか。私のひげづらの

飛ーイ・フレソドが拾ったサブザ.ゞクを肩に,もうす

ぐそこまで帰って来てくれた。「大丈夫かと心配顔

のYさんの問いに,私はr大丈夫ですと答える

ウエフ,ースを二・三枚食ベ終ると,バシールがサ

アイコウ」とYさんの真似をした。ザ、,クを落してか

らすでに30分が経過していた。

午前Ⅱ時。頂上稜線上のピナクルがみえはじめた

それはまさに「かにのはさみ」のようなかたちで突っ

立っ黒い岩峰であったハソトのいうジ十ソダルムで

ある。最籾はそのはさみの先端がちょっびりみえ,登

るにっれて少しずっ基部の方がみえはじめた。小さな

岩だと思ってぃたのにこれは馬鹿でっかいピナクル

た0 その上,全貌がみえてからは仲々大きくなって来

ないところをみると距離もだいぶはなれてぃることが

わかる0 頂上の左肩のドームはいっのまにか左側をト
ラバース気味に登ってすでに通りすぎてぃた。左下ヘ
と流れる斜面はすでにりカ(Likha)氷河の上部斜面
大0 がまた軟らかくなったもぐりはじめるサル
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絵、

トロの頂上がみえる。頂上からこちら但Ⅲこのびる南東

稜も今は全ぼうをあらわした。どうしてどうして頂上

まではまだまだだ午後1時。雪はますます深くなり,

ピッチは遅くなる。しまった,ワカソジキをどうして

捨てて来たのだ。だが,われわれの歩行は一歩進むの

に数度呼吸をしてというほどひどい状態ではない。歩

いている本人は,これでも休みなく歩いているつもり

なのだ。雪はとうとうヒザを没するようになった。

その上,南東稜末端ヘとつづく肩の雪原に入ったとみ

え,傾斜はゆるく高度は全くかせげない。もう何時閻

も会話らしい会話はしていないように,思う。ただ一歩

一歩ザイルにつながれて歩いているだけだ。ひと息入

れたあとにしたところで,人間さまが歩き出すより前

に,ザイルがさきにおみこしを上げてわれわれをひき

ずってゆくようなものだ。この不思議な口ープのとり

もつ縁で3人の男たちは一緒にピナクルの基部まであ

と lkm くらいというところまでやって来た。はじめ

てふとわれにかえる。そういうことがなかったら,わ

れわれはいつまでも腰を没するふかふかの雪の中をあ

と何時間でも歩きつづけていたかもしれない。 Yさん

と言葉を交すが,お互いになんのためらいもなくビバ

ークという言葉を口に出す。高度は約740om かハ

ソトの引返し点、は過ぎたようだそれにしても朝から

10時間近くかかって高度40om を登っただけか普通

なら1時間余りで登れる高度差だ。いらだたしさは感

じない。われわれは高度差たかだか40omを登っただ

けだが,その間,絶対高度の高さを充分満喫しつつー

分ずつを噛みしめて来た。右手にみえる頂上南東稜の

つらなりと真正面のジーソダルムのあいだは大きく切

れている。頂稜の末端部は赤茶けた岩で,そのガリ

には氷がはりつめているとみえ青光りしている。これ

力しレートになるだろうか。それとも頂上南東稜線の手

前側に広がっている高所雪原をラ、,セルし,頂上に真

正面からとりつくかいずれにしても今日は無理だ

このピ、,チでは,またこの雪の深さと頂上までの距離

ではわれわれが今日,陽のあるうちに頂上に到着でき

る見込みは到底ない執念深くラ、,セルをしょうと立

ち上ったバシールも10mぱ'かり雪と格闘したものの

あきらめて引き返して来たしかし,あと3時間もあ

れぱ頂上だとかれが園う私たちはいう ノーモ

フ・ザソ・フ丁イプ・アワーズ

ビバークの夜

ビバークの夜のことを順を追ってたどってみても所

詮は退屈なことだしかし,ビバークの夜というのは

不思議なことが起る普通私たちは眠ることを退屈と

考えない。しかし,ビバークの夜だけは退屈しながら

眠っている。つまるところ,一刻もはやく夜が明けて

ほしいという気持が,幾度めざめてのぞいてみてもい

つこうに動こうとしない時計の針をみては失望し,退
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屈を感じるということになるのか。比較的気温は高か
しない雪の中にツエつたとはいえ,ろくすっほ整地も
こんでいる身ルトをかむって,エフ々、,トもなく坐り
も下肢が寒体には寒気が泌みこんで来る。上体より
はないけれどい羽毛服を着てぃるかぎり余りっらく
Yさんとバも,靴をとおして来る寒気がたまらない

ーズをつけたまツーノレは靴のまま,またオーバーシ.
ーズを下に敷いて足ま私は靴を脱いでオーバーシ.

をその上にのせてぃる。これは賢明な策ではなかっ
たせまいツェルト.ザ、ゞクの中に大男のバツールが
身体を「く」の字にして横たわる。 Yさんと私は生って
いる、とに耐えられるが,かれには生活様式のちがい
からか、れはかなわないらしい。勿論,私たちもとき
おり身体を横たえてみたり,坐りなおしてみたり,と
にかく安定した楽な姿勢を求めて3人3様にしぱしは
ゴソゴソと動き廻ってぃる。眼がさめるたびに3人の

とうとうヒハ相対的位置が変っているのに気がっく
しかし,登頂前のビバークはどうだークをやったか

ろ、さいわい決定がはやかったのでまだ暢のあるう
ちに夕方までの約3時問,ぐっすり眠り込んだの弌身
体の状態は全員快調のようだ。 740omの高さでは体
力の枚復というぃうのは余り期待できないだろうけれ
ども,呼吸がこんなに楽であるところをみると決して
疲労の一途をたどるということもあるまい0 かりにこ
のビバ_ク地の近くまイフタ、"ク・キーソプをもち上
げた場△をヂえてみると,それは隊員全体に一律に激
しい疲労を要求するだろう。高所人夫を一人も使えな
い今,あるてぃど余力を蓄えっつ頂上を討っ方法は
このビバーク方式以外にはなかったのではないやはり

時おり弱oomか。私はそう考える。勿論時間をかけ,
ソプあたりまで休養に下りっつ計画を進めの第2キー

る、とができるならば話は別だ。だが今のところみこ
とナ 3~4日周期で繰り返されている好天候と悪天候

幾度もキの循環もいつまでっづくものかわからない
うちには条件の悪いときに危険なーソプ間を上下する

地域を通らねばならぬ機会も増えようオーソト',ク
スナ飛_ラ_.メソ、ゞドを捨てたのもそういう危険を
最小限にするためだ。とするとこのビバークはサルト
口をΞすっために取られた基本方針の上にちゃんと乗っ
かってぃるとはいえないか0

ソプの夜とちがって頂上を眼の前にしてい第5キ十

るだけに,ビバークの夜は頂上のことが頭の中にし
じ、浮かんたいよいよ明日には,と期待と不女が

この登頂隊を送り出してくれた下のキー入り混じる
だソプの人逹が心配してくれているにちがいない

ソシーバーによる交信には成功しなか0た到がトラ

達距離からすると,交信できる可能性はある0 それは
明日試みてみることにしよう出来れば頂上から
_日くらい連絡がないとしてもそこは一応われわれを
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存頼してもらうよりイb方あるまし。隊員のだれかれの
ソプで頑張ってい顔が眼の前に浮かふ多分第4キー

ザて驚異的な馬力を発揮したかれがる平井,チ"ゴリ
していたろうか。ノ来てぃてもやはりここでビバーク

シ十クのっわもの岩坪のやりかただったら,やはりこ
、でビバ_クしたのではないか。それにしても3人だ
けで,少々寒いけれども頂上のすぐ近くでこうしての
、のうと眠っておれるというのはしあわせな奴等だ
と煕うけれども,かりにわれわれが明日頂上に到達
できたとすれぱ,他の連中は頂上だけでは満足でき
ず,サルトロ第Ⅱ降ヘの縦走をやろうなんて0い出さ
ナいとも限らないいずれにしろ第2登頂はおろか第

ソバーは曲富だ。とにかく一足お先きに3登頂までメ

ゆく、とを許してもらおう不思議に頂上には間違い
メく芹れるという気持が強いへドを吐いた私にして
もそ、ナのだから Yさん,バツールも勿ミ冊そう心つ

バッールにっれづれなるままにきいたにち力丸、ない

てみる頂上に登ったら次はどこに転進したい?
rとんでもない僕はもうひどいホームシ'ゞクにかか
てぃる一目散に帰途にっくよ。欲がないのか本
当にホ_ムッ、,クがひどいのか。われわれは日本から
はるばる出かけて来た。来るだけに何ケ月もかけてい
るし,升画の当初から起算すれぱもう何年もというこ
とになるそしてとうとう念願かなってイソダスの源
莎地にやって来て,できるだけ広く歩き,新しい未知
の士地を探りたい気持でどん欲に眼を光らせている
、ろがバッールの場合はどうやらそういうことでは
ナいらしい自分の国の北辺地城にやって来たのは山
女りという本来の白分の生活とは無縁のゲームを楽し
みに来てぃるということにでもなろのだろうか0 われ

欲はないが来るものは拒まないというところか。靴を

はいたままの足が冷えるとみえ, Yさんとバシールは

しきりと足をとんとん踏んでいる。私は靴下だけにな

つているので足をこすり合わせて暖をとる。だがこれ

はいっこうに効果がない。その上,靴下に少し雪がつ

いたりするので,しめっぼくて具合が悪い。しかし,

今更冷えきった靴をはくのは却って逆効果になるので

はないか。行動直前まではそのままでいることにし

た。アタ、,クを日前にして,なにか気のきいた話か,

愉快な話でもと思うけれど,つまるところは半師半醉

のビバークロをきくのが面倒で,つい黙りこくった

まま座っているバシールが退屈まぎれに二度目のミ

ルクを湧かしているのをうとうとしながら知っていた

が,私はまた眠りにおちて出来上ったミルクを飲む意

欲を失っていたサーブボクシーシ(旦那,チ、,プ

を)バシールが人夫たちの真似をしてYさんにタバ

コをせびっている。面伊K さがらずにそのたびにタバ

コを差し出してやるYさん。パキスタソの賢青年を含

むこの3人のメソバーシ、,プは,もう殆んど日本人同

志の場合とかわらぬくらい完壁だ。それにしても余り

経験がないに拘らず,さしたる不安顔もせずにビバー

クにつきあっているバシールという奴はこれは大した

ものだと思う第2キーソプでカラコラム・クラブ側

の要詰により日ハ合同という大義名分の上からだれか

ひとりはパキスタソメソバーを頂上ヘということにな

つたとき,四手井隊長はもとより加藤さんは強硬に反

対したものだ。若手隊員の中でも勿論反対があった。

パキスタソ人だからということだけで,お荷物になる

のがわかっていながら登頂隊に加えるというのはけし

からん。そんなことで頂上が討てるものか。だいたい

少しは山を歩いているベグ田e幻教授まで,合同遠征

だ,それにふさわしくぜひパキスタγ隊員も頂上ヘと

強く懇望するとは,山のことを知らなさすぎる。とに

かく国籍のいかんを問わず,上に登れる奴だけが上に

行くのだから,今からパキスタソメソバーを必らず頂

上に迎れてゆくという約束はできない。われわれとし

て1,若し能力があるとわかれぱ勿論,喜んでパキス

タソ側メソバーにも頂上を踏んでもらうっもりだとい

うのが結論となってぃたそしてさいわい,バッール

が選ぱれることになったわけである。日本側全隊員と

フラソクにつき合っていたバシールが,結局憎めな

い,、い男だったことと,体力的にすぐれ,また技術

的にも飲み込みが割合はやく,使いものになるという
希がみえたので,最終的には第4キャソプで林登嫌
隊 が,かれを登頂隊員に入れることを決定したので

あるそれをきいたときのかれの嬉しさをおし殺した
妙な顔は忘れられない。バシールを登頂隊に入れた
ととは,林登縱隊長の英断であったと私は称賛した
と同時に,かれを一応登らせてみようとした隊全
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体のゆとりというものに改めて思い至る気がする。自

画自賛,八百長めいた言い方だとけなす人は,つまる

ところカラコラムフ0oom級の山というのは素人でも

登れるところなんだなと皮肉をいうかもしれぬ。とこ

ろがそうではない。たしかにチ"ゴリザに於ても,全

く山の素人だった今川,潮田両氏が,加藤さんのり

ドを得てコソダス・ピーク(Kondus peak)の初登を

やってはいる。けれどもかりにバシールが10人いた

としても,かれらだけではやはりサルトロは絶対陥ち

なかったということはここであらためていう必要もあ

るまい。それはさておき,とにかくバツールという男

は,パキスタソ人として,さらに回教徒としては全く

めずらしく柔軟性に富んでいたことが強く印象に残っ

てぃる。われわれのつきあった彼国の連中のなかで,

かれのような青年は極くまれのようにおもう。せまい

交友範囲の中で,そういう友を得ることができたとい

うことはしあわせであったやがてかれらの力力吋っれ

われの眼からみて何事につけても停滞的だと思われる

パキスタソの未来を変革するエネルギーとして作用す

る日が来ることを他人事ながら祈らずにはおれぬ間

違っても,あの太っちょの,酒も飲ます,口を開けぱ

すぐぉ説教めいた物面いをする退屈この上ないハキス

タソの旦那衆にはなってくれるな

真夜中をすぎ寒気はきびしくなった Yさんが,衣

類が凍って尻のところにぺったり喰っつくような感じ

だという。身体を動かすとたしかにそんな感じだ。タ

方頃に少し出ていた風も今は収まり,あたりは全く静

かで,さいわい晴れている休養は充分ではないがと

にかく疲れも少しはとれた頭が冴えて来るとこんな

星明かり雪明かりの中で無理をしてじっと座っている

のが馬鹿らしい気がして来た。午前1時すぎ,そろそ

ろ歩き始めようかとYさんがいう。またしても異存は

ないウェブ丁ースとカソパソだけで,水は殆んどと

らない食事。思い切りよく,ツエルトをはぐり,フィ

ゼソはつけないで明け方にはまだ少し間のある夜の中

へおどり出る。午前2時半。粉雪は腰を没するバシ

ールがー・寸不服そうにいう。 rあの快適なツエルトの

中からぽくたちはどうして慌てて飛び出してしまった

んだろう。」

頂上に立つ

夜明けの薄光が雪原をほのかに照らしはじめる。わ

れわれは頂上南東稜線と殆んど平行に頂上直下の大雪

原を西に向って泳ぐように進んでいた今朝になって

みるともうわれわれはルートの撰択について相談する

必要さえなかった南東稜末端の氷のへは'りついたガ

リーを登り,稜線に出てから三つほどピークを越えて

頂上に向かうより,少し雪がもぐったとしても稜線に

抱かれたように広がる大雪原を横切り,頂上直下に達

してから雪のルソゼを突き上げて,直接頂上に出よ

ことになろうか0 y

コを吸った。高度に強いという
なくて,ツチの火っきが悪いのは高度のせいだけでは

エルトの中が湿っぼいからでもあろう硫黄の強いに
おいがせまいツェルトの中からなかなか消えない0
カブカの雪をすくぃとって,ガスに火をっけ,苅
ソー・ソスミルクを飲む夜の食事にはカソパソを少し
かじり,主としてウェフ,ースを食ベたこれは実一
よくのどを通る私のみた限り, 3人とも積極的な'

18

つとも好まし
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う Yさんが相変らず力強いラ、ゞセルを精力的にっっ
バシールは細長い足をすり合わせるようにしてける。

やはり黙々とラ、ゞセルをする。みんな代るがわるラ'ゞ
セルを続けるが,歩数を数えてみると50歩から100
歩でひと貝入れたくなっている。 1歩1歩はもちろん
ひじょうにゆっくり踏み出す。殆んど無言のままた0
何だか自分がラ、,セルをしている時間が短くて,しか
も能率が悪く, Yさんがラ、、セルするときが一番長く
て,かっ距離もよく伸びているという気がしてならな
い日本の冬山のラ、,セルに比ベてとくにっらいとも
貝わないのだが,ピ.ゞチがなかなかあがらないのを
みてぃるとやはりだいぶへばっているのだなと気がっ
く頂上直下にはり出したこの雪原は東西に約3キ

雪原の北ロ,南北に約 1キロはあろうとおもわれた0
のWはサルトロ正面岩畦上で玉の断がいになって終
るそぎ落としたような二千メートルの大石壁の上に

レークがあろうとは。腰まで雪こんなに広大なスノー

に埋まりながら前方を眺めるとサルトロの純白の頂き
がまるで果てない平原のはるか彼方にあるようにみえ
るその実,頂きの直下まではもう1キロとははなれ

はたしてあそこまで行けるだろうかてぃないのだが,
プールがひと一↓気が遠くなりそうなおもじをする0

とりたどったナソガパルバット頂上ヘの遠い道のこと
を鳳い出す。「歩いてぃれぱいつかは着くよO」 Yさん
がいうたとえ何時問かかろうと,それがどんなに退

けれども屈な行程であろうとわれわれはひるまない
もう少し変化があってくれたって良さそうなもの六
ビバーク地を出てからすでに5時間ぱかり歩いたナ

セルと高度のため距雌は2キ戸ほどしかが深雪のラ、,

ヲムんど傾斜のなかった雪面も頂上直下進んでいない。

に近づくにっれ,汰第に勾配をっよめて来たさいわ
完全に晴れ渡った空の中に東にはい雪は浅くなった0

そしてそれをK .の山容が青光りしてみえている0

とりまく氷河群,いわゆる K口の内院と呼ぱれる雪原
もはっきり指摘できるしぱしぱ休憩しっつ,澄み切

のどは余り渇かなつた大気の中で深く呼吸をする

いタバコも余り吸いたくない腹は減っているのか

どうかもうひとっわからぬ。しかし,この760omの雪
原のただ中をまるで漂うように歩いていることに身体
は完全に適応してぃるようだ。 K詑の北西方,フプサ
ラサス(Apsarasas),テラムカソリ(Teram Kangri)
の山群もすでにわれわれの眼の高さより低いところに
その連なりをみせている。傾斜のきっいテラムシエ
ル氷河が太く白いひとっの線になってそれら山群の前
を横切って強いアクセソトをっけたのち,まるで空に
吸いこまれるかとおもうくらいのところまでっづいて
いるその向こうは中共領チ十ソタソの辺りだとい
ああ,われわれは今アジフ大陸の屋根を登っていつ0

るのだという感激がこみ上げる雲海はわれわれの高

NO. 2AACK 時報

ゴリザさより低いところで安定している0 ふと,チ"

で,藤平.平井の登頂隊がガスの匂Jれ間を見えかくれ
しながら頂上に一小刻みで近づいてゆくのを下から眺
めてぃたときのこと力明畄裏をかすめる0 ちっぽけな2
つの人影がべらぽうに大きい巨人のような白い壁にあ
くまで喰っつぃてはなれないようにみえたあの光京0
そこに何か人間の尊厳といったものをみる気持がした

なかだるみなく連続していた巨大なのを覚えている。

時折湧き立っ雪壁をかれらは営々と登りっめていた
てはかれらをかくすガスの流れの早さはかれらが風の
中にいることを示してぃたし,一寸刻みに高みえと歩

さむかれらのピ、,チは,雪が深く,傾斜が強いこと,
しいことを示してらには多分酸素も切れてしまったら

しかしかれらはたった二人で風と岩と雪と氷のいた

世界を切り開いて登ってぃたのだ。私はときおり考え
たものだチ,ゴリザの本当に未知な部分はかれら二
人にしかわかってぃないのだ,と。そしてかれらが感
じたであろう心の高まりを私はいろいろと想像してみ

ところが頂上ヘの最後の内濠を無事渡たものである。
りつきり終えて,頂上稜線にっき上げる氷の斜面のと

われわれの心は案外平静だ。忍耐を要しに達した今,

はしたが,闘争というにはいささか単調な雪原上の歩
みがそうしたのかもしれぬ。稜線までは高度差1゜゜m
は、かり稜線に出てしまえばあとは屋根づたいに高度
差30~40m も登れぱ,そこが頂上た0

フイゼソを着ける。い午前九時。大休止をとって,

よいよかんじんのところにさしかかるのに万一のこと
があてはと腹ごしらえとビタミソの補給をするため
兵糧丸を噛る「メディシソ,メディ'ンソ,アソドメデ

日本人はくすりがむやみに好きなのだなとイシソ

ミシ_ルが笑ってぃる気温は高くなり,バシールは
羽毛服の上に着てぃたヤ、ゞケをすでに脱いでいたハ
クスの水筒から茶を少し飲む。手をすべらせてイゼッ

水筒の桎がころころとものうい転がり方をして斜面を
落ちて行った。さあ,いよいよ頂上はこちらのものだ
と立ち上がる肩にするサブザ、ゞクはいずれも3~4
キ戸てぃどで苦にならない酸素ボソベなどという荷
やかいなものをもって来なかったことはさいわ
だ見上げる斜面はところどころ氷が光っていて,傾
斜は30度ぱ'かり。バジールを中にして,私が先行す
る雪面にがっちり喰い込むアイゼソが快ろよい0 頂
稜邦分はこちら側すなわち稜線の北側に巨大な雪庇を
はり出してぃるだがわれわれの登る頂稜部分はさ
わい雪庇が出てぃない歩一歩,コソテバニアス
まま近づき,稜線にとび出すところだけワソ'アト

.

フ.タイムで乗り切る稜線だ。南側の光景が眼下
コソダス渓谷が南に屈曲しながら流れてひろがる。

トロを眺めるため昨夏,ひとり訪ずれたこるサル

谷緑のオアシス,村落らしいものがみえる0 コル

ソダス(Khorkondus)の村か。り力(Likah)氷河の

偵察を終え村はずれの熱い温泉で疲れをいやしながら

ツエルピ(sherPり氷河の景観を楽しんだときのこと

を思い出す。われわれは今,コソダス側からみえたサ

ルト戸・カソリのあの赤茶けた,30oomを一気になぎ

落ちている大岩壁の上につっ立っているのだ。感激よ

りも,嬉しさの余り,何か夢をみているのではないか

というような気がする。稜線上に 3人が並んで立っ

た。頂上に向かおう。頂上は眼の前にある小さな雪の

ドームをひとつ越せばよいはずだ。雪が堅くしまって

いる。ゆっぐりフィゼソをきかせつつ最後の登りにか

かった微風,地平線はいずれも雲で飾られてはいる

が,まったくぉだやかな天候であった。ドームの頂上

に着いたその上は平坦ですぐ眼と鼻の先に本当の頂

上らしいのが乗っかっていることがわかった Yさん

が私に声をかける頂上はバシールに先に踏ませて

やろうな正直のところ,私は頂上に立つ順番とい

うことをさして重要視するつもりはなかった。けれと

も同じことなら,国そのものも,山登り若しくは探検

もようやくぽっ興期にあるハキスタソで,その国のー

人の青年が未踏雌の頂きにまず立ったということが少

しでも意味をもちうるとすれば・・・・・・。 Y さんの'葉に

何のためらいもなく賛成したとき,私の心の中には七

面倒な理くつではなくて,さしたる経験があるわけで

もないのに,われわれとよく行動を共にしおぉせて

フ742m に至った 1人のハキスタソ青年に,"花h をも

たせてやりたいという気掲功ゞあった

いよいよ頂上にさしかかった。ところが,右側,サ

レトロ正面岩壁側に張り出した雪庇を恐れて稜線のや

や左よりに歩いて来た私の眼の前に,はたして雪庇な

のか頂上なのか見当のつかない高さ2mは'かりの突起

があらわれた。突起の向こう側M{みえないため,これ

がはたして頂上かどうか一寸見当がつかない「Yさ

ん,ちょっと確かめてみてからにしますよ。」と突起の

左をトラバースし,約5mぱかり進んでみるそこで

は,この屋根が足元からサルトロ.カソリ第Ⅱ峰と

のコルに向かって,一挙に切れ落ちているのを見た。

すぐさま戻って,Yさんに伝えるこれが間違いな

く頂上です。J Yさんはバッールに手渡すために,ピ

,ケルにパキスタソの国旗,日の丸の旗,そしてわが

学山会旗をとりっける。準備はできた ノ、、ノ^

ル,との山はきみの国の山だ。きみがまず頂上に立ち

たまえ0 この旗をもって。」バシールは答えたそれ

はちがう。君たちのおかげで,はじめてここまで来れ

たのた0 ドクター・斉藤,あなたこそ先に頂上に立っ
てその旗を私に波して下さい J私は,かれの敏速な返
にいささか驚いた。かれも,今までの初登頂のいろ

んな物語を少しは知ってぃるのかもしれぬそれにし
て玉, かれが先ず頂上に立っことを辞退するのは,や
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はりはじめて頂上を踏むことの意義をかれなりに考え

ているということだしかし, Yさんは旗のついたピ

,ケルを静かに手渡したかれは素直に受けとり,こ

れを搾げもつようにして, 8ミリのツネを構えた私の

前を通り頂きの突起に近づいてヒ.,ケルを立てた。シ

ネのフブイソダーを透してみるかれの顔は厳粛であっ

た微風にはためく旗を撮り終え,静かに左の方へカ

メラをパソしてゆくとガ、,シープノレム山群,ブロード

・ピーク,そして K.が次々と視界にとび込んで来る

まさに息づまるおもいだ。大きな吐息とともに私はシ

ー、,ターから手をはなし時汁をみる 10時45分。つ

いにわれわれはサルトロ・カソリの頂きに立った。 Y

さんがゆっくり近づく特徴のある濃いひげ面が静か

に笑っている。しぱし無口そのうちふと思い出して

手袋をはめたままの手をさしだす握手を忘れてぃ

たなあわれわれはしっかりと手を握り合った西

の方の雲海の中にひときわ高く,白い梯形の姿をみせ

ているのはチ"ゴリザだ。 1958年あの山を訪ずれた

仲間のうち4人までが,またサルトロにやって来てぃ

るチ"ゴリザとサルトロを結ぶ線は地理的にはこん

なにも短かいのに,実際は迂余曲折,いつ果てるとも知

れない長いみちのりであった。眼の前にチ,ゴリザの

姿を桃めていると彼我をつなぐ見えない糸をたどるこ

とに山岳会をあげて専念して来た歳月がまさに今,終

りを告げるのだという淋しい思いすら湧いて来る。こ

の糸を私たちはこれからどこにつなごうとするのか。

一種虚脱状熊の頭の中を,ここから先はもう一歩も登

るところがないのだという思いが通り過ぎる。満足と

不満がとなり合ってやって来ることを私は実感した。

頂上は東西に細長く,約3mは'かり南側は傾斜ゆる

く,われわれはそこに立っているが5mほど先で切れ

おちて,コソグス側の大岩壁となる北側は雪庇状を

なしている。クラストした雪におぉわれ,周囲に岩は

見あたらない。

バシールは無言である。われわれはカメラをかまえ

て手当り次第に周囲の情景を写しとる。眼下に拡がり

つづく PK36氷河は,短いが,上流に広大なスノー.

フ'ールドをもつ。幅広く,白一色で巨大な滑走路の

ようにシアチェソ氷河ヘと流れ下っている。その合流

点、にはわれわれのフドヴナソス・ベースキ+ソプがあ

るはずだが遠すぎて,どのあたりか見当もつかぬ。サ

ルトロの取りつきにある第2キ¥ソプも,そのほかの

キーソプもひとつとしてここからはみえない。地形の

関係から.頂上にいる3人の姿は下の人たちにはみえ

ていないだろうとおもう。すこし雲は多くなった。

しかしいすれも低くただよい, 80oom のジ¥イアソ

トたちはもとより70oom 以上の山々もすべて雲の

上に頭をつき出している K2,プ戸ード.ピーク

(Broad peak),ガソシーブノレム(Gasherbrum)とっ
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し,遠くのマづく山塊はひときわ高く抜きん出ている
チョゴリザはシープルムはまるで純白の入道雲だソ

.レークをはじめ,その東面が手にドーム裏のスノー

未踏であるがゆえに興味をひとるようにみえている0

740om なにがしにしては,実に大くのは K蛯だ。

きな山容西に張り出した山稜は石もありそうだが
それから上,70oom まではさして困難もあるまい

にみえる氷の部分が気がかりで,そこを少し壁のよう
なにより突破するのがこの山の鍵のようた0 そして,

この山がいずれの側も外壁をなす尾も魅力的なのは,
・ブ

根にとりかこまれ,その内濠に相当広大なスノ
_ルド若しくは巨大な氷河をもっているということ
だ内院のはるか上部に君臨する王城の風格がある

アプサラサス山探検的興味を感じるのは北の方た0
群,テラムカソリ.グループ,いすれも高さこそ少し
おとるとはいえ,山登りの興味もあるし,テラムツエ

コラム峠とたどール氷河からりモ氷河,さらにはカラ

てヤルカソド河に出るか,シ十クスガム河ぞいに北
に廻り込むことが出来れば,と遠い北の地平線をにら
んで考える .

_時間はまたたくうちにすぎ,はやくも正午トラ
ソシ_バーのアソテナをひっぱり出すのももどかし
く, Yさんが各キーソプあてに送信する第5キーソ

ゞチし応答してきた。 10時45プの上尾がこれをキー

分,サルト戸頂上に立ちました Yさんの声が喜び
にふるえてぃるかれこそは,この3人の登頂隊員の

と,遠征隊全員の中で,つねにあらゆる中では勿論のこ

小態に動ぜず,ユーモフを忘れず,全幅の信頼を一身
それだけにその責任ははなはだ重に集めて来た人だ
いま頂上からの登頂報告をするかったにち力丸、ない0

かれの顔は,頂上にはじめて足をおいたそのとき以上
に明るく都いてぃるようだ登頂の成否と,登頂隊の
安否を下で気づかっておられる四手井隊長,第3キー
ソプまで上って指揮をとった加藤副隊長,アタ',ク'
キソプ建設まで陣頭に立ってわれわれをひきいてく
れた林登学隊長,仲間のだれかれに無事登頂のしらせ

とができたわれわれのしあわせ携を頂上から送るこ

帯用ヨーカソをひとっ, 3人でわけて食ベる0 勝利の
タバコは残ってぃた最後の 1本だ。 Yさんが,ボケ'"
トから 1枚の写真をとり出し,スリーフブイブの平た
い箱に収めて頂上の雪に埋めた。最近日本から送られ
てきた四手井隊長夫人以下隊員の奥さんたちが集った
ときのぎ己会写真が入っているという。その心情にっい
ては私は想像することしかできないけれどもわかるよ

バシールも私も頂上には何も残さなかうな気がした

ー>、゛0

12時すぎ下山にかかる。ビバーク地点までわすか
30分で到荊誰かサ飛ート隊が来たらしく,われわれ
以外の足跡があるような気がする第2次登頂隊がす
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でに行動を開始し,近くまで来ているのだろうと考え
われわれの使ったツェルトやストーヴ類をそのままに
置いて下るときどきふり返ると,われわれにとって
いい目標でもあったが,なかなか近づけずずいぶん悩
まされもしたあのジーソグルムが,逆光の中を少しす
つ遠のいてゆく。くだるにっれて疲れは激しく,ヒツ

第チがおそくなる。り力渓谷上部の斜面をまきおえ,
5キ¥ソプ上部の大斜面に移ると,すでに雪面は堅く
ナリときおりスカブラが足元からザラザラとくだけ
重は多くなったようである。今日一日天候が落ちる

才定してぃたのは幸いだ。急傾斜の雪面に3人の彭は
クを落しだんだん長くなる。午後3時,咋日サプザ'ゞ

よろめきながらっづける下降はた地点にさしかかる0

ナかなかはかどらない。第5キーソプ直上の大斜面に
われかかる突如,斜面の下に2人の人影がみえた

りに両手を挙われの方をむいて2人が横に並び,しき
げて呼んでぃるようすだまだ高度差は20om もあろ
、か斜面のずっと下の方には,すでに夕ベのψがJ
ろがりはじめており,まるで奈落に向って下降してい
るよう下で待ってくれてぃるのが誰であるのか一小
みわけがっかない気はせくが足が進まぬ0 傾斜はき
つぃ。テルモスが赤旗のところに転がっている0 われ

ト隊の好意ある暖かい紅茶の差しわれはこれがサ飛一

入れと気づかぬままみむきもせずに下ってしまった0
再びコールがきこえる林さんと岩坪だかれらがみ

そのえはじめてからすでに 1時問は経過している0
間,かれらはわれわれをじっと見守ってくれていたの
だかれらに一歩一歩と近づく。両手を挙げて万才し
てぃる林さんが近づいてくる。「おかげで登って来

よくやったありがとう./ Yさんと抱ましたよ
と涙。 Yきあって,林さんがよかった,よかった

さんも鼻をすすってぃるバツールにはちょっと不慣
れな光景のはずだったがこの気持は通じたのであろ
林さんの手を握りしきりに感謝のことぱを述ベてつ

いる私は岩坪にひと足先きに登らせてもらった
かれもここまで来ているからには,上ぞという。

まで突っ走りたいにち力丸寸よし、われわれの荷はぜん
から身にな0ぶ林さんたち2人がとってくれたので,

て第5キーソプヘ。岩坪はこの高度で,荷をかっいで
いるのにギ¥ロップでとんでゆく0

テソトでは,茶をっくりながら上尾が待っていてく
れた早速第2炊アタ,クの計画はときくが,今日 n

すでに放棄と決定したとのこナ、藤さんと相談の上,

えそれでは上の方にっいてぃたトレースはときくが
誰もそこまでは行ってぃないという。 Yさんと一寸顔
を見合わせる。第Ⅱ雌までの縦走は少し無理として

トレースをっかってもうひとパーテすも,われわれの
1の

くらい頂上に行。てはどうかと思うしかしこの
ころでは斜面はそんなに長期問ヘぱ'りっいていると

'
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いという結論は動かない。そうか,次に頂上にゆく連

中とて,すでにわれわれがトレースをつけたところを

のこのこ追いかけるのはさして面白いことではないだ

ろう。張り切っている谷,上尾さえ納得しているのな

らば,ここでサルトロをくだることに異論はない。シ

エルピ・カソリ(sherpi Kangrりはこちら側から難

かしいとしても,テラムカソリのどれかひとつくらい

はと期待を別の山につなぐことにしてもらおうかさ

きほどのギー戸ツプがこたえて,岩坪は2人用テソト

の隣りに立てたツェルトの中にもぐり込む。林さんも

そこで眠ることになる。仲問に迎え入れられた安堵と

ともに,われわれもぐったり疲れが出て来た。登頂の

はなしもそこそこにYさん,メシールとテソトにもぐ

り込む。テソトからもツニルトからもはみ出した上尾

はシ,イコをならべてその上にゴロ寝だ。明日は一挙

に第3キーソプにくだろう。平井,谷とは第4キーソ

プで会えるし,ヒゲに白いもののまじった加藤さんと

は第3キーソプで会うことになるだろう。四手井隊長

に登頂報告できるのはその次の日か。眼をつむるとし

ばらくは頂稜の真白の雪庇が眼の前にちらついていた

が,間もなく深い眠りに落ちていったその夜は風も

なかった。
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う。若手はビラフォソド・ウォール(Bilafond walD

越えのルートを捺りにいくか,シフチェソ氷河を潮っ

てみるか,それともテラム・カソリのルート偵察もよ

いではないか,などと話しあった。カラコラム・クラ

プのベグ(Beg)教授も,シアチェソを潮ってコソダス

(Kondus)谷にまわるルートを通りたいといっていた

から,案外面白い旅行ができるかもしれない。谷と上

尾,それから平井と岩坪は,第二登ができる気持だっ

たのにあきらめなけれぱならなかったので,これだけ

で帰ってしまうのは,どうもけたくそがわるい気がし

ていた。

ルートエ作のときにつけた旗を記念にと回収する。

布引尾根を降る。高村はしきりにカメラのツーツター

を押す。なんだ平凡な写真ばっかりとりゃがってと加

藤副隊長に笑われながらも写す。頂上の石がとれなか

つたので露岩のあるところで,頂上の石ということに

して採集する。花崗岩である。上尾は記念なんていう

ものには興味ありませんというような顔をして石拾い

する大人どもを眺めてぃた。雪は大ザラメの粗雪。大

きな結晶。深くもぐって歩きにくかった。片雲がP36

氷河のボーデソに影をおとしている。山々の雪も大分

とけて,表面のよごれが褐色に目だつようになった。

もう夏に入ったのだ。

C.帰着。四手井隊長,ベグ教授,そしてハイ・末

ーター達が出迎えてくれる。握手。連絡将校がアザラ

シの毛のような濃いひげをのぱして現われる。ああこ

の自己主張のきつい男と,また一緒に行動せねばなら

ないのか。私はこのおしゃべりな軍人にはうんざりし

てぃたけれども,とも角やり手のかれに rわれわれの

成功,こ・れも君のおかげである。ありがとう。」と礼を

いった。とかれは「お前さんには,ガール・フレソド

からの手紙は一通もなかった」という返事。また手紙

の話か。折角成功して一緒になれたとたんに。かれは

われわれに来る手紙はすべて差出人をみては,フラウ

から何通来たの,なんだのというくせがあった。r僕に

はサルトロというフレソドでいまは十分なんだ。」往

路と同じく私はかれとあまり話さないことになった。

唐がらしの大変きいた夕飯。

翌日,カラコラム・クラプのメソバー全員が引揚げ

るという。かれらは朝から記念撮影だといって,われ

われをながながと立たせた。凝った写真屋というもの

はとかく被写体の気持を考えないものである。でれは

ともかく,折角一緒に合同登山に成功したのに,交歓

のパーティを持参の食糧でも出して開くでなし,種付

けができたからあとはもう用はありませんとぱ'かり,

仕立てあげられた英雄バシール(R. Bashir)をつれて

すぃすぃと帰っていくカラコラム・クラブのやり方に

われわれは唖然とした。カラコラム・クラブは二年あ

とにはK2をねらいたいといっていたわれわれはすく
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7月 26 日 C。, 6時目がさめて,もうねむる気にな

れない。となりのテソトで岩坪と前小屋が朝飯の準備

をしている。寒いから湯をつくって食器を洗え」と

オラム・ラスールにいってぃるそんな言葉の中に成

功のあとのゆとりを感じたりする。高村は未だ疲れた

表情で,ウーウーいいながら眠っていた。

前小屋のつ.くる中華そば。ひさしぶりに一緒になれ

た前小屋は,大館の産なので,大館観光旅館製だとか

いわれながら張りきって朝飯をつくっている。

快晴。 C3 の撤収にかかる。クレバスにかかったス

ノー・プリ、ゞヂがおちてしまったので荷物を吊り降す

ととにする。上と下とでトラソシーバー(Transcei・

Ver)で交信しながら降す。11時終了。不用のものを

燃やす。乾パソだの食糧の空箱だのが燃える焚火の横

で,テラム・カソリ(Teram Kangri)に連なる山々,

リモ(Rimo)の高層氷河を眺める。テラム・カソリの

可能なルートをあれこれと探す。加藤副隊長は降りて

から,自分で命名したナルシス・ピーク(その意味は

隊浸に直接きかれたし)にスキーでのぽるんだとい
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ソのど
なくとも山登り技術やマナーにおいてパキスタ

Vイニソグんな登山団体よりも優れていると思う0 ト
をうけたいなら,バシーノレにしても,ペルベヅツ(per、
Vez)にしても,いまがチーソスではないか0 シアチ
エソ氷河を潮ることはベグ教授の願いのーつだといっ

ことなのだろうか。てぃたのに,これは一体どういう
気ごころの知りあたりまえなら,英語しか通じない,

あいにくぃパキスタソ.メソバーから早く無関係にな
さっさと降っていくかれらにこのりたいと思うのに,

ときは無閣に腹が立った。自分の身のまわりのことも
英国流のマ召使いによってしか整理できないような,

ナ_になれてしまったパキスタソ学生が,どうして近
フルピニズムを体得できるだろう0 近代的登代的な,

山は個人主義のうえに立ってはじめて成立するはずの
ソで登山は,当分のあいだ成長しはものだ。パキスタ

こんな理屈を自分ででっちあげて,わしないだろう。
.クラブとーたくしはむしゃくしゃした。カラコラム

ひょっとしたら,許可のおりたルート以緒であれぱ,

カソリの偵察など比較的自由な行動が可タト,テラム・

しれぬ。そんな望みをもっていたからで能になるかも

あるその望みがカラ=ラム・クラブの下山とともに
うすれ,政府の許可がおりない以上0午可されたルート

とがんばっていからlmたりともはずれてはならん

る連絡将校たけが残ったとき,その抑圧が,こんな力
クラプへの憤りの感情となったのもまあ致ラコラム .

し方なかった。連絡将校もこういったわれわれの気持
を察したらしく,この日,かれとのあいだに,ちょっ
とした口論がおこった。かれが,高所人夫にサボター
を扇動したのである。権威ある軍人と,傭い主のジュ

きの悲しそ外人との間にはさまれた高所人夫のそのと
うな顔まあいい。カラコラム・クラプが去って日本
人だけにはじめてなれたのだ。ひさしぶりに成功のあ

各自テソとのゆとりをゆっくり味わおうではないか
ソピソグ.ギーズ(camping Gaz)のバートに,キー

ナ_を持ちこみ,茶を沸かしたり,乾燥りソゴを煮た
リ,自由の時間をたのしんだ。四手井,加藤,林,斉
藤は朝日新聞社に送る原稿の執筆に専念0 完成は翌未
明の午前3時頃であった0

那日,連絡将校は下山のためのクーリーを呼びに降
る朝日新聞, AACK 宛の原稿を託す0
29日骨休め。食ベることにいやに熱心になった0
30 日,くもりのち晴。高所人夫がまず C,ヘ先行0
今日で C.も撤収である。スキーを二台使ってソリを

C.の残った荷物を全部っんで軟かくなりはつくる。

早朝の堅い雪ならすべりもするがじめた雪面を降る。

遅出の犬ぞりの犬の肩にひもがくいこんで痛いーロ
やれこっちは日通だ丸通だといってぬきっのそりは,

極地風の求ーデソをすぎてしまうぬかれつ競争する。

ドルが出てきて,難行するそのハドと,下の方でパ

AACK 時報 NO. 2

レバスの縦横に走る氷河面が現われてル帯をすぎてク

くるようになると前進不能ソリは解体された
ーケ月の留守のC はテソトの下だけ氷がとけず,

あいだに高床式テソトになっていた0 翌日は ABC ま
でピーク36氷河もここまでくるともう完全に夏の様

とけてしまってい相を示してぃる。表面の雪が全く
るとけるだけでなく,昇華したところ,雪はソーダ
まんじゅうの牛皮をはいだあとのように,多孔質にな
てぃるその穴に泥がたまる。ほんの小さな水の流
れが溝を掘り,それがキーナルのように成長し,つい

レバスの中にどっとおちこんで,吸いこまれに深いク

てしまうその音はまるで発電所のダムの放水日のよ
もう両側うであるそのキーナルに沿って,下った

の山々の斜面も雪が溶けて,表面の瓦礫が,石なだれ
になってしきりにおちてぃる。 ABC の背後にそびえ
立っ岩修は,垂直にきれ,そこにヒ々ラヤ驥が何段に

背後はぬけるような青空また石なだもついている
ABC に帰る。れの音氷河上のモレーソを横切って

モレーソは堆石の多いところ,少ないところ,波うっ
てぃるその波の周期がちょうど,氷河の一年間に動く
距雛ではないかと上尾が説を立てた。夏になると石な
だれの落下が盛んになるベルト.コソベヤーのよう

石の落下がはげしい夏には山になるに氷河が動けぱ,

というのだ。案外正しいのかもしれない0 モレーソの
クのタキが,ざんばら髪をふりみだし,に上からコ、,

こにこして迎えにきてくれる。握手

氷河湖が大きくなってボートが浮かべられそうにな
てぃるといってゴム.ボートを出そうというもの
それほどの兀気もないのだ 8月 1日からもL、なし、

3日, ABC に滞在荷物の整理。みんな植物採集用
1年前の古新聞に読みふけっている0 林にもってきた

は上尾に隊員の顔写真をとったかとせっついている0
ようやくかれは全隊員の顔写真をとりおわっヘえ

た報告書にのせるためのものである
リーがあ3日,下から連絡将校が集めにいったクー

がってくる高所人夫は,シアチェソ氷河のモレーソ
の間にけしっぶのように小さい影をも見分けて,クー
リ_が来たと報告してくれる。33人既婚者にはます
お手紙勝手にしやがれ。おっとおれにも来た」0卵,
あんず,野菜二ワトリ三羽。そして小さく束ねた花
をわれわれの胸に,1喝子にっけてくれるギーリはも
う花で一杯だというそれをっんできてくれたクーノ

ここでーケ月ほーの心情が思いがけすうれしかった

ど前に別れたクーリーたちも,ビラフ*ソド越えは
やだといって B.C.から帰ってしまったクーリーも'
るほとんどが顔みしりばかりだ。 2人だけ肖目,白

モノ、メヴ
肌の男力丸寸こ。あんずは水々しくてうまい0

うまド.アリがあんまりくうとよくないというのに,
いのてくぃすぎる夜中から腹が張る,下弄Ⅲよする

翌朝は半数以上の隊員がABC の撤退日だというのに

うかぬ顔をしている。足に力が入らない。だるい。ロ

ロフォソド.キーγプまでの途中,モレーソの背後,

テラム・シェール氷河を前にして巾広いシフチェソ氷

河の真中に何度かしゃがみこんだ。プロモソトリ

(promontory)は,フィベ.,クス(1bex,ヒマラヤ地

方の野生の山羊の 1種)がいて,木も生えているとい

う記述があったが,ほんのり緑づいているだけであ

る。北は新彊,東はイソド。テラム・カソリは奥行きの

ない山だここらで今度いくなら, Knだな立ちあ

がるとだるい脚をひきずるようにまた隊列に加わる。

高村は口戸フすソド氷河とシフチェソ氷河の合流点

あたりで,これが最後だと360 ハノラマ写真を三脚

を立ててとっていた。赤いセーターを着こんだ林も芸

術写真をとるんだと右に左にルートをはずしながら,

ゆっくりロロフォソド氷河をのぼる。昼すぎになると

暑.い。戸戸フォソド・キ~ソプに着くとコ、,クのタキ

にアイスクリームを作れと命ずる。忠実な名コ、"クは

かしこまりましたとばかりひきさがる。アイスクリ

ムを待っ間向いの岩壁にもえはじめた緑の草を採集す

る。だのに仲々アイスクリームがこない。陽がおち

る。陽がかげると急、に気温がさがる。ついに夕めし

チーパティとスープ。そしてもう暗くなってから食後

のアイスクリーム。西洋人じゃないんだぞといってみ

ても仕方がない。あればたべる。下痢のことも忘れて
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7 日,ギーリに滞在。ガガルの村まで二ワトリや卵

を買いにやらせる。「薬,、ミといってやってくるう
るさい村人もいないここで,下から食糧をあげて二

三日滞在すれば最高である床屋が開業する。加藤副

隊長はタソ求飛の根をほりおこしている。油いための

キソピラにするのだという。平井は拾った籠をもって

お供をする。

アブドゥル・ラヒムが二ワトリをもって帰ってく

る。連絡将校からの手紙でフ丁イバートラソクが盗難

にあったという。手紙によると大金の入ったトラソク

の可能性が濃いという。会計の谷と前小屋とは至急ガ

ガルにおりて調ベることになる。せっかくの rギ+

りの休日」もつまらない事故で台なしになってしまっ

た。仕方がない。大金のことであれぱ,暑い午後の石

ころ道をかけおりねばなるまい。増水した濁流のうぇ

にかかった細い橋を渡ってガガルにっくと,連絡将校

は,やや興奮した面持ちだ。このハ、"サソ・ジュウが

ぼけっとしてぃたから,盗まれたりしたのだと,高所

人夫の一人を足でけったりする。なくなったのは大金

の入ったトラソクではなく,四手井さんのであった

ギーリでは,夜キーソプ.フナイア。高村は AACK

宛の登頂記書きで徹夜をしたという

翌日はガガルまで。増水で目がまわるように早い濁

流の上にかかった細い木橋。これでは羊は通れまい0

ギ¥りで放牧してぃない理由がわかった。盗難事件の

ためギーリでのんびり滞在しておれなくなったわれわ

れは,あとはもう,ギーリを一気に下ってしまうこと

になった。もともと,連絡将校は教養ある者は無駄に

金を浪費しないという考えをもっていた。これがかれ

の家風か,軍人仲間の立て前かそれは知らない。ただ

毎日クーリー賃を安あがりにするため,ピ、、チをあげ

ることには,すさまじいものがあった。たしかに 1日

日程が短縮できれぱクーリー60人として600ルピー,

42000円の節約になるのだから,大きい。われわれに

とってもありがたい。しかし,そのかわりに,われわ

れとしてゆっくりみとどけておきたいものも十分にみ

ることができなかった。かれには,平凡な田舎をある

いてぃるにすぎないのだろうが,われわれ日本人に

は,十分好奇心の対象になるものもかずかずあるの

だ。その旅人の気持が,かれにはあまりわからないの

か。もうがむしゃらに歩いた。

9日,マソデ'クで朝食。現地食費を往きに節約し

たので案外食費が潤沢である。今回は食糧はヴナラエ

テ'もとんでぃたし,うまいものも多かったのに,ほ

とんどの隊員がやせた。持ち帰ってもしようのない金

であろ。財布のひもをゆるめて体重をとりもどそう

毎日一人当卵10個あまり。にわとりは一人当半匹

パラオ(parao)に着く。アソズの木にかこまれた木

蔭にテソトするえらく村人が多勢集っているので何

、. 、- 0

ド.ラをこえて BC まで峠からサルトロ.カソリ

をみる。大分上部雪原にしわが増えたようである 6

日サルトロ.カソリもみおさめ。クーリーはハイ'求

ーターに引率されながらどんどん降っていく。えらく

早い。われわれは石のごろごろしたモレーソ上を,お

くれながら下る。四手井隊長は案外足早で元気であっ

た。速い遠い。チュミク(chumik)氷河出合の近く,

左,瀧木の生えているところで,遅めの昼めしク

リーは暑いのでブ、,ツ.の中に入り込んで,ハ、"タ

イを指でねってたべてぃる。われわれは卵焼とノ

ソ。蝶んを採る。シジミ系統しかみかけない。くま蜂

一匹。瓶の中におさめるさあまたひと下り柳蘭が

でてくる。エーデノレ・ワイスもある。にせ物の工ーデ

ル・ワイスをっんで喜んでぃるものもいる。よもぎ風

の芳香性のある菊が咲いている。ふうろうの類

氷河のツソゲに来ておどろいた。濁流が大きな川に

なって流れてぃる。ジ.ニパー,各種の柳,バラ,タ

マリスクも満開である。往路でたくさんみかけた放牧

の羊は今はいない。石小屋はからっぼになっている

ここで花にかこまれて骨休めだ。初夏の感じである

岩にかとまれた花園での休養はわれわれだけの享受
できる第一級のぜいたくであった
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AAC K 時報 NO・ 2

ダリフ,けしなど

(Khapalu)まで。晴れあがった々ツ翌日はカパル
カラコラムにまシブルムをふりかえりふりかえり,

た来たくなってしまった自分を見出した0
々チリでおそい朝食をとったとき,チ"ゴリザ隊
の泣虫のベブラーがピカピカの皮靴,すぱらしい洋服
であらわれた平井が彼を発見したチ"ゴリザのハイ

大阪A.A.C.K.会員の集い

ていった

こうして長いト

装備食糧その他に関する筧え書

て大1ザ在住の会員相互の連絡をはかるナこめ,有心、が集ま
_,曜日夕方に集会を持っこととなりました0 もしこの集本こ
をお持ちの方はぜひ御参加下さい。歓迎いたします0 詳細1

朗口
ノ、

大阪市東区本町3の3 丸紅飯田株式会社木材部
電話大阪271-2231

ラベルは終った0

李ミ,肯 1こつ

線機につ'、、、

装備について

NO. 2AACK 時報

正平井

遠征が終った今,反省してみると,今回のサルトロ
隊の装備はあろ一面では非常に満足すべきものであっ
たが,他の面ではまだまだ考えねばならぬ点、を多く含
んでぃる前者にはテソトをはじめ衣類関係,無線機
等,後者にはたとえば炊事具,登梁具等である0
準備状況からいえば,全体的にみて前回までの経験
と,準備期間が長かったことは,準備をする上に非常
に好都合であった。しかし,今回の遠征がパキスタ

ソとの合同であることは,ある意味からいえぱ準備を

すすめる上で大きな障害となった。ことに出発まぎわ
までパ側隊員が決定しなかったことでサイズを必要と
する個人装備の準備は大いにやりにくかった0 実際パ
キスタソ側メソバーの人数が正式に決定したのは船が

出たあとの4月の中旬,しかもそのうちの若手の二人
にっいては我々がパキスタソにっいてからはじめて決

定したという状況であろ。この若手二人の足のサイズ

はまた馬鹿に大きく,見はからって持参した靴が小さ

すぎてその調整には可なり苦労した

さて汰に各細目にっき代表的なものをとりあげて説

明する。

1.高処用個人装備

防寒服.袋従来羽毛を使用していたが今回は羽

毛の代りに化繊綿(主にテトロソ綿,一部カネカ戸ソ

綿)を使用した。性能は羽毛に劣るというデータはあ

るが,実際使用した感じでは羽毛に比してことに保温

性が悪いという事はなく,また破れた時にも簡単に修

理でき,価格も安いという利点をもっ布地は日本レ

ーヨソに依頼して30デニールのナイロソタブタをク

リスタル加工した完全防風の軽い布を作り,また裏地

は12匁絹羽二重とし,吸湿性をよくし,肌ざわりをよ

くした。いずれも結果は好評であった

ヤッケ・オーバズボン"テトずれhということで,

チ"ゴリザ以来余り好評でなかったが,その防風性,

を考えて再びテトロソ地を採用した使用布はテ
卜口 ソカラコルム。使用した結果りテトずれh以外に欠

点は考えられない優秀性を示した
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、、、ニワト

カッターシャツ・ズボンチ,ゴリザの時,共に悪

評フソプソだったが,今回,カ、,ターシーツは各自で
準備してもらい,ズボソだけを係が調達した。カ、,タ

ーツーツは各自好みの柄をえらんで作ったので問題は

なかった。ズボソは兼松羊毛から提供をうけた厚手の
ウール地の丈夫なものであったが,布地が厚すぎたき

らいはあった。 C.以上の高所ではこの重いズ米ソの

代りに羽毛ズ飛ソを着用した方が動作し易かったとい

う結果が一部隊員からでているが,羽毛ズボソとズボ
ソのコソビネーツ,ソも今後考える必要がある0

下着.セータ類フミシーツ,カツミロソ肌着,カ
ツミャラクダッーツ,エクスラソのへチマエリセータ

等,下着,セータ類は鐘淵化学工業,レナウソ商事,
東洋紡等の提供をうけて潤沢であった

登山靴キーラバソのときは,キーラバソシューズ
(藤倉ゴム(山晴社),オニツカ KK より提供),長い
氷河上のトラベルは低所靴(普通の登山靴,各自準備),
高所では特別製の高処靴の三段階を考えた。この三種
類の靴を準備することにっいては,いろいろと批判も
多かったが結果的にみるとキャラバソシューズは別とし
て,パドルの多い長い氷河のトラベルに用いる靴は高
処で用いる登山靴とはやはり区別した方がよかった

高処靴は秀山荘製で,外側の甲皮にはドイツ製防水
皮,その内側はマイラーのフィルム,羊毛の皮という
三層であって,足にあたる所は羊毛で接触していろ0
また底はサラソイソソールの敷皮,中底,ブエルト,

相底を経てビプラムソールといった構造である0 行動
中オーバーシ.ーズの使用と相まって寒さはかなり防
げたものと思われる

低所靴としては普通我々が内地の山で使っている茶
利皮を用いたビブラム登山靴を用いた

我々がABC に到着した頃,氷河は午後になるとど

ろどろのパドルになり我々をなやませた。高処用の靴
を使用したのでは羊毛が水を含んでなかなか乾かぬう
えいたみが激しい。このために低所用登山剃Uよ大いに
役に立った。しかし今後の問題としてこのようなパド
ル地帯を行進するときの靴は完全防水性のものを考え
る必要がある。これは湿潤ヒマラヤ遠征のときにも問
題となるであろう

キーラバソシューズではチ"ゴリザのときマメを作

つて全員藤平氏より手痛いお叱言をいただいた思い出

糧
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があるが,今回はその後いろいろとメーカの方でも研
究をして改良した結果足のしまり具合もよく々メも出
来なかった0

問題がないようで案外問題があるのが手袋・靴下

、の手袋,靴下であるチ"ゴリザのときはスウ'ー
ー.ソやノルウェーから輸入した脱脂していない羊毛の
毛糸から作ったものを持参した。脱雁している毛糸の
多くは_度使用したら縮んで始末に困った0 今回は東
洋紡,東亜紡より提供をうけた毛糸を大阪シウラス飛
_、、店の好意で津沢メリャスで加工した0 結果は非甫
に良好で,スペアの靴下,手袋が使われずにすんだ
キラバソ中はカネカ戸ソのパイルソ、ゞクスを利用

き心地も少々足がむれること以外は丈夫ではしたが,

帽子内地から高処帽,ジキージ帽,キソキラ帽を
持参し,カラチでっぱ広のカウボーイハ'ゞトを購入し
た山に入るまでの帽子としてはこのカウボーイハ'ゞ
トと,山戸社から提供をうけたテトロソにアノレミを'・、、
着したものを巻いた壁糸を織った所謂キソキラ帽を使
用したことにこのキソキラ帽は隊員に愛好され 2、
まで使用した。

外側をテトロソソボアー,高処帽は内面をカネカロ
保温性に優れ,で作り,メイロ、ゞト帽の形式にした

非常に優秀であった
ビ、.ケル.フィゼンピ.、ケルは各自が準備し,フ
イゼソは門田の特殊鋼,八本爪を使用した

2.テソト類

低所用テント使用した布はビニロソヌ1(川番6゜番
双糸,エクスラソポプリソテソト地の二種類で,それ
ぞれ倉敷νーヨソ,東洋紡より提供いただいたとく
こエクスラソ布地はヒ々ラヤで使うのははじめての事
でもあり,現在テスト中の結果がわかればいろいろと
興味あるデータが得られよう0
ビニロソ,エクスラソ共に根色はひどかったが使用

副隊長等のためのに差支えることはなかった0 隊長,
個人テソト,六人用,八人用を準備した0 ドクターの
ための大きい診療テソトを特に作らなかったが,小さ
いのではだめで大きいのが絶対必要である0

長繊維ビニ高処用テント使用した布はテトロソ,
ロソの二種類であるただしテトロソは,テトロソを
鐘紡の研究所に依頼してタテ糸とヨコ糸の本数を揃え
て織た特別製の2/2テトロソツィルと,帝人に依頼
して試織したV2テトロソツィルの2種類であるチ
ゴリザの時はテトロソを大幅にとり入れたが,いず
れも平織(タフタ)で,これは縫製のときに布の糸の密
度が大のため縫糸がとけるという欠点があった今回
のはすべて綾織(ツィル)とし,縫糸の熔断という欠小、
し,且強度をふやすようにしたものであるをなく

NO. 2AACK 時報

ソに依頼しビニロソの長繊維のテソトは倉敷レーヨ
この布で作ったて特別に試作してもらったものだが,

ーソトはヒマラヤでは勿論のこと内地の山でも使った
、とはなく,強度その他多くの興味あるデータが得ら
れると思う。

以上三種類のテソト布地をとりまぜて,四人用,三
人用,それからアタ、,ク用二人用を東京細野テソト店
で製作した形はいずれも外側吊下げ式ウィソパー,
内張は絹を使い,四人用には二本,三人用には一本の
バソプーフレームを入れて居住性をよくした0

色は赤,燈色の二色としたが透光性もよく,居住性
強声の不安は全然なく,縫製の点で二は優秀であり,

三不満な所もあるが,重量の点を除いて高処用テソト
に関してはほぽ完成の域に達したのではないかと'山わ
れた。

ツェルト.シートッエルトは日本レーヨソのナイ
ソタブタ(キーソパー)を使用した軽量且兀全防水
で本来の目的の外に C.で天日による水作りにも用'
ナ」

材は 1.4 ミリの硬質アルミ合金で重量 1.2kg。

非常に軽便である。

捲上機ビラフォソド1峠からピーク36氷河源頭ヘ

のシ,ートカ、,トのノレートが見っかった時に備えて約

4キロの捲上機を東京好日山荘の協力で考案した結

果は捲上げ用に使わず, C.からの撤収の際,捲おろ

しに使用したが,今後の問題としてさらに軽量簡便な

ものを試作研究する必要がある

4.炊事具・その他

ケロシンストーブノズル調整器っきプリムスケロ
シソストープを香港で購入して持参した。高所キーソ

プでは専らプロパソを用いたので高所での性能はとも

かくとして6000米までの使用では快調であった

プロバンストーブチ,ゴリザの時好評だったプリ
ムスプロハソストープを今回も高処キーソプで主に使

用した 5キロ入り飛ソベ4個, 10キロ入りボソベ

13個を持参し,これから1キ戸入り小ボソベに入れか

えて高所キ¥ソプで使用したその他 B.C.等でこの

大ボソベよりガス管を引っぱってプロパソコソ戸を使
用して快適な調理ができた。

プリムスプロパソストーブの欠点は飛ソベの重量と

中味すなわち残量がわからないことであろ。この欠点
を一挙に解決するものとして硬質ナイロソ製のボソベ

がある浜松の高木鉄工KKが製作しており,市販

されてぃるものは内容積10OCC程度の小さなものしか

なく,これを利用したバーナーを試作して持参した

ボソベは素材としてのナイロソには問題がなかったが

口金部分からガスがもれるのもあり,信頼性の点から

BC のみで使用した。さらに 1キロ程度のナイロソボ

ソベの試作を依頼したが,試作期間が短く充分信頼の

おけるもの力q乍れなかったため今回は見送ったが, (一

れは口金の改良とともに今後の研究課題となろう

燃料用ではないが1(川CCのボソベを使ったラソタソ

はでその明かるさは,すばらしかった0

プタンストーブノシー、ゞクに行った岩坪が感激し

て告した飛ーラソド隊のブタソストーブと同じで,

キーソピソグガスの商品名で市販されているものであ

る。非常に軽く操作が簡単でアタ・ゞク隊がビバーク地

点で暖がとれたのもこのストープのおかげである。欠

点はプロパソに比して幾分火力がおちること,構造上

安定性を欠くこと等であるが,今後もその軽量,簡便

さから大いに利用されるものと思われる。ただこれだ

けにるのは火力の点から問題があり,プロパソと併

用の形がいぃと思、う。

無線機サルトロが成功した1つの原因として無線

がとりあげられる程,今回の山では 100%利用でき

た0 ととに頂上から登頂成功の無電が成功したことは

例をみないところである。

ツートにっいては,すべてのグラ ソ
、^

トの一部をビニロソで作り,一部テソトのブライ、ンー

トにエクスラソおよびテトロソを用いた0 さらイツー
トピース1、紫外線の影轡をしらべるために暴露用テス

として種々の布を短冊形に縫い合せたものを作り,テ
ソトのフライシートとして使用した

3.登楽用具

ロ_プ梱包用,テソトはりづな,フィ、"クスロー
ソの,所謂クνプ,繩ばしごの口ープ等すべてビニロ

登雛用の口ープはすべてナイモナコードを使用した0

戸ソ 10 ミリを使用した0

ビニ戸ソにっいては倉敷レーヨソ,ナイロソにっい

ては東洋レーヨソよりフィラメソトを提供していただ
き大阪芦森工業で製品化した0

なわぱしご今度の山で非常に役立ったものの1つ
である 8 ミリのクレモナコードを使用し, 30cm 間
舮に,コの字形に曲げた厚さ 2ミリのアルミロ金板を
とりっけた。欠点、は戸ープの作るキソクである0
フィ.,クスバー.ショイコ神戸製鋼,浪速金属等
の御好意により共にユニークなものを作ることがで
こイ.、クスバーは軟雪に固定口ープヌはなわぱし
、、を固定するときに必須のものであった0 厚さ 1'ミ
りの硬質アルミ板をM字形に曲げ,長さlmの坑状こ
したカラビナを通す穴を細工してあるので取扱 1
便利であった

つぎにツィコにっいてであるが,チ"ゴリザの
きはハイプでフレームを作ったが,幾分弱いとじう
判があり,今回はコの字形アソグルでフVームを

NO. 2AACK 時報

高所キーソプではすべてナシ,ナルの T-1型トラ

ソシーバー(27.U2MC)を使用した他に PRC-6(51.

5MC),富士通トラソシーバーも持参したが,これら

はキ+ラバソあるいは峠からの輸送のときに使用し

た。無線が成功した原因の1つには地形的な関係もあ

るが,軽量(60ogr)で操作が簡単なことも原因の1つ

であろう。

発電機心電計の電源として,また積算照度計の電

源として簡単な発電機を作り持参したこれはモータ

バイクェソジソで直流12V を発生させ,バイプレ

夕で直流を交流10OVに変換するものである。急造の

せいで余りすっきりしたものではなく,重量も40キ

口という重いものになってしまったが,現地で2回心

電図をとることに成功した。ただ50oom の ABC で

は酸素飛ソベから 0.を補給してやらないと発火が困

難であった

31
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5.末ーターおよびクーリー用装備について

ボーター用装備チ,ゴリザのときと同じ程度の個

人装備(フメリカ中古品)を準備したが,彼等はチ"ゴ

リザ以後各国遠征隊に参加し,かなりぜいたくになっ

ており,たとえぱチ,ゴリザの時の中古の羽毛服には

内心大いに不満だったらしい。々ヅシーーブルムのア

メリカ隊はサープも飛一夕も同じだったとくりかえし

いってぃたが,彼等の質が向上したのと同様,彼等に

もいいものを与えてやらねぱならないただ彼等は質

よりも見ぱえのするものの方をよろこふ傾向にある

ポータ用キーラバソテソトは青色のビニロソで作っ

たが,透光性がわるかった。コ、,クテソトは別に赤色

ビニ戸ソで作った。

クーリー用装備ビラフォソド1峠越えに必要にして

最低限のクーリーに与える装備にっいては何回となく

討論したが,結局結論はでなかったクーリー達が何

を要求するかがわからなかったのである

準備したものは B.C.から峠ヘ往復する70人の人

夫に対して雪めがね,ジーソグルプーツ(ビブラム底

のズ.ゞク端D,ソ、,クス,手袋を与え,峠をこえてツァ

チェソ氷河におりる人夫に対しては以上の他に毛布,

毛の靴下,ヤ、,ケさらにパ.,チ(約15人)を与えた

さらに彼等に夏用テソト3張(このうち2張は大ク

ラソシをひもでしぱった簡易型のもの),ケロシソスト

ーブ2台(灯心式)を準備した。結果的にみてクーリ

に対する装備はおおむね良かったように考える

6.終りに

最後に美的観点から今度の装備を検討すると,隊員

のスタイルはやはり良いとはいえないようである0 こ

れは同じものを着てもパ側隊員はスカ、,として見える

のを考えてみるとどうやら日本人個有のものらしい

ラフと卜



スタイルはどうも胴長の日本隊員はよくない0
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ー
ー
ー

ソド
゛
,
、イゼソア

ピ
サ
物
懐

ノ

だたが,個人装備ではもう少し研究の余地がある 京都一沢製作所100ソド
゛
、
、ケノレ ノソ

ます。
たとえば寝袋,防寒服等,寒色系統が多く,赤のよ つ 倉レ(ビニロソ8100番)*800ブザ ク nソ

赤色日レ(ナイ戸ソタフタ)*才1 1;を 1002×15入 n

リ遠征装備表サルトロカソ 松下電器産業*燈(棒状) 200中電 15

ドライト) 25015( "n ノ、、 ソ

パ5人分)装備(日 10人,A.個人 球 3.8V 1040電 "

用1)隊員 2.5V 1020 "

3ギ・所
先
作
入
製
購

井化学*150水筒(ハイゼ.,クス) 15贈)】単重購入先或は提供先 *

数量名口
イーグルマホービソ*テルモス(11 入り) 4006

5
5
5
5
5
5
5
5

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

口口

羽毛胆に代るも 倉レ(ビニロソ8100番)* 京都一沢製作所200
゛
、

日レ(ナイロソタフタ)*, グ
ん
ツ
大
下

゛
、
、

キ
調
ス
ニ

スソ
の,裏地は絹

ノノヤ ソ

大阪好日山荘帝人(テトロソ綿)*,'15 1500 150査 ι
』
t
 
ト
」

力 n "

絹業協会(絹羽一重y
、

防寒服上,下
大阪好日山荘100沢製作所

.

ノ'、

カラコルム)*
ソ

帝人(テトロソ' 山晴社を通して藤倉45015ドヤ、ソケ 1,200ヤウイソ マ11 ソ
コ'ム**リ30015 実 業

堂

ズボソ 日本エクスラソエ業*
.、

0
。
 
5
。
 
0

8
6
1
ー

作業衣" リ
ソ8100番)*倉レ(ビニロ5002×15Cノユーズ 個人負担

゛

カッター シーツオ ノ、

日ν(ナイロソタフタ)*, 大阪好日山荘 資 生
*

クリーム卜ヒヤケ メ
ク
、
、
、

2,000 帝人(ラL、{絹羽二重}*15袋寝 .
フ
ガ

リームリ
チ

"
y
 
リ日レ(ナイロソウィソコノレ)*, 等雑品底はナイ戸ソッール,うら仕 "

80015ズ
カネカロ Xボアー**C/ー卜テソ (以上の他,牧内氏に対し若干の準備をした。)

田門ケルクローム, 8本爪Ⅸ刃 個人負担ソ
ゼ (10 人)2)高処用求ータイア

ヒ
"

yケルクローム950
ケ

荘皮
の
水
毛
防
羊

フソナプノレナ、チ山
秀

羽毛服上 10 1,000秀
一
オ
フ
大

イ
ル
ツ
厶

,
皮2 50015靴(高所用) "ゴリザのもの登山 イ

山荘個人負担 沢製作所 赤色450 日レ(ナイロソウイソコル)*ウイソドヤッケチ十リ皮2 5Ⅸ)15(低所用)" 300 日レ(ナイロソウィソコル)* 灰色ズボソリ リ*
*カ
ラ
荘

ツ
ク

二
ジ 500 倉レ(ビニロソ8100番)*

゛
、
、 ーシューズ1 5α) オ

手

"
15

ノ

一ズキーラバソツユ
山 袋 5本指 120 秀 荘米軍放出。日之 山阪リコ、ソト)*日本製糸協会(絹ト1002×15手袋 5本指(絹) 3本指 120 b "

ツウラス飛ーツ店を
120 東洋紡および毛糸)* へて津浜メリャス 150:'ー^ノ、^ b "

3×155本指(毛)
下薄手 120靴 " b

"
"

1202×15 1403本指(毛) 厚手 "
山秀羊皮2(川15 100 カネカロソ(パイノレソ、ゞクス)*ノミイノレ皮オーハー

シウラスポーツ店を
荘カネカ綿2 000 秀

大
大
秀

山袋
ル
ソ
靴
ソ
ツ
着

寝
ピ
フ
登
ズ
カ

東亜紡(中細毛糸)* へて津訳メリャス1204×15手
手

靴下薄 山荘*1 000 好日ケ
ゼ

ソ

リ
カ
洋

東洋紡(並太毛糸)* 900 山荘好日イ1404×15 (成
"

Cヒ
杯

戸旭
靴
東

厚
2 500 荘山山

末
1002×15,ミイルソヅクス 紡*ソ毛糸)* 800東洋紡(エクスラ "500 ー*ナイロソブ丁15セータ(ヘチ々エリ) 店ナー各種色柄米

潮
贈

ツ
メ

ラ
ロ
よ

ウ
ネ
ス

シ
パ
ヤ

500 米軍放出,
、
は
寄

ソタツ630 υ10 +

セータ(前開き) ソ
りソ*カネカロソ*,ノミネロ ウソ商事*500手下 レナ1(川 "

15ツ上,下フミツキ
武庫川女子大 着(カシミロソ) 300 旭化 成工業*東洋紡,東亜紡より毛糸*100

糸)帽子(毛 シウラス分ミーツ店 秀200 荘米軍放出子(防寒) 山
50

(ジーーシー) 50"(シーージ) ラス飛ーツ店シウ
大阪好日山荘イ

7
(ナイ戸ソウソコ

ウ
゛
司

日
三
レ
菱 レーヨソ(ボフー)* 雪めがね15(高処用) ヨ

好日山荘10 70 大阪(水中めがね式)"

15ゴーグ ノレ 水(ハイゼ、,クス) 井化学*150 三
リ

山晴社を経て藤倉ゴ雪めがね 15 エフマット 800
ム**(水中めがね型) サープ用として兼松洋毛*,池田商店* セ ータ(Vエリ) 200 レナウソ*1 2Ⅸ)15 準備したもの登山用ズボソ 事*ナウソ1ノ

ツ 600ークタ 15一
3 クーリー用ツヤシー 業*(カシ 化成^

400
肌着(カシミロソ) め

ソ
事* 京大北門前がねナウソ 250

400 サ 岩崎めがね店(レナウソ)
絹業協会*30ラ絹 ブマ

33

32^



...^^^^

....

AACK 時報 NO. 2

時報 NO.2AACK

材質お よびその単重 製作 所ヌ 1名 購入先数量
口

或は提供先 備そ
供
剛

の
先
)

び
提
段

考所ヌ 1 口口作
入

(gr)質
入
寄
一

一
重

鯉
購

購入 先(*寄贈)材
購
(

備

1 (*:寄贈, 値段割引き)先(*寄贈)
**単

(
先
贈
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,グ大 300 倉'レビニロ ソ8100番* 京都口口 沢製作所キ十ソノ、スノ、山晴社を経て,藤倉
、
シ
と

、

一
も (

ゴム** 20030ノ」、1 500 " " "70ズ
北野神社内の古着店

゛
.
、ラキ々 ユノ

200150グ 東京好日山荘80030 "、、

布
ス
袋

毛
ソ
手
ヤ

1 5004
 
1
 
3

ベ100 ル
用
通

30 旭化成(カツミロソ 一
クソ

手袋)* 800雪
普

ノコギリ5030
都一沢製作所

..」ー、

ニロソ8100番)*倉レ(ビ 80050030ケ上ソ

50100ヂ゛

ソノ、

2)登巣用具

伺装備共 ピトソ(アイス大)B. 2005
 
5
 
0

チ,ゴリザ残品

霽営用具 (アイス小) 1501) ー
ノ
ー
ノ
ー
ー

ーロソタテ:*

150d l03本/in (マウェル)ラ
鷲

100
、

(
紡
人
紡

イ
一帝

鐘

口

) コ:ートロソ荘
)

5 000 山
卜

2 好日
.

7002
3

イノレ京 アイス東
(

卜 ノ、
ソテ
人

150d l05本/in処
2

高
テソ用 450組織2/2ツィル, ソ 』:フノ、

赤色 カラビナ(普通) 0
 
0
 
0

120

企上 ソツ帝人テトロ ωソグ付) 120
11

竜人(テト研究所(試織布)* イルは6 0004
3 人用 賀スキ700 :

ナ
テ
了

一*タテ:テトロソ ク卜ス y

(テトロソツィル) 10od 82本/cm 東洋レーヨソナイロソ原糸*ソ30m 森工5
4
2 100ザイルナイロ 11ミリ

:ートロソヨコ

150d 38本ノCm 40m 2 700 " n "

2/1ツィル,オレ ブイックスロープ
ソジ色ノミソブー 20omX3 倉レビニ戸ソ原糸* "

(クレモナ) 6 ミリ
入り

9 ミリ 20omX2 b リ

タテ:ビニロソ京都一沢製作所 20om
ソ長繊維)* 3 ミリ 梱包に役立つb "

6,000 倉レ(ビニロ 長セソイ XI01
3 人用 70d 118本/in
(ビニロソ長繊剤t) 倉レクレモナコード(8ミリ 2本はチ,ゴリヨコ:ヒニロソ シゴ' 10m 5 3,000 大阪好日山荘ナワノて

踏板は神戸製鯛* ザの残品長セソイ
70d l02本/in 3004

5
チョゴリザ残品、

、
、
多

ア ブ

組織2/2ツィル, 1,200 倉レ(ビニロソ8100番)瑩 京都一沢製作所リキス ソ
オレソジ色

浪速金属*,大阪好日ビ
し
年
作
1
訓
1
ι

20色
々
も

2,000 神戸製鋼(1.4ミリ硬質アル^
ノ
ー
ノ
丈

イ コ豆
山荘ソカラコルム)* ,

用
の

店卜中野テ ソ5,5Ⅸ)帝人(テトロ3
人用3 1000 一沢製作所20旗

プ
棒
機
車
ソ
竹

赤
Z

ソ
厶

卜 「テ
力 バソプー2組入 505

5
荘
)

テ山
卜

レラ 日
ソ
好
テ

コ
東
(竜人(1生研ず所(試織布)、

6 5003 神戸製鋼1.4ミリ硬質フルミ*浪速金属*9004 人用 用 5本は不足フイ クスソ

(テト戸ソツィル)
゛
、色

り
燈
入 東京好日山荘10 0001捲

滑
ワ
細
ス
、
ソ

京都一沢製作所 上

倉ν(ビニロソ長繊維)*4 人用 6 5001
 
3
 
3

1 0004 "

(ビニロソ長織維) "企上
倉レ(ビニロソ8100番)* 1 00010 大阪好日山荘4 500 力

キ¥ラバソ用テソト
1人用(ビニロソ) 東山二条上ル竹屋1010Wリ ソ(

地
紡
ト
(

洋
ソ
レ

東
テ
倉

4 000
J '、

1人用(エクスラソ) 芳賀スキ5 500 一*4
4

キ
ロソ 8100番)*7 0001

1
6人用(ビニロソ) 大阪好日山荘300ノレ

東洋紡(エクスラソポプリソ6 0Ⅸ)
リ(エクスラソ)

ク
卜

ち
テ
こ
ソ

の
用

り
り
な

3)炊事具,燃料"
ソ81Ⅸ)番)* と8,000 倉V(ビニロ1

8人用(ビニロソ) る
プリムス ノズル調整器つ永ソコソで購入10 1 450
ケロツソストープ き主色"

倉レ(ビニロソ 8110番)*8 000 プリムスプロノミソボー
ー
 
4
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5
5
4
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クテソト6人用 800"ノ、ーづー^青色(キーソハ υ
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ソ

"800
ーと云ふ) プロノミソボソベ卜ル 10,000青色,クーリブ

:二

ツ
ク

"

(5kg入の プロパソの量は
用テソトに改造"

倉ν(ビニロソ8110番)* 充分であった卜 1 3Ⅸ)゛
 
2

" aokg 入り)
C
/
,
フ

0
 
5

25,000ソ
7

ラ

赤色
プロパソ流量調整器

"

倉レ(ビニロソ 8100番)* 5002
 
3
 
2

1 000 1961年ビル々の1.8×1.8mリ
ーソト 充坂器11 540中野テ 時のもの帝人(テトロソカラコルム1 4003

2
用
用
人
験
3
試

京都一沢製作所
フ口- C/ート テトロソ,エク 5 000ソコソロノ'、

東洋紡研究所* スラソ等試験用1 5Ⅸ)
4ケはチョゴリ力布を短冊型につ 大 阪1 000 ス*8ナ ガ

一
、

ガ'、王島'11
なぐ
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1
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2

年のマナスル隊は過去3年の経験から,マナスル氷河11

無線機関係について に固定通信網を設定し,これと移動局を組み合わせたリ

通信網によって連絡を完全なものとした。地形からわ
井化学*三 平 井 正 りだして完全な通信網を設定したのはこの隊がはじめ

11

てであるが,これは特殊なケースであり,はじめての

1.無線機)
ツ
.
フ

り
り

1
1
入
入

1
2( 山には一般に通用しない方式である。また1954年のデ"

卜寸
ミ
布
ケ

レノ

大阪好日山荘 シオに率いられるイタリフ隊はその豊富な遠征隊費用ヒマラヤ登山に無線機を使用することにより,各キ4
5

ケ
日

゛
、ノ

を無線機の方にも注いだ。すなわち,全世界と交信で十ソプ間の連絡は完全になり,ひいては登頂の成否をソソ1

きる強力な固定局をアスコーレに置き, K.のふもと,ツウラス飛ーツ店 も左右し,時に人命を救うこともできる。それだけにナ:ノノ、ーー 3
ソピソグガス)(キー それから中間ベースキーソプになる第4キーソプの固無線機の高信頼性,小型軽量,取扱いの簡単さ等が要"

50ソボソ 荘ブ夕 山秀 定局と連絡をとった。そして隊員相互およびキ¥ソプ求されるのである30010OC/S夕
丸善石油*メ

間の連絡には出力 0.25 7 、,トの移動局(PRC-6)を近年の主要なヒ々ラヤ登山隊は殆んど無線機を携朽4 00096缶ケロシソ(41入り缶) 京都兵庫燐工* しているその 1例を第 1表に示した。このうち 1956 使った。これもほぽ完全な通信網を山に設定した例で202,000々,ゞチ(寸六型) ク**東洋戸ーソ
200100ーソク(50号) .

各国登山隊使 用主無線機D口 "

300200(30号)
工*鉄 2)

木高 重
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無
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頂
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量
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線登
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m
)

最
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使
々
用
度
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二
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ブロパソナイロソ末 1 0005
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おおむね良好,サ:ニベレスト ハイ社ソベ用ラソタソ 英1953 72 フ,320 3kg 成功 ウスコルから通信1
 
1

(8888m) PTC-122400
ボソベ充坂器 不良

1 000 ナソガノぐルノミッ ドイツ・オー テレフソケソ社 おおむね良好だがーナー
゛
"
、特製 150
ノ

リ
ト(8125m) ストリフ合同 TELEPORT一Ⅱ 全体で2台しかな

かった

4)雑 NECナスノレ「才
2.736 5Ⅸ)* 雑音多く不良日リ

(8125m) JSCR・536-F
1 2Ⅸ)2

1
ネバカリ(50kg)゛

、 K2 レイセオソ社ノ

米
伊
英
仏

37 000* 余り使用せず900 リ
(8611m) PRC-6(20kg) '工14*" 生資 強
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秀
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と
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通

固
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な
と
の
信石けん各種 K2

福井亀之助氏の 1954 成功48 3フ 740υ こ
(8611m)御好意で1ケ2050300錠前と鍵

ハイ社チョゴリザ芳品 カソチニニソジュ1955 71 37 500* "おぉむね良好1 6003
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ソガ(8585m)無線機 PRC-6 PTC-122T-1型業*松下電器産600ナル T-1 レイセオソ社カノレーF-10OP型 ^

機*"ナショ 富士通信 355 7 40011 "
(8470m) PRC-6600富士通 耐寒用業*松下電器産 東芝 ZS-1342A 完全なる通信網で200300

乾電池単一 ナスノレ^
19561
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43.85 3 .5を電気通信大学 フ,200 "優秀,登頂隊用無日1
 
,

(8125m)15040 で改造単
単
一

線機は不良二
三
用
ダ

100100 おおむね良好だがよこベレスト,ロPQ-114型 陸軍 SE-101 型 フ,870 不明りサウスコルからのイ 不明ス ス"
ーツエ(850lm)帯

レ
1 500携

テ
1 通信不良

T-67型。
フ

コ

1
 
1
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5
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あるが,強力な財源がなければ不可能であろう0
_般の場△には市販あるいは特註で製作しても

AACK 時 報 NO. 2

ABC から C までナ、ン,ナルT-1型と併せ使用しナこ
ξ,出力が大きい判にはT-1型と同程度の感度し力よ
C より上ではすべてT-1型を使用したく,

ナッ,ナルT-1型の最大到達距離
ABC(50Ⅸ))-C.(5,20の

直線距離約6km

山'又よ百線距離にすると約5

km あるが感度明瞭であった)

らう

]_ソリ隊が,ヒぐラヤで本

、と煕われる。従来のものに比しての隊であろうと思われる。従来のものに比しはじめての隊であろうと心、われる0 」

、よじめて,ヒ々ラヤの頂上から無線機でナ世界ではじめて,ヒ々ラヤの頂上から無線なる。世界でし'.、、,気楽せたという快挙は,どうしてもこの 1気楽登頂を報らせたという快挙は,どう

ころである0らでは到底考えられないと
今回持参したのは次の3種類であった0
ナシナルトラソッーハー T-1型

8台(4対(27.112MC)

一士通仟機トラソシーバー F-10OP型
(27.040MC)

(55MC)PRC-6

Transmltter
(トラソシーメーとは

くみ合わせたもの)

富士通のトラソジーバーはナ'ン,
は劣ったが,キーラバソ中に使用

ルウェーブラジオである

T_67 型の感声はよく,日本の短波放送もキー'、
、たし,またラジオハキスタソが報ずるサルト戸

向けの天気ル',,.,_114型を使

し,現住民の民謡,肖語の採取等に大いに役立っこ
、,サソドストームのために往路半はにしてモータ部
に故障を生じたことはその取扱いが不充分であっこ
、とによるだけに一層晦やまれる
以上簡単ながら,無線機,ラジオ,テープレー
こいてきi1した提供をうけた松下電器産業"
富士通信機K.K.にお礼申しあげる0

こ応じた柔軟な食糧計画を必要としたそのために

①低地食 i)スカルド~ゴマ間

ii)ゴマ~B.C間(峠越えを含む)

②高地食 i)ベース・キーソプ食

ii)高地食(攻撃食を含む)

iii)予備食

の5つに分けた。

パキスタソ側は彼等が独自の用意をするということ

になっていたので,殆んど考えなかった。ハイポーター

に対してはキーラバソ中のために,砂糖,ミルク(粉),

紅茶,高地のためにはその他,アルフ,一米,乾ハソ,

ジーム,バター,飴,肉類(羊のべーコソ)を準備した

クーリーにはゴマより上で支給する砂糖,ミルク,茶,

を準備した。これ等の他に求ーター,クーリーに与え

るようにハキスタソ政府により規定されている,グル

(豆),ギー(油脂),イソド米,岩塩,唐辛子,タバコ,

々、,チはラワルピソディで購入して空輸したこれは

スカルドの F.S. D.(軍食糧供給所)で購入出来るかは

つきりしなかったことと,スカルドの物価はピソディ

の数倍することが分っていたからである。フタ(小爰

粉)は,サリソとゴマで買入れた。なおF.S. D.では

良質のアタを 10okg,乾燥玉悲若干買った。

結局日本より持参した食糧の総計は酒,タバコを含

めて約1.5 トソ,ゴ々出発の時の食糧重量(遠征中最

大)は約 3.3 トソ, A. B. C.に集積した量は約 1.1 ト

ソとなった

1)スカルド~ゴマ問の食糧

この閻は現地食を主体にした。三食ともチ十ハティ

のことが多いチ"ゴリザと違って幸い良質の7夕が

村央で手に入った。焼いたチャパティも油で揚げたプ

ラタも美味しかった。ただゴマで買った(実際はガガ

ルから)のはフスマが多く質はうんと落ちたおかず

は卵,鶏,羊の料理が多い。肉は固いが,まあまあ食

える山羊乳,粗製ヨーグルトのラシーなど,よくピ

ースの空缶と交換して飲んだ。

往きは果物はなく干杏だけ,野菜も少ない。加膿さ

んの指導で,菜の花を摘んで一夜漬にしたり,大根の

間引菜,野生の葱を潰物にして食ベた。これは好評で

保、もきき, A. B. C.まで持って行って食ベたその

他タソポポの根,行者葱,葱坊主など野生のものの,

いろいろな食ベ方を教えて貰った。こういったことは

若い吾々には,殆んど欠けてぃることだ。今後大いに

学び実行す可きことだろう。スカルドで,加藤さんの
釣った魚は干して持って行った。

現地食の是非は随分論じられてきた。今度の現地食

では,多分反対意見は出ないと思う。割合良質のもの

が手に入り,手に入りにくぃと考えられるものは準備

をし良質のアタ,ギーなど),それに,コ、,クのタキ
が'ム心で上手だったからである。
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ノ、ノ、ノ、ノ、ノ、.ノ、(ノ、ノ'ノ'^

ただ,どうしても往きは経費節約の点から,卵や肉

類を充分に買わない傾向がある。高度も低く,身体の

調子も良い時に出来るだけ栄養を摂っておいたがよ

い山に入ってからの体力に大いに関係するからであ

るキ十ラバソ中に消耗することぐらい馬鹿なことは

ない。金額もしれている。キーラバソ中はうんと御馳

走を.グこれは私の得た平凡な結論のーつだ

とるに足らぬことだが,現地食にも欠点がある日

頃慣れてないものを食ベるために,腸内細菌が適応せ

ず,放屁が多くなる。これが実に臭い。パキスタソ人

が殆んどやらないのは不思議なぐらいだった。

2)ゴマ~B.C.間

ゴ々からビラフ*ソド下の B.C.まで部落がないた

めにクーリーの食糧は与えねぱならないと考えてい

たところがこの3日間の行程はクーリーの白分持ち

ということになり,食糧,経費の面で大助かりだっ

たクーリー用に用意した,ミルク,茶,砂糖はサー

ブと飛ーターに廻した実際これらの飲料の消費は物

凄い。サーブ,飛ーターも B.C.までは現地食でまか

なった。

ついでにクーリーの食事を述ベてみたい。アタを薄

焼のチーパテ心厚焼のノソ,ヌギーを混ぜて炊いた

リ,水と塩で煮て固いのりのようにしたりして食ベ

るまた麦こがしを水で練ってツァソパ風にして食ベ

ているものもいたギーを持っている者は上等の方

だ部落にいれば山羊乳や,ラシーというヨーグルト

を飲む。羊や鶏,卵を食ベるのは時々らしい。時には

チベ、,ト風のバター茶を飲むものもいた。ビラフすソ

ド・ラ越えでは,規定どおりのフタ,ダル,ギー,

ミルク,砂糖,茶,タバコを配給したダルはギーを混

ぜて煮る時には7夕で,バラエというスイトソを作

る米はギーと塩と唐辛子を混ぜて炊く日本米でも

結構美味そうに食ベる。朝飯は普通ミルク・ティー杯

のようだ干杏はたいてい持っている果肉を食ベ,

殻を割って種を食ベる。これは貴重なビタミソ源にな

つていると思う。実際診療していて,はっきりとした

VBb vB2, VC,不足の患、者には出合わなかった。ア

夕にプスぐが多いのもかえって良いことだ。しかし全

体的に驚くほど粗食でそして強く,耐寒性も充分だ

栄養学的に詳しく調ベたら面白い結果が出そうな気が

する。

3) B.C.食,高地食,予備食

隊員用として, B. C.食,高地食を各300人日準備

した。15人日分が完全レーシ.ソになって 1ケの力ー

トソ・ボックスに入っている。 1 力ートソは約 15.5kg

である。完全レーシ,ソの他に B. C.食には 4 力ート

ソ,高地食には4つのワイヤーバソド・ボ、,クス(各

30kg)のサプリメソタリ・寸ミ.,クスを用意した。この

中には,唱好品,調味料,その他劉一的なレーシ,ソ

AACK の一征が度を重ねる毎に食糧も改善され

来たこと力く綴られ

スペデ'シ,ソはその国の産業の発達におうとエクスペデ'シ,ソはその国の産業の発達におう
傷ヤ声,に大きいここ数年の日本の食糧産業の
達は著しい特に時流に乗った,いわゆるイソスタ'

ト叩一基づき,今までに

失敗しナこ,゛を改,ーな

つてみた0 、

食糧計画の基本は,これまでの遠征と若千異っ'
こ、ーブソド.ラ越えの長大な輸送があり,そ

メガ

3A

3 "、

とReceiver を

斉

ナルに比して性能

した PRC 6 は

條 惇 生

^ 38

39

つて

ル T_67 型8石2バソドのオ

コーダ

ー:.ノ'、ー^

プ一

ソテ

ナル

^^ニ.

メガサノ

ツ・オース

0メ、サイク

食糧にっいく

」
」
つ
ラ

、

'
゛
一

"
、、

用"

、

゛
、
、

ラ

一
プ卜

、
、
、

、
一

ラ卜.、

ナ

、
つ

つ
よ
、
一
ア
 
0

も
る
^
の
る

、
、
し
な

も
イ
見
し

る
つ
な
む

用
で
り
表

上
信

ま
1

以
^

あ
第
り

ノ

よ
る

等
ら
事
い
、
、

さ
力
小
帯
の
波
賜
短
利
超
ナ
ら

ソ

る

ノ

,、

ラ

者後 ヨ

2

、
、

あ普く持を

.
一
,

、
、L

、
.
留
,
 
5
 
い
は
発
特
そ
と
親
登

と

j

gk3
ノ

リ卜

ワ

り

ー
キ
、
,
ナ
吏
ヒ
と
、
 
R
C
 
占
管
し
れ
温
あ
の
夕

.

メ05

ラ卜

く

゛
,゛

1

0

さ

る

ソ



こ,峠越えの作戦の変化,偵察隊の行

時報 NO.2AACK
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復があり,殺したものが時々 A.B.C.や C.に届いて1
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た熟しすぎたり,日数のたった杏は,病源菌が附着1
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25gいたけし
兵

系列に分けてある0
繁殖しているようだ240g予備食は 5 力ートソ・ボ・,クスで,米,ミノ'ハ' 糧丸ノ、,

持する心
、くで,最低生きのびられる線で,アレソ ジ,イソトという点から,ハキスタソ・メソバーの若干チ一才

調味料などが主で,
ソ

事も述ベてみたいハキスタソ人は一般に食物に関し最高キーソプに用意した食品(8人日)寒冷ストν、'卜ヂしてある。
A. B. C.の間は,ト

;
極めて保守的である豚肉は勿論食ベないし,酒は飲(単位量)数(種類)る
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(金」林.平井.高村.上
_.く、れに当り,写真に関しては他隊員に優先す
る事。

上尾が撮影8mm映画は登撚に入るまでは林,②

し,以後は全隊員で撮る事
オプッ_ルレ飛ーターは全期間を通じて同一
ルムで撮り,他隊員もなるべくこれにょら
う東

とするが,
)カラーフィルムはネガカラーを主力

^.りノ、^

オブッ_ルV飛ーター人分だけカラ
サルを用意する事

カメラは原則として各自所有しているカメラ
_ぐハ_レして持って行く,ただし会社より貸
与されたカメラに関してはオブ'ツーノ't-

、ここ自全期間を通じ必要と
照われるフィルムを分配し,各人の貝任にお'
保廸せしめ,分配後残るフ'ルムは,サル
、リ登頂後他の山ヘ転進出来る場合にそなえる

頂上でのカラー撮影はコダク戸ームでおこよう

8)現地での現像はおこなわない事
ラ,ブイ

9)ハキスタソ側隊員のためには特にカメ
ルムとも用意しないこと

ゴリザのルムはチョ
⑩ブ'ルム,特にカラーブイ
時に比ベて節約する事

(ASAI0の
⑪黒白フィルムは Fuji Neopan

(ASA2卯)に統_する事。ただし Neopanss
も少量持って行く事0
レタ_は全カメラにY., UVを隊で用意す⑫ フイ

る事

B 遠征を終っての反省
フ'ルムの登録,検閲に関してa)

以髪の一征隊ではフバルムの種類を出来るご①

限定する事0

時,批録するフィルム数にサバを誕むな

全彰者別にせず撮彰者別にせず

種類別にする事
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150 150

FNSS35

FN S35

缶

イ

Ⅱ

ノ、

ガガルーーB.C.間

イ

ル

ノ、
.

ニコレックス

8不調

スキムミルク

ノ、

缶

イ

ノ、、

"

450

450

450

120

375

150

120

ノ、

クーリ

2Boxes

イ

600

630

600

120

450

150

140

_用(ゴマ~B. C.間)

270人日 X3日=810人日

口

口口

イ

.

砂

紅

スキム

④出来るだけ現地(相手国内)で現像処理する事。

5 検閲方法は入国時にぐわしく具体的に聞いてお

<亊

b)撮影結果に関して

1 ネガカラーは蔽プリソトをする時には黒白,カ

ラー両用出来て便利であるが,スライドを作成し

た時,発色がカラーリバーサルに比ベて相当落ち

る事(コダカラーでも同様)

②国産(富士)のカラーリバーサルはコダク戸ーム

に比ベ決定的な欠点はない事。

3)カメラは出発前にあらかじめ撮影し良好な結果

をたしかめてから持って行く事。今回はニコレ、,

クス8がヒソボケ,露出ムラのため貴重なシーソ

を失殿したこれは当然の事だが出発前は忙しさ

糖

ノ、

ミルク

一箱は盗難(わ一箱は)(実際は食糧%消費した

ク_リー用(B.C.-AB.C.間)
30人X30日=部0人日

AACK

4Boxes

キムミルク

500

630

240

時報 NO.2

にまぎれて等閑にする事が多い。特に注意するこ

と

④高所では撮影者(特に映画の)に労力がかかりす

ぎるから,出来るだけ多くの隊員で多くの場面の

撮影をする必要がある事。

⑤合同遠征隊の場合,相手側から要求がなくても

カメラ,フィルムは相手方の分も用意しておく

事

⑥ポラロイドカメラを持って行くと偵察,新聞社

への現地報告などのため有効だと思われる事

以上で今回の遠征の写真に関する覚え書を終るが,

最後に今回使用したカメラ機材,材量等の一覧表を付

しておく

隊員名

四手井

500

450

200

加

500

640

240

林

FNSS35
FNSSS35
FNSS16
FNSSS8

隊員別写真機材

ローライフレックス
スーノぐセミイコソタ
ゲバズーム8

キ ノ一

藤オリソパスペソS
(頂上用)

双眼鏡
(キ¥ラバソ中)ノ、:ノ

斉

スヘソ

平

レソズ

^

井

その他機材

キーノソRP {

谷
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1触体)1使臆フィルム種類

230FNSS35
.____^^

210FNSSS35

釦FNSS120

2150FNSS16

13FNSSS8

フ

イ

AACK 時報
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征隊用フバ

8

備劃1
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サレトロカンリ京

カミシモをぬいだ話、、

1.サノレトロ雑感

2.サノレトロコ米レ話

NO. 2

ノレ

サルトロ雑感

ーハキスタソの人々ー

時報CK NO. 2

覧表ム数量

沌訓凋一触フィルム種類

72100FCN35
___ーーー^

1920FCN120

3030FCR35
___ーーー^

410KCN35

810KCN120

10KCR120

今度の遠征隊は日パ合同隊であったジ,イソトの

相手はカラコラム・クラブ(Karakoram club)であ

るハキスタソの登山人口は大きい山があることに逆

比例して少ない。登山はマイナース求ーツである最

近は軍隊が登山やスキーの訓練を始めているそうであ

る今まで他の国の遠征隊がジ"イソトをやっている

相手は主として軍人である最近は市民の登山団体と

してラホール(Lahore)にクライマースクラブ(CH・

mbers club)というのがあるが,カラコラム・クラプ

の連中にいわすと,あれはハイカーのクラプだとい

うハキスタソでは登山というよりハイキソグに類す

ブ

四手井綱

49

'に、

サノレ

→ナ、ノレ

う人々に度々出会った帰路訪問した原子カセソター

でも,所長はじめ所員は殆んど彼のお弟子さんか,孫

弟子であった。ラワルピソディで挨拶にいった文部次

官も彼の教え子で,登山学校に財政的援助をするとい

つているが,一寸も具体的に進まないので,よく話し

ておいてほしいと依頼されたりしたハソターから山

登りに入ったと自分で話してくれたが,小がらである

が仲々達者な老人である。 AACK とも古くから接触

があり,今西錦司君がはじめてカラコラムに入った時

以来で,スワートの藤田隊,松下隊も彼と同行してお

リ,チ"ゴリザ隊からも装備をゆずりうけている

ベグと二人でカラコラム・クラプを動かしているも

う一人があるゼネラノレセクレタリーのハイヤ.ゞト

旧ayaり氏である彼は貿易商会を経営している日

本の商社の代理店をやってぃたこともあるらしいヨ

ーロ、ゞパへも行っており,パキスタソ人としては進歩

派にぞくする。パキスタソではどの家庭に招待されて

も奥さんがパーティには顔を出すことはないし,お顔

等出さない。ハイヤヅト夫人は皆といっしょに食事し,

食事の前にはカクテルが出た。彼はラホールでは二番

目のワルだから注意しなさい,しかし君達はお金をも

つていないから心配することはないと,ラホール駐在

のM商事のS氏がしんらつな批評を話してくれたな

かなか活動家である一昨年高村君と二人でベグ,ハ

イヤ・,トを相手に合同登山の打合わせをしていたとき

のことであるクーリーが事故死したときの補償金は

分担できない,しかし安くなるように交渉すると,思

いもよらぬことをハイヤ、,トに言われて二人とも7然

とした AACK もこの程度の人物を養成しないと合

同登山やるのはむずかしいなと思ったことであるこ

のハイヤ、、ト氏を相手に渡り合ってわが隊の会計をあ

ずかる人文科学者は,立換金をとり上げるのに成功し

たのであるから,そう心配したものではないかもしれ

ないハイヤ、"ト氏はラホールの旧家であると自称し

官辺筋にも知人が多いといっていたが,ハキスタソ隊

がおくれて山ヘ入ってきた時には,ラワルヒソデー

(Rawalpindi)から空軍の飛行機を出してもらってス

カルド(skardu)までとんでいる帰りも彼等は荷物

をスカルドに置き放してかえってしまうたが,これも

空軍の飛行機がとりにきた丁度その時,私達も飛行

トロの反省

ト戸新兵の言

備考

FC8

るものが盛んになりつつあるようである。一日に何1哩

を歩いたとか,何哩の行程を何日で通ったというレコ

ードがスワトー辺りの峠越えの贈で行なわれてぃる

とにかく,カラコラム・クラブはこの国最古の最大

のクラプであることに間違いはない。アユブ・カーソ

大統領が最高のパトロソであり,フソザのミール等も

パトロソとして名前をつらねている。副会長が二人お

リ,一人は K2 へりエゾソとして行ったアタ・ウラ

(Ata・ula)であり,もう一人が今度パキスタソ側のり

ーダーとして参加したベグ(Beg)教授である。会長は

昨年の夏行ったときのミーティソグでも会えなかった

が,西パキスタソの教育長をしている人で,若い時は

クリケ・,トの選手だったという。登山家ではないがス

求ーツの世話をよくやくし,ベグさんにたのまれて会

長をやっているといっていた。帰路ラホールでお茶に

招かれたが,立派な屋敷で,庭内に果樹が沢山あり水

牛の親子がかわれてぃた。

ベグ教授はパソジ十プ(punjab)大学のイスラミャ

カレ、,ジσSlamia c0Ⅱege)の副学長というような地

位にいる物理学の老先生であるイスラミフカレ、,ジ

は數あるカレ、,ジの中でも古い有力なカレ、ゞジで,彼

の數え子はいたるところにおり,なかなかの有名人で

る飛行場のロビー等で,ベグを知ってぃるとい

^ 48
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場でヒソデバ行_たばかり

AACK 時報 NO. 2

.クラフの財産である装備類一切をも
つて来たとい

ているが,今度は極く一部しかもって来ていなしそう

だとキャプテソの話 K2 寸画に大変な執心てある

話はかわるが,ハキスタソ人は人使いがイ巾々うま

い。これは日頃召使いをつかって生活しているせいら

い、。どうして同国人をあんなに差別できるかと思う

ぱ'かりである。テソトの中を一寸整理するにもその都

度飛ーターを呼びっけている朝の出発の時間をきめ

ておいても,ゆうゆうとクーリーを呼んで荷物をつく

る時間が未てもおしゃべりをしていて仲々腰を上げ

ようとしないのには全く閉口した。登頂がすむと,ベ

グはハ例の隊員を引きつれて,さっさと帰って行った

ので彼等と行をともにした日時は比較的短かったが,

風俗習慣のちがう人々との合同登山は,いろいろ問題

があると思、う。

小生も ABC で2週問余りをパキスタソ人の中に 1

人ですごした。ほかのことは別としても,味覚のちが

いは,一週間でパキスタソ料理に引氾鳥を上げたハイ

ヤ、,トが世界一美味の米をごちそうするというのて期

待していると砂構の入った"い廿い御飯,カレー汁に

はトゥガラシが多量に入っている

つぎに,連絡将校のキャプテソ・バシールがいる。

小ガラであるが精力的に活動した忍達が最後の便で

カラチに着いたとき空港ではじめて会ったはやくか

らカラチに来て隊の手伝いをよくやってくれた彼の

話によると,ガッシーーブルムⅢ(Gasherbrum ⅡD

ヘ打くときいてカラチに出て来たというこれでみる

と政府はガ、,シーーブルムⅢを,汗可するもりでいた

ものらしい

トラベルの間,いつも先頭にキーソプ地について,

キーソプ地の選定,食料の調達等に走りまわる飛一

ターやクーリーも上手に掌握して全くそつがなく立ち

まわる今度歩いた谷が比較的豊かで,人々の気風も

おだやかであったせいもあったが,全行程を通じて殆

んどトラブルがなかったのは,彼の力量に負うところ

が多いまた一面未開の後進地域で,お役人とか軍人

のおかれている位置をまざまざと見る思いがする

彼にもいくつかの失敗はある BC でクーリー達に

負金を支払うとき,公定よりずっと安く支払おうとし

たクーリー達は hpA に訴えるぞ"といってモレー

ソ(Moraine)伝いに賃金を受けとらずに帰りかける。

この時,彼は少々あわてていたこれは彼が隊の経済

を考えて好意的にやったことであるが,彼の行過ぎに

はやまされたことも多い

頂が終ってから,他の小さいピークを試みたいと

いう望をもってぃたし,彼を通じて国防省ヘの許可

を求めてもいた。これは許可されなかったのであるが

彼はわれわれが強行すると思ったらしい。第2キーソ
ブでヒステリーを起こし,飛ーター達に,お前達は荷

物をはとぶだけだ,隊員の食事準備等はしなくてもよ

NO. 2時報AACK

し等といい出す。サーダーにわれわれの行動を監視す

るようにいい含めたらしく,クーリーを呼んでくると

先にキーソプを下っていった ABC で1週間ばかり

彼と2人きりで暮した時,せめてイソデd ラ・コル

σndira c01)のあたりまで行きたいと提案すると自分

も行くという。それまでに氷雪の技術を教えてほしい

と仲々乗気で,半日は'かりで2人で小さい支氷河を登

つて見たりした。しかしいざ帰るとなると,往路を 1

吋といえども離れては困るといいだすツフチェソの

向う岸までも行かせない。シアチェソ上流の山やイタ

リフソ.コル(1talian coD につづくテラム・シェル

氷河(Teram shehr GL.)を目の前に見ながら,将来

のことを思って引きあげざるを得なかった

彼の労を謝するため,カラチをたつ直前に残ってい

たトラソジスターラジオを贈ろうとした彼はどうし

ても受取らなかったこれを私達がワイロをつかおう

としたと,報告しているふしがある全く思いがけぬ

ことだった。これは異民族であるためではないかもし

れない。階級というものがものをいう軍隊にいる彼の

保身術であるだろうサルトロがなかなか許可されな

かった原因も,ほんとうは思わぬところに原因があっ

たかもしれない。

山の話より人の話になってしまったが,エキスペデ

イシ.ソでは,人問関係に相当な比重があるせいであ

ろう

以上の人々の外,マリー(Murree)でお口にかかっ

たフュプ・カーソ(Ayub Khan)大統領,カシミール省

のケー.エ、ゞチ.カーソ(K.H. Khan)氏,シーリーフ

(sh釘if)女部次官,外務省の工.・エ、、チ・カーソ(A.

H. Khan)氏等,いろいろお世話になった人々を思、い

出す帰路ラホールで訪ねた西パキスタソの女部大臣

が,上品な老婦人であったことはこの国ではめずらし

し、

50

サルトロこぽれ話

◎].日 600円の船賃

われわれは遠征の度に,たいてい船の御厄介になっ

てぃる今度も日産汽船の日産丸で,平井,谷,上尾,

斉藤の4人が約1ケ月,カラチまで行った印ハ航路

はあまり儲からないので,船は古い型が配属されてい

る日産丸は戦後の第次造船の船で7,000屯,最高

速度14/.,トである船賃は割引して賀ってひとり

15,000 円也

何度も出発時刻が延びたあげく,神戸を出発したの

芥
、1 -
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は月ソコ_トの姿が誰,ゞこ黒、ベレーに白いνイソコートの姿が誰ごだた黒いベレーに白いνイソコート垂だけだっナ、・、゛、_汽笛が

ご_、.、もやのなかに,米ーボーと饗きわた

'こξ,ペぺは別れの辛さでわが身を刺した

AACK 時報 NO. 2

と明治屋のジュースを飲み,

なっていた0

海水の風呂に入り汗を流

カラチにつぃてから御馳走を食ベらこ'J'、カラチにつぃてから御馳走・'べこ'J'

長が次のように語った
くれました。あなた方は「司厨長は実際よくやって
う当ヅ前だったら何のナ、んせ 1日 500円の割でしょ

香港に着くと笹谷が早速ラソ""こ

性を発押せ'こナく彼の歓待を受

,ここ广東から上海と,本場の中華料理ご

_、停泊しないもっとこの雑然として香港は一日しか停泊しないもっこ"'ル香港は一日しか停泊しないっごル
,悪徒と虚栄力W局巻いている奇柱なこ

._、が出る時,彼は大きな声で A・A"山、
ごわれわれはべペ頑張れ.ノと返えこと1叫んだわれわれはべペ頑こ

い食物だった

._、,ナこ大丸デハートを見に行っナこ0 卵,_港に最近建っナこ大丸デハートを見に行っこ゜"
、_、けたのと,探求心から電車は陪の二
ここ肥たオ、ゞサソ車掌がサア,ドゥゾ

ヘ,料金はいくらですと親切にヘ,料金1 本証でしゃべる!,一皮はかなりしっかりした日本語でしゃべ
切る1暇に1 、。人死んだね本当

して醜悪事でないと教えた Dは何事もなかったよう

に円月殺法を読んでいた

明日の夕方

戦後の日本では,バナナは高級果物になってしまっ

た。これを一度腹いっぱい食ベてみたいと日本人はみ

な思っている。

もともとバナナなんかは,南方では極めて大衆的な

ものだ。シソガ飛ールに着いたら,ある.ある,長い

のや,短いモソキーバナナが大きな房のままでどっし

りとぶらさがっている。 4人の意見は一致した夜,

裏街探訪に行った時,一軒の果物店に立ち寄った中

国人の店だ]00本以上もついた大きな房が900円く

らいまだ青い「いつ頃食ベられにようになるか

と開くとト"モロウ・イブニソグ」と言うそれな

らというわけで早速買いこむ船に帰ってから.皆ト

0 モロウ・イブニソグをこどものように待ちかねた

しかし,待望の時刻が来ても少しも,バナナは変化し

ない。一本むいてみたが,ゴリゴリ明くる夜も.そ

の明くる夜も,なでても,もんでも固かった琉され

たと気がついた時は,もう船はイソド洋上を走ってい

ハよ太平洋などに比ベると余り搖れないそう印ハ航路は太平洋などに比ベ U
ゞハ.、らしいものを感じたのは,沖繩の沖をだ事実船酔いらしいものを感じたの{"

門司を出てから卜νーニソグを始めこー門司を出てから卜νーニ' 0 こ
,三机,繩飛び,腕立伏せ,指のにぎりひ,三時から体操,繩飛び,腕立伏せ,指のに

、.、_番だが,ザソパーノは弱い口ーリソ飛びは平井が一番だが,ザソパーノはヨ'ー
こ飛びする"'
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に,ジーイ・ヒソディ(イソド万歳)と書いてあるそ

して道の要所,要所には必ず十字架が立っていた新

旧の支配者の象徴であるザヴィエル寺院は褐色の石

造りで,大きく,そびえている。案内に出た役僧は,

日本人というとにっこり笑った。彼の息は酒の匂いが

していたザヴィエルを埋葬してある所は,彼の像か

らすべての調度にいたるまで,金泊で塗られている

イソド人の老司祭が,ひとり祭壇にぬかすいていた

この寺には今はたったふたりしかいないと役僧は言っ

たそして.イソデd ア・ノーグッド,ポルトガノレ・

グ、ゞドと腹立たしそうに園つた

帰りにゴアの町でフィスクリームを食ベた時,その

店にふたりの黒い尼僧が,うつろな表情で坐っていた

のが,何かいたいたしい感じだうた

結局,私達が聞き集めたところによると,解放時の

イソド軍のやり方に,ノーグ、,ドの原因のーつがある

ようだイソド軍は戦争につきものの掠奪を見境いな

くやったらしいまた,ポルトガル人を三日三晩飲ま

せず食わせずで閉じこめたりした。他のーつは,今ま

で自由港的で物資が割合にあったのに,イソド領にな

つてからは制限されて,いろいろのものが極端に不足

してきている。どうもそのような点にあるらしい。

しかし,私たちの当った連中が,昔求ルトガル人の

恩恵を直接受けていたような人たちなので,全部の意

見であるとはいいにくい堀立小屋に住んで英語もし

やべれない,表情にくしい住民たちはどう考えてぃる

のだろうか

んとうに戦部はもう止めよう

一週間もたって,やっと2~3本色が変わり,食ベ

られるようになったそして次から次にどんどん熟し

た食ヘても食ベても熟れたガんだん見るのもいや

になってきたゴアに着いた頃には.黒く腐ったのが

5~6本辰れな格好で残っていた

飛ルトガル領だったゴアは,今イソド領だイソド

が武力解放をしたからだ鉄鉱石積出しの港であるゴ

7のモルムガオ港に着いたのは4月27日だった私

たちは,このゴアがどう変わったか,幾分興味を持っ

ていた植民地が解放されて母国に復帰した時.そこ

人たはどう受け止めているだろうか?

モルムガオの丘には,古い飛ルトガルの城があっ

丘は鉄分を含んでいるためか,赤茶けた色をして

る港の中に白い小さい軍艦が大破して浮かんでい

たホルトガルのである。邪魔にならぬからおいてあ

るのか,解放の記念にか分らない。

とこの住民はドラヴィダ系なのだろう,色が黒く,

も鼻も低い。船のワ、,チマソに来てぃる若いのに,

イソドはどうだと聞いてみた。意外に彼の答えはこう

たった

ブ、記に聿いたCはAに対

52

DOSUKEBE!

やはり,モルムガオでの話。ここの港湾労働者は,

同じような顔つきをしていても頭の刈り方,ふんどし,

腰巻などにいろいろ違いがある。同じ力ースト同志な

のだろうから,部落か,部族の違いを示しているのか

もしれない。昼の休憩にはゴロゴロ寝ころんでいるだ

けで飯は食ベない女の労働者もいる女を見たら声

をかけたくなるのは人情だ船員のひとりが,オーイ

ZIKIZIKI!と冷やかしたあれのことをこの辺では

こういうらしいとたんに黒い顔で鼻にアクセサリ

をつけたひとりがにこりともせす, DOSUKEBE !と

いい返した。これで,この勝負は彼女の勝ちになっ

た。しかし,ドクトル・マソ求ウの北氏が書いていた

が,もうちょっとましな日本語が世界に広まるように

願いたいものだ。

とい,私の飛ケ.,トから取った物を自分のポケ"ト

に入れる真似をして,顔をしかめた。

また,忍たちはオールド・ゴアのサソフラソシス

ニ'ザヴィエルのお寺を尋ねた行く道々にいたる所

0サムライ泰安

二度のつとめの左棲と心境を句に託して出馬さ

れた泰安副隊長は,世が世なら一城の主とのことであ

るこれは,私がこの人にざすがそのおもかげがある

と感じた話である
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ごい.病気は根性坐骨神経痛だ人かと心'つこ

、、こしい威じたこれは十二指腸虫{小さく,いたいたしい感じたこれは十ニロ

◎口本の薬はすばらしい
水もきれスカルドは突に快適である0 匝Uよ涼しく,
サソドス

、だ山も近いたナ,,午後,決まってバ

中で,平外と私がいちばん最後までここに補隊員の中で,平,十と私力丸'ちばー"""'こ

彩をジ_プで送り出す役をしたのである0

もう,ここ_、、してあの抽院

Ξベと,升療代は無料だが薬品が不足していく椚ベてみると,治療代は無料だが薬叩が"く調ベてみると,治.,・、父ご、'

く野は聞いてぃたが,本当にそのようだ

ハキスタソ人と賭をするなかれ

'.ナ、との、とである中国人は面子僑も太刀打ち出来よ、、
じ約東を守るのに対し,イソド商人はそう'う
ソ、と戸八寸こ前小屋のハソジーブ大手での、とがないと田八寸こ前小屋のハソジーブ大手、
下.こると,賭でも同様に朽いそうだ負けてもよん験によると,賭でも同様にUいそうご

,私途にすぃぶんわずらわしい思いをさLた

分の方が本当は勝だからといって,判定がどうあろう

と払わないと頑張る。

このため,隊員の間でも大尉の勝,平井の勝,いや

勝負無しとずいぶん議諭がつづいた。スカルドに帰っ

てからも,大尉はこのことをすぐ話題に持出す。英語

の議論となると平井力丸、くら頑張っても途中でつま

る大尉は日本人に対して唯一の優越感をもたらす語

学的優位を思、う存分楽しんでいよいよしゃべる。

そしてこういうことになったカラチで牧内さんの判

定を求める但しそれで平井が負けたら1000ルヒー

払え,大尉が負けたら 100ルヒー払う。ぎ'うき'う

しく交書を作って両者のサイソ私まで立会いとして

サイソをした

1000ルピーと100ルヒーの差の根拠が面白い平井

は一度負けたのに大尉が特に再審査を認めてやったの

だから,もし平井が負けたら520ルヒーの2倍大尉

は一度勝ったのだから今度負けたとしても100ルビー

でよいというのだ平井に負けたら本当に払うのかと

ⅢK と誰が払うものかと,こっちもこっちである。

結局カブチでは牧内さんの作戦が効を炎し,うやむ

やのうちにさようならになってしまった。打明け話に

なるが,平井夫人よりのあとからの手紙によると,前

の手紙とちがって,本当は酒呑みは大嫌いなのだそう

だ私は平井夫人の本心のためにも金を払えといって

平井を1羽らせた組だった

.

ジーか

どんなレディかと待っていると,、"こ
、、ヨ人だなるほどνデ'には違いなれた40過ぎのご婦人た。なるし、イこ"'

言、かし,そのご婦人にとっては一大決心、ぞと夛うしかし,そのこ4而人にとっー'
を要することだ。異教徒の男の前に'ご'
らすのだから赤ん坊のように身体をちぢ'身をさらすのだから赤ん'j '、、.'_

時報 NO.2AACK

1本で賭が始まったみなぽちぽち女っ気が恋しくな

うていたのだろう女というのが多く,男というのが

少なかった。サーダーに聞くと言下に男だといって,

その子の帽子をとったやはり男だった子供達も事

情を知って笑った遠征四回のベテラソ岩坪が,この

辺では子供でも女は側に寄って来ませんよ,と説明し

た勿諭,彼は男と賭けていた

4人のおちごさん

サリソでクーリーを選考した時,約4~5倍の志望

者があった滅多にない現金収入にありつこうとみな

必死ガリエゾソとハイポーターが,声を枯らし棒を

振り廻して選り出した私達は彼等のおかげで,この

光景を写真に撮ろうと,走り廻っているだけでよかっ

たこの時,隊長達の小間使いを連れて行こうという

ことになった見物の中に,カパノレーのハイ・スクー

ルの生徒がいたその連中にあたると,是非行きたい

というのが数人いた選択の結果,色の白いやせた背

の高い兄と,やはり色白の背の低い弟の双児の兄弟,

その友人のゴマ出身の色の黒い丸顔のへダールという

のがまず採用されたへダールの顔付'が阿修羅に似て

いるのでアシ1ラと仇名がついたまた人チヨタ・

ワラ(小さい奴)カガ扣藤さんのところに来て, 1ShaⅡ

go W北hyoU といった加藤さんは,熱心さと英語

が出来そうなのに惚れこんで,これも採用に決った

このチヨタはシェラリーという名前だカガ川藤さん,双

児の兄貴は四手井さんのおつき,弟は林さんの三脚と

カメラ持ち,フシュラは上昆の写真道具と救急薬箱持

ちになった

隊員の中には,装備,食糧,賃金の問題がうるさい

からと反対の声もあったしかし,まあまあ,これ位

の余裕もあってもよかろうということになった。彼等

はついて行く間学校はサ飛ル訳だ行くと決っても別

段,対岸のカパルーまで荷物を取りに行きもしない。

着のみ着のまま,裸足で一緒に歩き出した。

出発して間もなくすると,彼等はタバコをねだりだ

した]2から16位の年の連中だ日本国の刑法や生

理学,はてはコーラソ,アラーやマホメ.,トを持出し

て説教しても効果がないバシールは,俺もその頃か

ら吸っていたよと笑うその次に足が痛いから靴,し

かたないので村で買ってやった次は靴下,裴備の平

井はシブイ顔だ。靴も半額は賃金引きとなった。実際

何も持ってないのだから,何でも欲しいものばかり

だ。ド戸、、プの配給も始まった。タバコも時々ありつ

きだした。

親方によって扱いも大分違う。四手井さんはいても

いなくてもいいよ,という顔。加藤さんは食糧係に飴

の特配を要求して廿いオヤヂぶり。林さんもやさし

いタバコを一日3本やると約束する上尾は何を要

◎女は子供でも側によって来ない

バルチスタソぐらいの山奥になると,イスラムのき

びしい披もかなりルーズになる顔もかくしていな

い頭の毛は幾つかに分けて,細かく編んでいる頭

には赤いモヘヤ風の布地で作った浅い帽子を被ってい

るチベ、,トに近い圧U谷なのだろうが,薄汚ないので

余り頂けぬ

女がわれわれの直ぐ側に寄って来るのは,薬貰いか,

重症人の診察以外は絶対ないサリソのキャソプ地で

男はすぐ横に来て,ボヤーとして坐って見ているが,

は10omほど離れた家々の屋根やら二階から見物し

ている。双眼鏡を持ち出してのぞくと,すぐバタバタ

と蔭にかくれる動作は男よりずっといきいきしてぃ

るみなほっそりしていて,栄養過多のデブデブの女

なんかいないので,そう見えるのかもしれぬそのう

ちいたずらして,両手を握って目に当てて双眼鏡の

工似をしても逃げることを見っけた。みな面白がって

何度やっては笑いこけた

りにパラゴソの村で子供達が例によって,見物に

来ていた。その中に一人,大そうかわいぃ子力丸、た。
きれい帽子を被り,身体にはバルチスタソ風に布を
'きっている余りにかわいらしいので,あれは女
の子でないかということになったそこて 1人ビ【ル
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,第二次大戦の二の将になるのがおちた゜こても,第二次大戦の二の将になる"ご英語,ウ,

、証としてウルドゥ語の教育に力を

入れているう"んだん失わ

のでないかという女辻{したれて行く

チ,ゴリザの時は,ハイ飛ーター
ゞ、したと聞いてぃる。テソトの張り方'フ
.、.、イせねばならなかったらしいそれソの結び方まで指導せねばならよっこ'

ることは間違いないようだ。今度一緒につれて行った

おちご達が実際ハイ飛ーターにでもなったら,イソテ

リハイポーターが出現することだろう。

0泙1扣もののサーダー

サーグーのグラム.ブ、,スーノレは 28歳,頭が少し禿

げかかっていて,一見したところ35歳には見える。

背丈は 165Cm ぐらいで小柄である。出身はバルチス

タソでなくラダク地区で,いうなれば他所者だ0 7年

間北辺国境守備隊(ノーザソ・スカウト)にいて軍曹だ

つたそうだスカルドでカシミール・レストラソなる

食堂兼宿屋を経営している彼の食堂にはナシ"ナル
のトラソジスターラジオもおいてある。時々は行商に

も行くらしいバルテ'語は勿Ξ命,ウルドゥ語も本格

的,そして今英語を勉強していて,一寸はしゃべる

遠征中も,英・ウルドゥの対訳会話の本を持って来て

勉強していたチ,ゴリザのべースキーソプヘアメリ

力隊のケロツソをかっいで来たのは彼だったらしい

一咋年のゲソトにも参加している

彼は,ハイホーターの中で,すば抜けてかしこかっ

たチ,ゴリザの時は,クーリー,ホーターへの食糧

の配給など,みなサーブがやって,キーラバソ中苫労

したところが今度は,殆んどサーダーにまかせても

大丈夫だった。勿論,監督に立ち合うのだが,見てい

ると規定量より少な目に計って,ア"チーー(これで

よし)と片付けている。キーラバソの往復でも,大尉

を助けてよくクーリーを統制していた。軽い荷物をか

つぃだ奴も,彼は要領よく抽発した0

こんなに頭が働くので,他のハイ末ーターがかげで

ブッブッ'つてぃるが,さっぱり頭が上らない0 肉代

の金とか,タバコなど,サーダーにまとめて渡すとヒ

ソハネすると他のハイポーターがいうので,タバコは

各Π,肉代は後でまとめて各自渡しにした最後の物

分けでも,電池やスコ.,プを独占しようとして物議

をかもした

私は彼と一緒に,輸送の中心になったロロフ*ソド

氷河のキーソプに9日間滞在した。クーリーの差配に

彼が必要だった。ある夕方,彼が私のところヘ遊びに

・ウ式ーカーを試しに出すと,大好き来たジ, ^^

たといって飲む飲みっぷりも立派だコソビーフも

フサリの油漲も,おかきも,鯨の大和煮も,ヴォート

'フ*チー(大変結構)とむしゃむしゃ食ベるそして

11りに余ったらウィスキーを 1本くれないかという

食ベるⅡに関しては全く頑迷な連中だと思ってぃたの

で,一寸彼には修いた。他のハイポーターは,われわ

れがわざわざ準備した羊のべーコソでも, コーラソの

掟にって首を切って殺したのでないからいやだとい
つて食ベなかったものだ。このあとからは,彼だけに

時んコソビーフを特配することにした。
6月 27 日と 28 日は雪だった 27 日の朝は小雪だっ

NO. 2AACK 時報

たので,バシールとサーダーにボクシスをはずむから

とクーリーを督励して貰ったが動かない。一週間動き

づめだったので,丁度休みたいころだったのだ。28日

の朝も雪, 9時頃より晴れた。雪が膝ぐらいまである

ので,明日のためにサーダーとフセイソ,ハ・"サソに

道つけにやった。道がないとクーリーは動きたがらな

いのだ彼等は10時半頃出発,少し下流の左岸のモ

レーソの上で1時間位,右,左にもたもたするのが見

えてぃる。やっと姿を消して30分もするともう帰っ

て来たどうしたと聞くと,あのモレーソの向うは,

ラスタ.ア.,チー,,ぐラフ・トラトラハイ(道はいい,

雪はほんの少し)と大声でクーリーに聞えるようにい

そして,明日はクーリー全員テソトをたたませてつ

シフチェソ・キ十ソプに送りこみ,明後日からはシア

チェソより往復させろという。なるほど,クーリーは

道はよいと今の偵察の結果を聞いているテソトを持

つてツフチェソへ向ってここを出発してしまえば,途

中で少凌雪が深くなっても引返そうとはいうまい。バ

シールもグラムはワイズマソだと感心した。この作戰

は29日に早速実行して成功した。

しかし,智恵者のサーダーも,古い中耳炎があり,

特に右の耳が悪かったそのためロロフすソドで3日

間, C.で2日間,肢暈と1幅吐の発作に襲われ,のび

てしまった。幸い治療でよくなったが,山ではそんな

に強いという印象は受けなかった技術の方は割にし

つかりしていた。

サルトロが終ってから,私達が C.で他の山ヘ行く

行かぬで悶着を起した時,彼は大尉の命を受けてわれ

われを見張ったりした。これは彼の立場を考えれば仕

方のないことだったと思、う。彼は最後に五割増の賃金

を貰って,その労を充分ねぎらわれたようだった。

◎ハッサソ・シワのこと

サーダーが一番かしこいとすれば,ハ.、サソは善人

だが全く間抜けていた彼もチ,ゴリザ組。脇坂が帰

路病気になった時,ハ、,サソが彼をおぶって降った話

は有名だ。顔にシワが多いのでこの仇名がっいた彼

はウルドゥ語も余り知らない。キーラバソで,大尉は

クーリーを数隊に分けて,ハイ末ーターに統率させ

た。軍隊の点呼よろしく,大尉は求ーター達に,お前

のパーティは何人だと聞いた。ツワの番になると,ツ

ワはチ+ルソー(400人)と答えた。みなが笑うと彼

はあわてていいなおした。ティソソー(300人)さす

がの大尉もこれには苦笑するだけだった

彼はなにかというと,ザ、,カス・サープを背負った

話をした。 B.C.からビラフ*ソド峠まで40K ある発

電機をかつがせた。これはザ.、カス・サープより重た

いとフウフウいっていた。

彼は C.まで来たそして隊員には今度余り見られ

なかったミズブクレ病にかかってしまった顔もまん
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まる足も浮゜、たらy厶って
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今度のシワはパ、,としない存在だった0

、土,飛スト.ラソナーは2回だけ走ら
今度の遠'、以後3回しかごたそれで日本ヘはスカルド以後3回し力す予定だったそれで日本ヘ1 、"

月が比来てぃて,そこで・一回増えたり,ーー
.

ごヨこだりして,相当の回数手紙を書くが先に帰るのに頼んだりして,相当の回数、が先に帰るのに頼んだりして,、,、

守家族の連絡が緊密たった0それで

たお互いの亭主の手紙を見せあったりされたこ'またお互いの亭主の手紙を見せあったりここ'

こ,余りワイ談したりしてはいけないとか'い

最初はこまやかな愛1"を示して膳"

,ナい方がへばらぬのだしかし,;1fか済むことは,しない方がへばらぬのだ""済むことは,よるのであ_,他がさぽったことがすぐ知れ波るのであ_人出すと,他がさぽったことガ

んなには書かなかった筈た0
平井はメモ魔で,手紙魔だ本人は気にも止めよ'

こナるのだ彼が愛妻に出した手紙は,船の上かの種になるのだ彼が愛妻に出しこ{"

NO. 2

なった、とレドに着いても加艇夫人の手紙はないとう

う愁心頭」がどさ

り大使館に来゜ゞ祥しく宛名
せナかたことを忘れて,ボケナス野凱と'

そ、に夫人からの手紙を読んでおられた

心,どうだ

の所にやり,前腕を上下に動かしてこれかと聞くと,

そうだという

バルチスタソでは,男20歳前後,女12歳前後で結

婚するようだパラオの名家(宗教関係の家)の息子が

薬貰いにドソソムからパリ、,トまでつぃて来たスカ

ルドのハイスクールの生徒だ。彼は18歳,英語が大

分出来る。道々いろいろ話した。彼は12歳の妻を持

うている。未だ夕、"チしたことないと顔を赤くしてぃ

0た。未だ完全な女になっていないのだろう。帰りに

その可愛いい奥さんを見せろと言ったが,いやだと頭

をふる。一夫多妻の許されたイスラムも経済的理由か

ら一夫一妻に変りつつあるそれでも二妻ぐらいはか

なりいるコーラソによれば妻はみな平等に愛してや

らねばならぬから,粘力の増強は重大な関心出たこ

のような精力増強派と,折角嫁さんを貰ったのに遂行

出来ないとか,生れて一遍も勃起しないとかのイソポ

テ派力丸、た。

セ."クス・ノイローゼは最近の日本の特微かと思っ

たら,バルチスタソでも同じだいや世界中そうかも

知れぬ

また,姦逓が,時には死で報いられる士地柄でも,

性的には相当奔放らしいメール・ラソナーのルスタ

ソから前小屋が聞き出したところによると,彼はラソ

ナーの仕Ⅱの途中でもチ"クチ"クつまみ食いしたそ

うだ。夜,女に会えぱ,狛んど話合いが成立するた

だし,他人に見つかると危いと'つていた当り前の

誕だ。彼の脛に生傷があった見つかって逃げる時に

出たものだとこの色男は肖慢げだった

フシスタソト・コ、,クのハ.,サソは増強派だった

、はがさつだが,力も強くよく働く男だった愉りの

キ+ラバソで,彼の村も近くなったころ,ドクター,ダ

ワイ・デド(薬下さい)と言って来た。ハハソと思、い下

を例の如く上下させてこれかと'うと,そうです,と

、う。彼は嫁さんは一人,子供は二人だ。お前みたい

に4クラ(強い)なのが飲んだら身体に悪いぞと問つた

が聞かない機会がある毎にいう。ルスタソの例も聞

いていたので,彼がもっと強くなりたい理由にも充分

同したカパルーで別れる時,アリナミソ30錠程,

る前に飲めよ,と言ってお士産に渡してやった

玉っと助実な訴えも聞いた帰えりにパラオという

村に 1つた村の至る所に,澄み切った冷たい水が流

れて、て,杏やりソゴの多いきれいな村だった 、,^

L-(ー

は,小問使いに連れて行った双児の兄弟の村である

兄弟早速出て来て,通訳や使走りに働いた。夜,次
からに押しかける病人をなんとか片付けてほっとし

ていると二人がやって来た。イソジェクシ,ソをして

くれという。何のイソジェクッ,ソかと聞くと,丈夫
になる注射をという。この双児は年上の女房がいると
つていたよく聞きただすと,自分達のペニスが小

0セヅクス・ノイローゼ

二分療をしてぃると,いろいろな恕、者や,他の人こ
メい、とを経験するたとえぱ,女を裸にしたり'
{に入り、んだり,人にいえぬ悩みを相談されこ
りである
、ソソム村の有力者の家に,バシール大尉と一緒に
谷診に行ったことがある大尉も診療には興味をっ
、て,通訳したり,時間とみると患、者を追払ったり
また簡単な薬を私から貰って,道た施したり'
こその家に行って見ると,階に案内されたそ

て女房ι」大尉と二人く

女に向いあった大尉は通訳せねばならぬと'つ'

時報 NO.2AACK

さいので大きくしたいと口うのだ。これは新しい訴え

だ。女房がそう言ったのかと聞くと,イェス,と答え

る。こんな子供に,残酷な女房どもだお前達は未だ

若い,今は小さくともすぐ大きくなるたとえ小さく

とも,技術さえうまくやれば,女性に充分満足を与え

得るのだこう説明したいのだが,こんなデリケート

な問題は,とうていウルドゥでいい現わせない。英,

ウルドウ,チ+ソポソで一生懸命説明してやったがな

んとしても理解しない面伊リごからペニスに 1本注射

をぶちこもうかと思ったが止めて,大きくなる秘薬で

我慢させたそれでも彼等は出発の朝まで,イソジェ

クシ,ソといっていた

で必らずといってよいぐらい強精剤を貰いに
ξ二,三人はいた。たいてぃのものは,異吊に

剣な顔付きこ0 ナ訴えが

、分るようになった手のこぶしをにぎり,肘

0他人の女房によろしくと悶つてはいけない

ハラオの村を発つ時,双児の兄弟は村はづれまで見

送りに来ていた。二人もわれわれについて行きたかっ

たのだが,余り仕事もないのでへダールとツェラリ

だけで充分というので傭わなかった

別れる時,私は先を一人で歩いていて,弟の々ホマ

ゞチ"に別れの挨拶をした。"サラマレクム,トウマ

リ・ビビコサラマレクムボロナ"(さようなら,

お前の奥さんにもよろしくな)忍は彼を悩ます奥さん

とうまくやりなよという心遣いも含めていった。彼は

一瞬妙な顔をしたが,サラマレクムと手を振うた

少し航れて上尾が,ヘダールを連れて歩いていた

上尾もこの若い亭主をいたわった日本人としては極

く普通のことだ。"トウ々り・ビビコサラ々レクム

末口 h これを聞いたへダールが手を打って笑い出し

たりウエオサーブ々ホマッチョキビビコサラ

々νクムボラh(上尾サープがマホマ.,チ,の嫁さん

によろしくといったぞ)そして他のハイ飛ーター達に

ふれまわった。こちらは何のことか分らぬので,々ホ

,ド・アリキビビコサラーム,とかいうとみな声

を立てて笑う。サーダーに聞くと,苦笑いしてこれは

悪い葉だからいってはいかぬという理由は詳しく

説明しないどうもこの言葉は,女房を寝取った挨拶

ではないかということになったそれから冗談に使っ

て,ハイ飛ーターやクーリーと笑いあった。パキスタ

ソ全般にこうなのか分らぬが,奥様によろしくとは余

り使わぬ方がよいようだ。

58

山的良Dを満足させて,騒ぎでも持ち上ったらこ

来ると,平

ノ

◎酒に恨みはかすかずござる

準備の時,食糧に関するいろいろのアソケートを取

つた。その中に,「あなたは酒類をどれだけ欲するか

という項目があった。その答によると,最高は一週に

ウィスキー 1本,最低は全行程で1本だった。当然最

高の人間は非難された。いろいろ検討して,結局,サ

ソトリー 1打,ドライジソ1打を準備した。

サソトリーもジソも各一本を残して他は全部飛りエチ

59
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.

サルトロの反省

一三連戦の兵卒としてー

いつも事なかれ主義で,おこられん程度に,ちょっ

とほめられる程度に仕事して,三連戦した。こういう

者にとって,隊の批判を書くのは,実に損な役割であ

る。しかしまあ書きまし'う。それがせめてもの罪減

ぼしになるかもしれない。おこられてもともとほめ

られてまたいくことになれぱもっけのさいわい

サルトロ隊の AACK における位置熱風吹きすさ

ぶ西パキスタソの大沙漠で,チェナブ(chenab)急行

の窓をあけはなし,からだ中の水けをとられて,半ミ

イラ化したのはチ"ゴリザの話こんどは全隊員 10

名中始めて熱帯ヘきたのはわずか3名。しかし彼らと

て乾燥熱帯では毛布にくるまっているのが,いちばん

涼しいことなど常識中の常識と,身につけている。

1955年,日本最初のカラ冨ラム隊は,探検の第一歩

としてすすんでかわったものを食ベたり,経験したり

した 58年チ,ゴリザ隊は,全精力を山登りにつぎこ

むため危険性のあるかもしれぬことはすべて禁じた

砺店のカバーヴを食ベたり,賃貸しのラクダに乗った

りすること。

しかし今回,英語は相かわらずへたとしても,ほん

とうの外国ヘ来たとの感じは,全員に見あたらぬせ

いぜい準外国である。してもよいこと,わるいこと,み

な分っているのだ。始めての人もいるが, AACK そ

のものがすでにハキスタソカラコラムには,なれて

しまった

富士山に何度登ってもそれぞれおもしろい。しかし

のときとすこし違うことはたしかだ。チ,ゴリザ

の次に,もし K2 に,あるいはナソガ・パノレバット

(Nanga parbat),クソヤソ.キ、,シュ(Kunyan Kish)

でょいそうしたら,気分はだいぶ違ったろう傾

斜は急,峠越え,シアチェソ氷河,いろいろ相異はあ

るしかし高さはほぼ同じで,雪は深くて,山容はキ

νイ,メソバー構成もほとんど変わらない。サルトロ

註頂はチ"ゴリザ,ノシー、,クに続くダメ押しのとど

めの一刺しというべきだろう。もちろん外部から,ま

たi 歴史的にみればすぱらしい戦果だろう。しかしー

兵卒としては,北支にいたが中支ヘ移動したようなも
のた

〔ジ,イソトにっいて〕

目的のためには手段をえらぱず。ジ,イソトのっま

らなかったことだけが,頭にあるがこのたびのことは
お国を憂う一兵卒として賛成である。ただ今後,少し
でもより快適にするために反省し,策を練るのは必要

時報AACK NO. 2

坪 五

た今回はむこうは完全にしろうとだったそれても

あれだけなまいきで,あつかましくて,強引だった

こんご,さらにどこかとジ"イソトして経験をつけて

きたら実力は余り進歩しないだろうが,どうなるかと ,

おもうと空恐ろしい。彼らは口を揃えて,日本隊はす

ばらしい,優秀だ,しんせつだ,とほめちぎるそれ

はぬけさくで,お人よしで,あまちょろくて,御しゃ

すい,ととるのはひがみだろうか彼らはイギリス人

を余りょくいわないしかし,彼らがイギリス人の前

にでたときの態度,イギリス人が今までその植民政策

で示した実績を考えるとき,やはりこのようにひがま

ざるをえないのではなかろうか

それでは,どうすれぱよいかジ,イソトなどしな

いにこしたことはないしかし,今後ジ"イソトでな

けれぱ行けないばあいがますますふえてくるだろう。

まず,英語に強くなることであるもちろん,いくら練

習しても,半分英語で生活している彼らよりうまくな

ることはむりであるしかし,自分の主張は通さねぱ

ならないエクスヘデd シ,ソにおける,沈黙は生き

ていることを放棄するにひとしいことぱ'が通じない

のはわれわれだけでなく,彼らにとってもお互いに不

愉快である。意思の疎通がなくて,片方がかってな行

動をしてもそれをせめることはむつかしい誠意をも

つて接すれば相手もよく感応するだろうが,そんなこ

とで相手を屈服させるのは手問がかかってしかたがな

いそのうぇ,そうなるまでにこちらがひっかぶる損

害は甚大なものである。

つぎに,われわれがとるべき態度についてどうも

われわれはウェ、,トすきる。むちゃにしんせつにした

リ,フソガイして,そっほをむいたりいいかえれは

大人げないそれから気が弱い人の顔を見,自分を

犠牲にして他人にしんせつにすることが多すぎる日

本人は感情がこまやかだからかもしれないが,全体を

よんだり,計算をしたりが不得手なようメ・キゼソと

し,サ.,ソウたるところをみせて相手を感心させねぱ

ならない。チギツユソジュソし,いつまでも,相手を

またすようでは,人を指揮指導することはできない。

日本人同志は団結すべきであるわれわれが彼らを

扱いやすかった最大の点は,彼らどうしの分裂がはげ

しかったからである。したがって,ジ,イソトの隊は

こちら側のチームワームをしんけんに考える必要があ

る。相手側をやっつけることは'かり書いたが,ウェ、"

トで,ソフトで,しんせつな日本人にとってはこれく

らい心がけてまだたらぬくらいだからいいだろう

〔メソバー〕

メソバー構成は,残念ながら,進歩も変化もないチ

"ゴリザと全く同じである。一人一人,誰の役を誰が

すると,あてはめることさえできる時はたち,それ

ぞれ年をとり AACK もノシー,クなどの経験を経て

郎

をやっていた

、、こ、のようにして作り,持って来jこ'が無事通過したこのようにして作り,持っ"が無事通過したこのようにしてイ"'

時は瓶の口をわらで栓をしておいたらよい

だろう。味は勿論格別である0
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、、より,むしろ後退であるかもしれな、維持というより,むしろ後退であるかもしれよ現状維持というより,むしろ後退である力現状維持という'、当然はす、、んナ、とを書けぱ,そんなら五郎など当然はい。こんなことを書けぱ,そんなら"'

___てみればそれぞれみな持味を活か員_人_人をとってみればそれぞれみな持味隊員一人一人っ、、人たちばか,もしいなかったら困るという人たちば力して活躍し,もしいなかったら困"こ

AACK 時報 NO. 2

この点,今回も三人もの上廟邵力丸ここ
,小'..「長文すの現象がしぱしば起こる私ξ珠の知恵と反対の現象がしぱしば起こる 1んだ女珠の智恵と反文すの、_、.

。 AACK の兵隊どもはそうとう優秀だかてぃる。 AACK の兵隊どもはそうとう bこ

、、よしないつぎっぎと多くの経験をうるにこ

感もよおすことも多いことを考えるべきであ快感をもよおすことも多いこと,

一劃可をとるために活躍した高村がかちえた実力一年別〒可をとるために活躍した高村がかちえご

に,はさまれたり,彼のおかれている特よ j こ

ー"かわいい子には旅をさせhとはよく働きを示した"かわいい子には'

がんは'りゃ酒を飲みす

ぎるきらいはあるが0

絡将校は,私個人的には決して好感を抱いて'よ
、が,有t.であったといえるだろう彼のとったー
._達の統率方法など,今後参考にすべきことがノ

感がある。チ"ゴリザのときは何もかも始めてたった

からたいへんだったが,もうこのふたつのネジを使い

わけられるはずだ。

ぜひ改良,発展させてほしい装備類。いつものこと

ながら,氷河上のテソトは剤K てたまらない。アルミ

箔を使ったフライシートがほしいジ.ラルミソ製の

長い軟雪用のペグたいへんよろしいオーバ.シ.

ウズ,ずらないように頼みます氷河上の輸送人夫の

足ぬれを予防する簡単な靴カバー品質の安定した合

成樹脂製プタソガスボトル

それから,できあがったものはかならず回裴備係

が使用または着用してみてほしい

〔食翆打

私は食料係でありましたから,批判はやりにくぃ

大綱はチ"ゴリザ,ノシ十"クと同じであるが,斉藤

が食料係長となったのでだいぶうまいものがふえた

とぐに冷沫真空乾燥による,卵・ネギなどは,特筆

すべきであるその他全体的にうまくなった食料係

は,どんどん新しい感覚をもった人が代るべきで,同

じのがやっていては劉期的な発展はのぞみにくぃ主

観的なものが食料では支配的だからカソハソは相か

わらずカソパソをもっと添え物のようにしないかぎ

リ,カソハソだけをうまくすることは無理だろうチ

"ゴリザのとき,ラーメソとビーフソを朝食で交代に

つかい,前者が好評だったしかし,こんどは乾燥米

におされ,悪評ふんぷん乾燥米は味のつぃてぃない

のがよい味つきは日がたつにつれて評判がわるくな

る

.

AACK 時報 NO.2

〔装備にっいて〕._

..ととのえたチ,ゴリザのときのようよ取こ装備をととのえたチ,ゴリザのときのう'裁備をととえ」て他がお留守一労や,ひとっのものにのみ深入りして他がお留し苦労や,ひとっのものにのみ深入り"

サルト戸新兵の吾

昨年のサルトロ・カソリ遠征隊に参加して,ヒマラ

ヤ未経験でかつ最若輩の隊員としての自分の経験を反

省して書いてみる事にする

私はこの遠征隊の隊員に選ばれた時,忍が AACK

の最む若い世代,山岳部により近い世代の代表として

選ぱれたであろうことはすぐ理解出来た特に同時に

隊員に選ばれた同輩の前小屋はパキスタソ留学中であ

リ,かつ,確実に遠征に参加出来るかどうかは不明で

あったので,私には何か代表としての使命感のような

ものさえあった。

その結果,遠征中の基本方針として,登挫に入って

からは,特に70oom近くの高所で,絶対にバテないよ

うにしょう仮に頂上に行けなくてももしチーソスが

与えられれば十分行けるだけの余裕を残して帰ってこ

ようと決心した。

というのは過去二回の学生遠征隊での登頂の失殿や

チ"ゴリザの経験からヒマラヤでは30歳前後が最も

強く若いのはダメだということに AACK では決りか

かってきていたようで,もし今回,私がバテれぱそう

いう結論になり,以後山岳部出たての若い会員は遠征

隊に参加出来なくなってしまうと思ったからで,逆に

私に高所でも十分の働きが出来れぱ同世代の若い会員

にもより多く遠征隊参加のチーソズが与えられるだろ

うから,今度の遠征に協力してくれた若い会員や山岳

部員に報いる事になると考えたそしてそのために経

験者の話をもととして

①出来るだけ気苦労はしないこと

②出来るだけ不要の仕事はしないこと

③出来るだけ日本の山におけると同じようにする

こと

この三点に留意することにした若い者が弱いとい

われる原因が主に以上のような点を守らないことから

来ると思ったから六

以上は隊員になった時から出発までの考えだったが

結局遠征中も変らず努めて実行に移した。例えぱ①に

関してはっまらぬことから怒られても,最初のうちは

自分の正当性ばかりに気がつき,しゃくにさわってぃ

つまでも気になるものだったが,汰第に剛1れて適当に

聞き流すことも出来るようになり,たまには怒られる

のを期待して話しするようにもなった。②に関しては

人間は自分が仕事中は他人が何もしてぃないとしゃく

にさわり,どうでもよい仕事でも命令したくなるもの

なのでそういう場合,先手を打って自分で何か仕事を

することにした幸い忍は写真係だったのでそれを利

上兄庄

〔これからの遠征について〕

AACKは,ヒマラヤ経験痘数十人をようする大ク

ラプであろこれがいちいち挙会一致態勢で準備をし

一遠征隊を送りだすのはよほどの遠征だけにしたらと

うだろうかこれからは,せいぜい5,6人集ってさっ

さとでていけるようにしたいそれも京都だけでな

<,東京在住の,または大阪在住の AACK パーテd

と'うのがでてもよいだろう京都の若手横暴の声を

きく就職好調で,若手の新入り少く京都では同じ顔

ふれが行く行かぬにかかわらず,落第の危険にさらさ

れがらやうているこの状態が続けばAACK は多
くのルソヘソを抱え,だんだんガラが悪くなり,初め
のAの字が肩身せまくなるかもしれないそれを知り
ながらも,なおまたいきたくさせるのが AACK の長
だろうか

.^^ 62
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用した。また休養は体の調子が良い時でも出来るだけ
とるように努めた例えば C.を作った日,さらに先
への偵察隊に参加しなかったことにっいて帰国後,谷
さんから批判を受けたが,もし偵察隊が二隊に分れ別
々のルートを見に行くのだったら私も当然参加したが
あの場合全員でーつのルートの偵察は不要と考えあえ
てテソトに残った

③にっいては使命感のようなものを持っこととすで
に矛盾してぃるが,とにかく海外遠征ということを意
識しすぎて能力以上のことまで手を出さないように努
めた町では出る幕がないのでその分を山で取り返そ
うなどと思わないようにした0

夢果的には最終キーソプまで行き,かっ十分元気で
いたので,もし許可が得られれば頂上まで行けたと思
その点籾めの基本方針は達したことになるしかつ0

しそれは上記の結果がもたらしたというよりは,もっ
と別の理由によるといってよいだろう

まず第一にすでにいわれている如く,高度順応が完
全に行なわれたこと。これは550omの峠を越え,更に
50oom近くで一月近く生活したあとで登楽にかか?た
ためだ。

汰に高所の滞在日数が割合少なかったことで,急峻
な地型と登山法による0

更に隊の行動が計画通りに運び,余裕をもって登坐
に当ることが出来ただめの心理的な余裕と白信また
同輩の前小屋が病後のため十分な活動が出来ないので
それを補おうとする気持が勧いたことまたチ"ゴリ
ザでは最若輩であった高村,岩坪両隊員が今回ては隊

NO. 2AACK 時報

ーそのー

て活動してぃるので隊の重要事項も運営の中心となっ

耳に入り,それから来る責任感,更に全隊員が最も若
特に林登輩である私をかは'うようにしてくれたこと,

猷隊長はかってのΠ分の経験を考えてかその傾向が強
かったと思う0

タソ側隊員の能力がわれわれに比ベ数段またハキス

それに調子を合わすために生ずる余劣っていたので,

梦以上のような理由をあげることが出来よう0
とにかく今回の遠征では若い者の方が弱いという結
果にはならなかったのではあるが,今や山岳部現役の
みによるイソドラサソσndrasan)遠征隊の見事な成
功の例が出来たので,今後は高所登樂能力に関して隊
員の年△ににっいて以前のような議論はされなくなる
だろう

しかし,遠征全期間を通じての総合的能力という点
に関しては弓は別ではあるが,今回の遠征では年アと
は関係なしという印象を受けた
私自身遠征を終って特に反省している点は前記のよ
、な、とを気にするあまり,白分で自分の行動を限定
し,消極的にしてしまったことで,これは探検隊でな
く登山隊の場合におちいりがちだとは思うけれども,
今後,もしまた遠征に参加する機会があれば,今度の

もっとのびのびと行動しようと思う経験を基にして,

高所影智に対する恐怖心は経験者の話を聞いていた六
けではとれるものではなく,実際に経験してみてその
程度を知り初めて解消するものであることをっくづく
実感した。これがヒマヲヤ経験者が未経験者にくらべ
て持ちうるほとんど唯一の右利なことがらだろう0

木旺講座

マラヤ入門アッサ ム・ヒ
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ア、ゞサム.ヒ々ラヤ(Assam Himalaya)において

は,偵察を含めて登山らしい登山はほとんどおこなわ

れていないそれはこの地域の苛酷な白然が山ヘの接

近を容易に許さないことにもよろが,何よりもこの地

域の政治状勢の悪さによるものであろう第一次大戦

前に測量や愽物学的調査を目的としてア.,サム山岳地

帯に入りこんだ人々を悩ませた山岳ジーソグルと末開

民族には,イソド政府の辺境統治の強化と3次にわた

る5か年計画の施行により,ようやく女明が流れ始め

ている。しかし,チベ、"ト(Tibeりを治下に置いた中

勢力との接触は,多年にわたる国境紛争となって現

われ,一向に好転のきざしを見せていないブータソ

(Bhutan)においても市情は同様である外交権をイ

ソドに委譲し,保護国となっているブータソは,イソ

ドにとっていわぱ中国勢力の防波堤であり,他同にふ

れられたくない存在なのであろう。

ア.,サム・ヒマラヤの山々が,プータソにおいては

チベ、,トとの国境線上につらなり,ア.,サムにおいて

1 わ国のマクマホソ・ライソ(MacMahon Line)扣否

により,チベ、、ト領内に引き入れられている現状は,

ただちに行動に結びつぐ対象としてア、、サム・ヒマラ

ヤの登山と探検を考えることを不可能にしているソ

迎との対立により,中国がさらに孤立化の道を辿ると

すば, 1f情はますます悪くなる一方であろう

だからといって,ア、,サム・ヒマラヤの登山と探検

を全く不可能なものとして,関心を寄せないまま放置

しておくべきではないそれに少しでも目を向けてぃ

く Cめに,まずここでは,ありふれた教科書的なもの
で1 あろが,ア、,サム・ヒマラヤにっいての知識を整
理することからはじめ,それを今後の研究の第一歩と
したい 専門家にとってはまことにチャチなものでは
あるが, 私を含めてあくまで初心者を対象として書い
た0 その点をご了承願いたい

フ,サム'ヒマラヤは約290km にわたってプータ

ソのゴ限を形成し,さらに約 40okm ア.,サムの北
を作っている0 このように広い範囲に及んでぃるの

はじめに

橋 象
し二

*この講座は毎月一回夜 AACK ルームにおいて,主として若
手を相手に講せられた講義におT下を加えたものである。

で,便宜上西部ア、,サム・ヒマラヤ(ブータソ)と東部

フ、"サム・ヒマラヤを区別し,章を分けて述ベていき

たい。
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Bhutan という名はプータソ人のつけたものではな

く,イソド人がつけた名を英国人がとったものらし

いイソド人はチベ.ゞトを Bhot といい,チベット人

らしい人間を Bhotiya とか Bhutea とか呼んでぃる

からであろブータソ人は国の名を Druk・yul(Druk

は電雷,竜 yU1 は村,国を指す。)と呼んでぃる

プータソは面積約50,oookm.(九州は約42,oookmり,

人口 650,000(北九州市福岡区とほぽ同じ),したがっ

て 13人ノkm'の人口密度を右する同で,その広がりは

東西約30okm,南北約140km0 である。アモ.チ.

ウ(Amo chu, chU はチベ、ゞト語て川の意),ウォ

ソ・チュウ(wang c.),モ・チュウ(MO C.),トロソ

サ.チュウ(Tronsa c.),ブムタソ・チュウ(Bumtha・

ng c.),クル・チュウ(Kuru c.)のチベ、,トあるい

はプータソに水源を発する渓谷が,いずれも南下して

中流では小さい河岸段丘を作っているこれらの淡谷

は,ヒマラヤ前山地帯を切断してヒソドスタソ高原に

出,プラーマプトラ河(Brahmaptura R.)に流れこ

んでいるこの70oomにわたる乘直的構造がこめ国

の性格を規定よる重要なものとなってぃる

以上は新世界地理5 における川喜田氏の記述に

よるさらに同氏によると,この地形上の特色は,

気候と植生上の性格を加えて,この国の人女的性格と

密接な関係を持っている。すなわち,この国はベソガ

ル湾から北上するモソスーソの影響を受け,世界一の

多雨地帯たる東ヒマラヤを占める。その多湿な森林に

おぉわれた山地の性格は,この地域にのみ分布するミ

タソ(Mithan)という変った牛が,またプータソにみ

られることにもうかがわれる 山地がヒソドスタ

ソ平原にのぞむ山麗地帯はディユフル(Duar)と呼は

れろ。そこは熱帯性の高温に加えるに,高温期の夏半

年はまた雨期でもある低湿と相まって,イソド中で

も不健康なおそるべき悪疫流行地帯であるー..・.熱帯

西部アッサム・ヒマラヤ(ブータソ)
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